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　十二月も中旬となり、もうすっかり寒くなってきた。

　昨日など初雪が降ったほどだ。

　雪に興奮したローラは授業中、ずっと窓の外を見つめてしまい、担任のエミリアに怒られてしまった。

　残念ながらその雪は積もるほど降ってくれず、放課後になる頃ころには溶けてしまった。

　雪合戦ができなくて残念である。

　早く雪遊びがしたいものだ、とローラは思いをはせた。

　そしてローラには、雪遊び以外にも大きな悩みがあった。

「最近、とても頭が重いんです……もしかして、何かの病気でしょうか……」

　その悩みを、思い切って親友二人に相談することにした。

　朝の学食でローラから悩みを打ち明けられたシャーロットとアンナは、それぞれの朝食を食べながら、まじまじとローラを見つめる。

　いや。

　正確には、その視線はローラの頭の上に注そそがれていた。

「確かに言われてみれば……これはゆゆしき事態ですわ！」

「どうして今まで気づかなかったんだろう……こんなになる前に対処できたかもしれないのに」

「毎日見ていると、変化に気づかないものですわ……」

　シャーロットとアンナは深刻そうに語り出す。

　見て分かるほどの変化がローラの体に起きているということだろうか？

　それはきっと重大な病気だ。

「正直に言ってください！　私の体は……どうなっているんですか!?」

　ローラは覚悟を決めて問いただす。

　すると二人は、ローラの頭に手を伸ばした。

「どうかしたのはローラじゃなくて、こっち」

「明らかに以前よりズッシリとしていますわぁ」

　そしてローラの頭の上でパンを食べていたハクが、テーブルに降ろされる。

「ぴぃ？」

　ハクは、どうして自分が移動させられたか分からないという顔で、シャーロットとアンナを見上げた。

　見上げつつ、パンをもぐもぐ。

「あ、頭が軽くなりました！　でも、ずっとこうなんです。重くなったり軽くなったり……」

「ローラさん。いい加減気がついてくださいまし。全てはハクのせいですわ」

「ハクのせい？　まさか。私の頭はハクの特等席ですよ。もう重さには慣れっこです……って、ハクが大きくなってます！」

　テーブルに座るハクは、ローラの記憶にある姿よりも、一回り大きくなっていた。

　ただし、全長は同じだ。

　横幅だけが増えている。

　特にお腹なかの辺りが……。

「うわっ、ハク！　お腹がブニョブニョしてますよ！」

「ぴー」

　ハクのお腹を指先でつついたローラは、その感触に驚く。

　だが肝心のハクは気にした様子もなく、呑気のんきにパンを完食した。

「これは……明らかに太ったのですわ！　メタボリック神獣ですわ！」

「改めて観察すると、とても丸い。あのスリムなハクはもうどこにもいない」

「ああ……何ということでしょう……ハク、どうしてこんな姿に……」

「ぴ！」

　三人が見つめる中、ハクはテーブルの上をコロコロ転がって遊び始めた。

　まるでマシュマロが転がっているような光景だ。

「太る原因は主に二つですわ。食べ過ぎと、運動不足！　ハクはどんな生活を送っていましたの、ローラさん」

「そう言われても……ハクは私と同じ物を食べているだけですよ。オムレツとかラーメンとか。連日のオムレツに反省した私がパンを食べるのに合わせて、ハクもパンを食べました」

「原因がハッキリした。ローラと同じ物を食べているから」

　アンナがズバリと言い切る。

　だが、ローラには納得がいかない。

「むむ？　私は太らないのに、ハクだけ太るなんて変じゃないですか？」

「変じゃない。ローラ。自分とハクの大きさを比べてみて」

「はて？」

　言われたとおり、ローラはハクをまじまじと見つめる。

　そして自分と比較してみた。

　比較するのに立ち上がって並ぶ必要すらなかった。

　頭で考えてみただけで、かなり違う。

　何倍とかそういうレベルではない。

　なのに同じ量を食べ続けていたのだ。

「こ、こりゃ太りますね！」

　当然すぎるほど当然だ。

　なぜ今まで気にもしなかったのだろう。

「そう言えば。ハクが生まれたばかりの頃は、ローラが自分の料理をハクに分けてあげてたのに。いつの間にかハクのを別に注文するようになってた」
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「だって、分け与えたら私の分が減っちゃうじゃないですか。それにハクがもっと食べたそうに見てくるので……」

「ぴ！」

　丁度そのときハクが、もっと食べたそうな瞳ひとみでローラを見上げてきた。

「駄目ですよハク！　今日から昔みたいに、私の分を分けてあげますから！　一人前は駄目です！」

「ぴぃ？」

　話が通じたのかどうか不明だ。しかしハクが分かっていなくても、ダイエットを強行しないと大変なことになる。

　ハクの重さでローラの背が縮むかもしれない。

「食事制限だけでなく、運動も大切だと聞いたことがありますわ。ハクは運動していますの？」

「うーん……たまにその辺ででんぐり返しとかして遊んでますよ」

「その程度では運動になりませんわ！　やはりジョギングですわ！」

「ジョギングですか？　ハクはドラゴン型なので、空飛ぶ生き物です。走るのは苦手だと思うんですけど」

「では空中ジョギングですわ。飛び回ってカロリーを使うのですわ！」

　シャーロットは運動の大切さを熱心に語る。

　いつも奇天烈きてれつなことしか言わない人だが、今回はかなりまともだ。

　シャーロットがまともなことを言ってしまうくらい、ハクの体型が深刻ということなのだろう。

「ハクはいつもローラの頭に座って移動してるから、運動不足になるのは当然。ちゃんと運動させないと」

「むむ……どうやら私はハクを甘やかしていたようです。神獣ブリーダーとして失格です。今日から心を鬼にして、ハクをスリムにしてみせます！」

「その意気ですわ、ローラさん！」

「がんばれー」

　シャーロットとアンナが拍手をしてくれた。

「ぴー」

　ハクも拍手をしている。

　皆の応援がありがたい。

「えへへ、頑張がんばります……って、ハク！　何を人ごとのようにしてるんですか！　本当に頑張るのはハクなんですからね！」

「ぴ？」

　やはりハクは事の重大さを全く認識していないようだ。

　おそらく、自分が太っていることも分かっていない。

　なにせ毎日、頭の上に乗せていたローラですら気がつかなかったのだ。

　鏡を見る習慣のないハクに自覚がないのは当然といえる。

「ところで、この中にダイエットの経験者はいるの？　私はないよ」

　アンナが素朴な疑問を口にする。

「わたくし、肥満とは無縁な人生を送ってきましたわ」

「私も太ったことないですねぇ」

「ダイエット経験者がいないのに、闇雲やみくもにダイエットしようとしても駄目だと思う。それに人間のダイエット方法が神獣にも効くかどうか分からない」

「おお、流石さすがはアンナさん！　鋭い指摘！　すると……誰だれに相談するのが一番でしょうか？」

　ローラが首をかしげた、そのときである──。
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「話が聞こえたであります！　私にお任せであります！」

　突然、ローラの背後から元気な声が聞こえてきた。

　オイセ村出身の獣人、ミサキだ。

　ハクはもともと、オイセ村で奉られていた神獣であり、ミサキはその巫女みこ。

　確かに、ハクの相談をするならミサキが最適かもしれない。

「ミサキさん！　というわけで、ハクが大変なんですよ。ほら」

「のわぁ！　聞こえてきた話から想像していたよりも丸いでありますよ！」

　テーブルの上で転がっているハクを見たミサキは、のけぞって驚く。

「どうしてこんなになるまで放置していたでありますか！　ロラえもん殿はハク様のお世話係であります！　ちゃんと体調管理しなきゃ駄目であります！」

「そ、そう言われても……それを言うならミサキさんだって、オイセ村を代表して王都に来たんでしょう？　学食の仕事ばかり一生懸命で、神獣ハクの巫女としての役目を忘れてたんじゃないですか!?」

「ぐぬぬ……それを言われると辛つらいであります。確かに、こうしてジックリ見るまで、何の疑問も持たずに注文に応じていたであります」

　ミサキは神獣ハクの巫女だ。本来なら、生まれたばかりのハクのお世話は、彼女の仕事のはずだ。

　しかしハクがローラに懐なついてしまったので、ミサキはやることがない。

　そこでミサキは普段、学食で働いている。

　最初は暇つぶしだったはずなのに、いつの間にか「立派な学食のオバチャンを目指すであります」と意気込み始めた。

　どんなに努力しても、まだ十代半ばのミサキがオバチャンになるのは遠い将来の話だが、本人は頑張れば何とかなると思っているらしい。

　そんなミサキは、ローラが「オムレツ二人分！」と注文すると「了解であります！」と元気に返事をして二人分作ってくれた。

　よって、ローラだけに責任があるわけではない。

　ミサキだって立派な共犯だ。

「それでミサキさん。巫女として、ハク減量計画に参加してくださいよ。何か気の利きいたアドバイスをしてくれると信じてます！」

「もちろんであります。実は先代のハク様も太ったことがあると言い伝えられているであります。そのときの話を参考にするでありますよ」

「えっ、先代のハクも!?　それは意外です！」

　先代ハクは、今のハクの親だ。

　神獣ハクは代替わりの一瞬を除けば一匹だけの存在だ。

　何百年も生きてその土地を守り、そして寿命がくれば卵を産んで、死ぬ。

　ローラは先代ハクと、ほんの少しだけ会話したことがある。

　その時点で今のハクを産んでしまっていたから、先代の寿命は尽きかけていた。

　我が子をローラに託した先代ハクは、あのとき、どんな思いだったのだろう。

　まだ子供のローラには、よく分からない。

　大人になったら分かる日が来るのかもしれない。来ないのかもしれない。

　何にせよ、ローラから見た先代ハクは、厳格なイメージだった。

　少なくとも、暴飲暴食をして太ってしまう性格には見えなかった。

「今からさかのぼること、約百三十年前のことであります。それは大賢者殿と先代ハク様が魔神を倒した直後のことであります」

　ミサキは言い伝えを語り始めた。

　魔神のことは誰もが知っている。

　それを倒したのが大賢者と神獣ハクだというのも、有名な話だ。

　しかし、そのあとにハクが太ったというのは初耳だ。

　教科書にも載っていなかったはず。

　きっとオイセ村だけに伝わる、歴史の裏側の出来事だ。

　そんな貴重な話を聞き逃してはならないと、ローラたちは前のめりになって耳を傾ける。

「魔神との戦いの疲れを癒いやすために、先代ハク様はオイセ村でゆっくり休んでいたであります。するとそこに、大賢者殿がやってきたであります。魔神討伐に協力してくれたお礼にと、沢山の食料とお酒を持ってきたのであります。そして当時のオイセ村の獣人たちは宴会騒ぎ。大賢者殿に勧められるがまま、先代ハク様もお酒を飲み、盛り上がってしまったであります」

「おお、楽しそうですね！　流石は学長先生！」

「その光景が容易に想像できますわ～～」

「お礼をするのは大切。ふざけているように見えても、学長先生は大切なことは忘れない」

　百三十年も前の出来事。

　ローラたちは当然として、その親の世代ですら影も形もなかった時代の話だ。

　なのに、それをとても身近な出来事のように感じることができるのは、登場人物である大賢者と先代ハクに会っているからだろう。

　特に大賢者は、そこら辺で昼寝をしたりしている。珍しくも何ともない。

　大昔の話を聞いているのに、その登場人物と知り合いだなんて、不思議な感覚である。

「大賢者殿が持ってきた食料とお酒は、それはもう大量だったであります。宴会は一週間も続いたであります。皆、朝から晩まで飲み食いしたであります。その結果……オイセ村の村人全員と先代ハク様は、まるまると太ってしまったであります！」

「何という悲劇……そりゃ一週間も宴会をしたら自業自得じごうじとくです。でも、学長先生は？」

「それが大賢者殿も同じく宴会に参加していたのに、なぜか一人だけ元の体型のままだったらしいでありますよ」

「むむ……元凶げんきようなのに一人だけ助かるとは……流石は学長先生です……」

　流石は学長先生、という言葉を短い間に二回も口にしてしまった。

　しかし言葉は同じでも、込めた意味は真逆だ。

「慌あわてたオイセ村の獣人は、野山を走り回ってダイエットに励んだであります。しかし先代ハク様は、今のハク様と違って大きいであります。走り回ったら森を破壊してしまうであります」

「確かに、あの巨体が走り回ったら、振動で土砂崩れが起きそうですわ」

「体が大きいというのも、なかなか大変」

「小さい幸せというのもあるんですねぇ……」

　いつも大きくなりたいと願っているローラは、新鮮な気持ちで呟つぶやいた。

　それでも大きくなりたいことに変わりはないが。

「まるまる太った先代ハク様を見て、大賢者殿も責任を感じたらしいであります。そして隣の大陸にあると噂うわさされる『スリムーンの実』を探して旅立ったであります」

「食べるとスリムになりそうな名前の実ですね！」

「まさしく。そういう噂だったであります」

「なるほど！　じゃあ、そのスリムーンの実を食べると、今のハクもスリムに！」

「ところがどっこい。無事に隣の大陸まで辿たどり着いたのに、スリムーンの実は客寄せのためのインチキだったであります。実際はただの美味おいしいミカン。大賢者殿も先代ハク様も、村おこしに騙だまされたであります」

「インチキでしたか……でも美味しいミカン食べたいですねぇ」

「ぴー」

「こらこら、ローラさん。ダイエットをしようというときに、美味しいミカンの話などしてはいけませんわ」

「ハクが興味を持ってるよ」

「はっ！　駄目です、ミカンの話は終わりです！」

「ぴぃ」

　ハクは残念そうにしている。

　かわいそうなので、ついついミカンを食べさせてやりたくなってしまう。

　だが、心を鬼にして食べさせない！

「それで結局、先代ハクはどうやって瘦やせましたの？」

「隣の大陸まで飛んでいって戻ってきたら瘦せたであります。やはり運動は大切であります」

「面白おもしろみのない結論ですねぇ」

「これは確かに教科書に載らない出来事。歴史の闇に葬られる運命」

　アンナがしみじみと呟いた。

「先代ハク様も自分が太ったことを知られたくなかったのか、言いふらさないよう獣人たちにお願いしたらしいであります。しかし、運動は大切という教訓を残したであります。オイセ村では今でも言い伝えられているであります」

　それは先代ハクにとって、恥ずかしい出来事だったに違いない。

　だが、言い伝えられたおかげで、今のハクのダイエットに役立つ。

「面白みはありませんが、瘦せ方が分かりました！　さあ、ハク。次の連休は、一緒に隣の大陸まで飛んでいきましょう！」

　ローラがグッと拳こぶしを握りしめて提案すると、

「いくら何でも、この小さいハクが隣の大陸まで飛んでいくのは不可能ですわ」

「ローラ、隣の大陸がどのくらい遠いか知ってるの？　世界地図を思い出して」

　シャーロットとアンナが否定的だ。

　世界地図。

　もちろんローラとて、それくらい見たことがある。

　見たことはあるが、パッと思い出せなかった。

「えっと……大丈夫です。私だって冒険者の卵。世界の大きさくらいイメージできます。ほら、遠足のとき、海を越えて小島に行きましたよね。隣の大陸は……あれのちょっと先くらいですよね？」

「ちょっとではありませんわ。千倍は離れていますわ」

「せ、千倍!?　はは、まさか……大げさですよシャーロットさん……」

「いや。そのくらい離れてるから」

　断言されてしまった。

　シャーロットだけならともかく、アンナがこれほどハッキリ言った以上、実際にそうなのだろう。

　遠足で行った島の千倍となると、確かにハクが飛んでいくのは無理だ。

　あの大きかった先代ハクが瘦せるのも頷うなずける。

「うーん……じゃあ、別の方法を考えなきゃですね」

「ハク様に効果があるかどうかは分からないでありますが、バナナがダイエットにいいと聞いたであります。食堂のオバチャンたちが言っていたであります！」

「あ、それは私も聞いたことがある。戦士学科の女の子たちが話してた」

「ほほう。二人が別々のところで聞いたということは、信憑しんぴよう性がありそうですね」

「これは放課後にバナナを買いに行くしかありませんわ！」

　ということで授業が終わったあと、校門の前で待ち合わせして街にお出かけだ。

　ちなみにローラはハクを頭に乗せず、両腕で抱きかかえて歩くことにした。

　そうしないと肩が凝こって大変なのだ。
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「ロラえもん殿たちとお出かけするのは久しぶりであります。わくわくであります！」

「ミサキさん、耳も尻尾しつぽもピコピコ動き回ってますよ」

「喜びを抑えきれないであります！」

　感情がすぐに耳と尻尾に伝わってしまう獣人さんだ。

　もっともミサキは、すぐに表情に出るタイプなので、耳と尻尾がなくても感情が分かりやすい。

　というより、このメンバーでポーカーフェイスなのはアンナくらいで、あとは全員、感情表現が豊かだ。

　ローラはもうすぐ十歳になるので、そろそろ落ち着きが欲しいと思っているのだが、なかなか落ち着けない。

　シャーロットに比べるとマシではあるが、それは比較対象が悪すぎる。

　ローラは立派なレディになりたいのだ。

「うふふふ……目の前でそんなにピコピコされると……モフらざるを得ませんわぁ！」

「のわぁ！　不意なモフモフはダメであります！」

　ほら。

　今もシャーロットはヨダレを垂らしながら、ミサキの尻尾に手を伸ばしている。

　黙って立っていればクールな美人なのに。

　言動は残念な人だった。

　まあ、そんなシャーロットだからこそローラは好きなのだが。

　これで見た目どおりクールな性格だったら、とっつきにくくて疲れていたかもしれない。

「果物屋さんを発見。バナナを買おう」

　アンナがぽつりと呟く。

　なんと、逃げるミサキと追いかけるシャーロットを観察しているうちに、商店街に辿り着いていたのだ。

　あっという間の出来事だった。

　ローラは心の中で、この現象を『シャーロット瞬間移動』と名付けた。

　瞬間移動のようにローラをここまで連れてきたシャーロットは、ミサキを追いかけてそのまま走り去ってしまった。

　忙しいのか暇なのか分からない人である。

「ミカンも売ってますね……じゅるり」

「ローラ。そのミカンは普通のミカン。スリムーンの実じゃないからダイエットとは関係ないよ。いや……本物のスリムーンの実もインチキだから、どっちみち同じ」

「どっちみち同じなら、ここでミカンを買ってもいいということでは？」

「ぴー！」

　ローラの腕の中でハクが力強く頷いた。

「ローラ。ハクにダイエットさせる気、ちゃんとある？」

　アンナが真顔でジッと見つめてきた。

「あ、ありますよ！　おじさん、バナナを一房ひとふさくださいな！」

「あいよー。一番大きいのにしてあげるねー」

「わーい、ありがとうございます！」

　店のおじさんの親切で、大きなバナナが手に入った。

　ローラはスカートのポケットから財布を取り出そうと思ったが、ハクのせいで両腕が塞ふさがっているので無理だった。

「アンナさん、スカートのポケットから財布を取ってもらえませんか？」

「いいよ。ついでに、こしょこしょ」

「ひゃん！　不意打ちはいけません！」

　ポケット越しに太ももをくすぐられてしまった。

　隙すきを見せたらすぐこれだ。

　どうしてローラの周りの人はイタズラ好きなのか。

　アンナの見た目は無表情で物静かな少女で、実際、普段は大人しい。なのに、どうしてかローラにはイタズラしてくる。

　なぜなのか？

「ローラが触りたくなる外見なのが悪い」

「私は悪くないです！」

　そんなローラの抗議を無視して、アンナはクールにバナナ代を払い、財布をローラのポケットに戻した。

　案の定、戻すときにもまた太ももを触ろうとしてきた。

　だが、ローラは先読みし、スカートの内側に強力な防御結界を張り巡らせる。

　これでポケット越しのサワサワは伝わらない！

「むむ？」

「ふふふ……」

　ローラとアンナのやりとりを、果物屋さんは不思議そうに見ている。

　達人同士の戦いは、素人には分かりにくいものなのだ。

「負けてしまった。悔しいから、ここにバナナを乗せよう」

　アンナはローラの頭の上にバナナを置く。

　まるで測って作った帽子のようにジャストフィットした。

　しかし、いくらフィットしてもバナナは帽子ではない。

「バナナはちゃんと手で持つべきだと思います！」

「でも、ローラの手はハクで塞がってるし」

「バナナとハクの場所が入れ替わったというわけですか……」

「ぴー？」

　ハクは四肢をジタバタと動かし、ローラの体を登ろうとする。

　腕の中より、やはり頭の上が落ち着くのだろうか。

　それとも、たんにバナナに興味があるだけだろうか。

　どちらにせよ、ハクを頭の上に移動させるわけにはいかない。

　ローラの肩が凝ってしまう。

　ハクよりも遙かに重い物をブンブン振り回せるローラなら、ハクが少し太ったくらい気にならないのでは──昼休みにそんな質問をシャーロットがしてきた。

　だが、いくら力持ちでも、ずっと筋肉を強こわばらせているのは疲れるのである。

「ところで、シャーロットさんとミサキさんは？　まだ追いかけっこでしょうか？」

「それはもう終わりましたわぁ」

「おや、シャーロットさん、おかえりなさい。ミサキさんもお疲れ様です」

「沢山モフモフされてしまったであります……」

　シャーロットと一緒に帰ってきたミサキは、ぐったりとした声を出す。

　モフられすぎて疲れてしまったようだ。

　本当はローラもモフモフしたいのだが、ミサキがかわいそうなので我慢する。

　なんて大人な考え方だろうか、とローラは自画自賛した。

　これでいつ十歳の誕生日を迎えても恥ずかしくない。

「あちらに公園がありましたわ。バナナを食べるなら、そこがよろしいですわ」

「私にとってはシャーロット殿にモフられた公園であります。嫌な思い出しかないであります」

　ミサキは悲しげな顔だ。

「まぁまぁ。過去を乗り越えましょう。辛い記憶は忘れてしまいましょう」

「数分前の記憶であります。忘れてしまったら、ただの物忘れが激しい人であります」

「……とにかく乗り越えるのです！」

　ローラは強引ごういんに話を締めて、公園とやらに案内してもらった。





※






　シャーロットがオススメするだけあり、その公園は静かで綺麗きれいな場所だった。

　草が生おい茂り、なだらかな丘がいくつかある。

　これといった遊具はないが、ベンチに座って休んでいる人や、散歩している人などがいる。

「休憩するには最適ですね」

「モフモフするにも最適でしたわ」

「女王陛下に頼んで、公園でのモフモフを禁止にしてもらうであります！」

「あら、ミサキさん。するとつまり、公園以外ではＯＫということですの？」

「……王都全域で禁止にしてもらうであります！」

　それは大変だ。

　王都の外に出たときしかモフモフできないというのは、とても辛い。

　女王陛下にミサキの耳と尻尾がいかに素晴らしいかを啓蒙けいもうし、禁止令を出さないようロビー活動しておかないと。

「モフモフの話はあとにして、まずはバナナを食べよう」

「そうです、そうです。別に帽子にするために買ったわけではありませんから」

　草むらに座り、円陣を組む。

「このバナナ、丁度、十本あります。一人二本ずつです」

「ローラの財布からお金を払ったのに、いいの？」

「もちろんです！　私のおごりですよぉ！」

「ありがたくいただきますわ」

「ロラえもん殿、太っ腹であります！」

「じゃあ私も遠慮なく」

「ぴー」

　十二月の寒空の下、公園でバナナを食べることになるとは思ってもいなかったが、これもハクのダイエットのためだ。

　ここまでしたからには、ハクは見事に瘦せるに違いない。

「もぐもぐ……美味しいですねぇ！」

「ぴー！」

「さあ、ハク。瘦せるのですわ！」

「シャーロット殿。いくらなんでも、食べてすぐに瘦せたりしないでありますよ」

「本当に瘦せるのかな？」

「信じましょう！　明日の朝、目覚めるとそこにはスリムなハクが！」

　ローラたちがバナナの効果について語り合っていると、その目の前をよく知っている人物が駆け抜けていった。

「あれれ？　エミリア先生！」

　ローラとシャーロットの担任。

　メガネが似合う美人のエミリアだった。

「あなたたち、こんなところでバナナを食べてどうしたの？」

「そういうエミリア先生こそ。ジャージ姿なんて珍しいですね」

　ローラが呟いたように、エミリアはジャージを着ていた。

　冬だというのに額には汗が浮かんでいる。

　息は荒く、かなり走り込んだという感じだ。

「ええ……ちょっと健康のために……最近、放課後に軽くジョギングしてるのよ」

「はあ、軽くですか……」

「エミリア先生。両手両足に、何やら拘束魔法の気配がありますわ。それ、自分でやりましたの？」

　拘束魔法というのは名前のとおり、相手を動けなくするための魔法だ。

　かけ方にもよるが、両手両足を縛しばられたような感じになる。

　ようは見えないロープだと思えばいい。

　拘束魔法の調節次第で、ロープではなくゴムのような質感にすることもできる。

　ゴムにすると、手足を動かすときに、つねに負荷を感じるようになる。

　魔法使いが体を鍛えるときに使うことがあると、以前、授業で習った。

「自分で自分を拘束するとは……エミリア先生、実はマゾい？」

「えっちでありますな！　えっちでありますな！」

「そういうんじゃないわよ！　運動のためよ！　それより、あなたたちこそ質問に答えなさい。また怪しげなことを始めたんじゃないでしょうね？」

「失敬ですね。正真正銘、バナナを食べてるだけです！」

「こんな冬に、外で集まってバナナを食べているのは十分怪しいわ。それも円陣を組んで」

　確かに、はたから見ると怪しいかもしれない。

　だが、今回は本当にエミリアを心配させるようなことはしていないのだ。

　事情を話せば分かってくれるだろう。

「実はですね……まず、ハクを見てください」

「ぴー」

　ローラはハクを持ち上げ、エミリアに突き出した。

「わっ！　何よ、ハクのお腹……完全に肥満体型じゃないの」

「ですよね。今朝けさ気がつきました」

「……もっと早く気づきましょうよ。重いなぁとか思わなかったわけ？」

「思ってました……ずっと頭が重くて……それで何かの病気かもしれないと皆に相談して発覚したわけです」

「ローラさんらしいわねぇ」

　エミリアは呆あきれたようにため息をつく。

「そ、そういうエミリア先生だって、今の今まで気づいてなかったじゃないですか！」

「だって、ハクはいつもローラさんの頭に寝そべってるから、お腹見えないし。教壇とローラさんの席は距離があるから、よほど注意してないと気づかないわよ」

「むむ……論破されてしまいました。流石は教師！」

「教師かどうかは関係ないと思うけど……でも、ハクが太ったからってどうしてバナナを……あ、まさかバナナダイエットのつもり？」

「ご明察です。エミリア先生もバナナダイエットをご存じだったとは。有名なダイエット方法なんですねぇ」

　ミサキとアンナに加え、エミリアまで知っているということは、ダイエットのスタンダードなのかもしれない。

　効果があるから有名になるのだ。

　ハクだけでなく、ローラたちもスリムになってしまう。とはいえ、ハク以外は太っていないので、食べ過ぎるとヒモのようになる恐れが──。

　などという心配をローラがしていると、エミリアが「ふぅ」とため息をつき、それからヤレヤレという感じで肩をすくめた。

「分かってないわねぇ、あなたたち」

「む？　エミリア先生がかつてないほど上から目線ですね」

「全身から自信がみなぎっていますわぁ」

「エミリア先生、さてはダイエットの専門家？」

「きっと素晴らしいアドバイスが出てくるであります」

「ぴー」

　ローラたち全員の注目を集めても、エミリアは臆おくする様子がなく、むしろ胸を張り、メガネのレンズを光らせて語り始める。

「いい？　あなたたち、そもそもバナナダイエットを勘違いしているわ。バナナを食べたら瘦せると思ってるでしょう？」

「え、瘦せないんですか!?　じゃあ、バナナダイエットとは一体……？」

「バナナダイエットっていうのはね。バナナだけ食べるダイエット方法なのよ。三食全てをバナナにするのは健康に問題ありだけど……例えば朝食をバナナ二本だけにする。そうすると摂取カロリーを抑えられるというわけ」

「えー……つまり、オムレツを我慢してバナナに変えるというわけですね」

「そういうことね」

「過酷なダイエットです……私はむしろ、バナナの食べ過ぎでガリガリになる心配をしていました」

　ローラはバナナが好きだ。

　今だって、もう一本食べたいと思っている。

　しかし主食はあくまでオムレツなのだ。

　オムレツを食べずにバナナだけ食べるというのは、非常に辛い。

「ローラさん、過酷じゃないダイエットなんて、この世にないのよっ！」

「ひゃあ、ごめんなさい！」

　いつものようにエミリアに叱しかられたローラは、つい謝ってしまった。

　だが、よく考えると、ローラは悪いことなんてしていない。

　たんにエミリアがダイエットに深いこだわりを持っているというだけのことだ。

「そもそも、何かを食べて瘦せようって考え方が駄目なのよ。瘦せたいなら、食べる量を減らさなきゃ！　いえ、それ以前に、普段から食事に気をつけていれば太らないのに！　どうして人類は過ちを繰り返すのかしら！」

　エミリアの主張はダイエット方法からズレてきた。

　人類の過ち、である。

　随分とスケールが大きい。

　しかし、よく聞くと大きいのは主語のスケールだけで、話のスケールは小さかった。

　人類全体ではなく、エミリア個人の話にしか聞こえない。

「エミリア先生……もしかして、太ったんですか？」

「え」

「太ったんですね？　それで走ってるんですね？」

　ローラはぐいっと顔を近づけてエミリアを追及した。

「そ、それは……」

「目をそらさないでください！　正直に、さあ！」

「ちょっとだけ……ちょっとだけよ！　本格的に太る前に、こうして運動して瘦せるの！」

「なるほど。つまり過ちを犯したのは人類ではなく、エミリア先生だったんですね」

　ローラが判定を下すと、エミリアは「ぐぬっ」と呻うめく。

「主語を大きくしてはいけませんわ、エミリア先生」

「でもハクも太ったから、過ちを犯したのはエミリア先生だけじゃないよ。安心して」

「ハク様とダイエット仲間であります。むしろ羨うらやましいくらいであります」

「ぴ！」

　ハクはダイエット仲間と聞いて、嬉うれしそうに鳴いた。

　しかし、エミリアはさほど嬉しくなかったらしい。

「私はハクほど太ってないから！　ちょっといつもよりお腹がプニプニしてきたかなぁ……くらいだから！　一緒にしないで！」

「そんなムキにならなくてもいいじゃないですか……」

「まあ、今のハクと一緒にされたくないという気持ち、分からなくもないですわ」

　そう言ってシャーロットはハクを抱きかかえ、そのお腹をムニムニする。

　見れば見るほど太っている。

　以前は小さいながらも、神獣にふさわしく美しいフォルムだったのだが。

　今は動くマシュマロだ。

「これはこれで可愛かわいいでありますが、やはりハク様はシュッとしていたほうが格好いいであります」

　ミサキも腕を伸ばしてハクをムニムニする。

　ハク自身は、事の重大さをまだ分かっていないようで、気持ちよさそうにうっとりした顔だ。

「エミリア先生が太ってないのは分かった。あくまで肥満の予防のために走っている。そんなダイエットのプロから、今のハクにアドバイスを」

　アンナは冷静に促した。

　そのおかげか、エミリアも落ち着きを取り戻し、コホンと小さく咳せきをしてから、授業のように語り始める。

「私の経験上、ダイエットは無理せず続けることが大切よ。極端なことをしちゃ駄目。たまに一日一食とか極端なことを始める人がいるけど、そんなの長続きするわけないんだから。今までが食べ過ぎだったなら、適切な量に戻せばいいの。それでも大変だと思うけど……乗り越えなきゃ！　あとダイエットするなら、やっぱり運動よ。運動せずに瘦せようなんて考えは甘いわ！　甘いのはダイエットの敵よ！」

「ふむふむ。やはりダイエットに近道はないということ」

　と、アンナは頷く。

「何事も基本が大切でありますなぁ」

「エミリア先生のアドバイスを取り入れて、今日から食事を控えめに。そして運動ですわ！」

「ハクにとっては過酷な試練でしょうが……頑張りましょう！　自分の足で……いや、ハクの場合は翼で移動するのです。飛び立つのです！」

「ぴー」

　ローラに言われるがまま、ハクはパタパタと羽ばたいて浮かび上がった。

　重くなった分、頼りない飛び方だが、それでも一人で飛べている。

　こうしてずっと飛び続けていれば、かなりの運動になるはずだ。

「ハク……そこまで太っちゃったら元に戻るのが大変でしょうけど、頑張ってね。私も頑張るから。それじゃ」

　エミリアはスタタタと走り去っていった。

　その後ろ姿には、数々のダイエットを乗り越えてきた玄人くろうとの気配があった。

　できる大人は背中で語ると聞いたことがあるが、今のエミリアがまさにそれであろう。

　格好いい、とローラは思った。

　自分もエミリアのようなダイエットの玄人になりたい。

　が、ダイエットの玄人ということは、何度も太ったということであり、よくよく考えるとあまり格好よくないかもしれない。

「さあ。エミリア先生に負けないよう、私たちも行きましょう！」

「ぴっ！」

「お供しますわ、ローラさん」

「皆で走ればやる気が出るはず」

「まあ、ハク様は走るのではなく飛んでいるでありますが」

　というわけで、運動の開始だ。

　ハクが飛び回る後ろを、ローラたちが追いかける。

　軽いジョギング程度の速さだ。

『無理せず続けることが大切』というエミリアのアドバイスをしっかり守っている。

　もっとも、ハクにとってはダイエットしているという感覚ではなく、ただ皆で追いかけっこして遊んでいるだけなのかもしれない。

　考えてみると、ハクはもともと活発な性格なのだ。

　近頃ちょっとローラの頭の上にいる時間が長かっただけで、本当は機会さえあれば飛び回る子だ。

　運動好きならば、ダイエットがとてもはかどるだろう。

　あとは食べ過ぎに注意すればよい。

「ミサキさん。学食にハク用のメニューって作れませんかね？　ようは普通のメニューより量を少なくすればいいんです」

「量を変えるだけならできるはずであります。学食のオバチャンたちに相談であります」

「ありがとうございます！　これでダイエット計画は完璧かんぺきです！」

「油断してはいけませんわ、ローラさん。ほら、最大の関門が迫ってきましたわ」

「むむ……あれは……ラン亭！」





※






　ラン亭は王都に唯一あるラーメン屋だ。

　大陸の遙はるか東にある国『ラー』からやってきたランという女性が経営している。

　ローラたちにとって行きつけの店であり、その美味しさはローラにオムレツのことを一瞬とはいえ忘れさせるほどだ。

「あ、ローラたちだ。晩ご飯食べに来たの？」

　店の前をホウキで掃いていたニーナが話しかけてきた。

　ニーナの見た目はローラと同じくらいの年齢だが、実際は十八歳だ。

　とあるきっかけで吸血鬼になり、成長が止まってしまったのだ。

　すでに両親が亡くなっていて、行く当てがないのでラン亭に住み込みで働いている。

　ローラとしては、数少ない自分より背の小さい友人だ。

　並ぶと相対的にローラが大きく見える。

「いえ。ラーメンを食べたいのはやまやまですが、今はハクのダイエットのために運動中なのです。なのでラーメンは我慢です！　本当は食べたいのですが……心の底から食べたいのですが！」

　と、ローラが断腸の思いでラーメンを断ち切ろうとしていると、店主のランまで出てきて誘惑を始めた。

「今日のスープは会心の出来アルよ。チャーシューもいいのを仕入れたアル」

「うっ……やめてください！　私たちの決意は固いのです！　誘惑には屈しませんよ！」

　ローラは熱く宣言する。

　が、肝心のハクが誘惑に屈し、ふらふらとラン亭に向かっていった。

「こらこら。ラーメンなんか食べたら、せっかくの運動がパーになります！」

　ローラはハクの尻尾をつかんで引き寄せた。

「ぴぃ」

　ハクが抗議の声を上げる。しかし、ラン亭に入れるわけにはいかない。

「ダイエット……確かに、ハクがまんまるになってるわね……」

「空飛ぶおまんじゅうかと思ったアルよ」

　ニーナとランが、空飛ぶハクのお腹に手を伸ばし、ムニムニとつまむ。

　いつもムニムニされるのはローラのほっぺなのに、今日は誰もムニムニしてこない。

　快適だ。

　ハクが身代わりになってくれるなら、いっそこのままでもいいのでは──などと、よこしまなことを考えてしまうローラであった。

「このお腹は危険アル。瘦せるまでラーメンは我慢アル」

「さっきエミリア先生もここを通ったんだけど、同じくダイエット中だと言って走り去ったわ」

「おお、流石はエミリア先生。ラーメンの誘惑に屈さないなんて、ダイエットのプロです！　私たちはここに長くとどまると誘惑に屈してしまうので、立ち去ることにします。さらばです！」

「ハクが瘦せたら改めて来ますわぁ」

「冒険者ラーメンを食べたい。でもあれを食べ続けると、私たちも太ってしまう。あらかじめ運動」

「ハク様が我慢するなら、ミサキも巫女として我慢するであります！」

　ランとニーナに手を振って、ローラたちはラン亭を立ち去った。

　エミリアが頑張っているのだ。

　ならばハクにも頑張ってもらわないと。

「日か沈むまで王都を駆け巡りましょう。そして晩ご飯はオムレツです！」

「あら、ローラさん。それではいつもと同じですわ」

「ちっちっち。いつもは私とハク、それぞれ一人前を注文していましたが、二人合わせて一人前にします」

「食事制限でありますなぁ」

「というか、今までハクはその小さい体でどうやって一人前食べてたんだろう……」

「確かに、深く考えていませんでしたが、体積的におかしいですわ……」

「ぴ？」

「ハク様は神獣でありますから。その体内は不思議で一杯であります。それに蛇へびだって自分より大きなものを丸呑のみにするであります。蛇ごときにできるのであれば、神獣であるハク様が、自分より大きなオムレツを食べてもおかしくないでありますよ」

　ミサキは説得力があるのかないのか、よく分からないことを語り出した。

「神獣でも食べ過ぎると太ってしまうと分かったので、ハク用メニューが完成するまで、私の分を小皿に取り分けます。ハクがもっと食べたいと言っても、断固として食べさせません！」

「ローラさん、鬼コーチですわ」

「私たちも鬼コーチになって、ローラにオムレツ食べるのを我慢させてみよう」

「そ、それは断固として反対です……！」

「ぴー」

　そうして日が暮れるまで王都をウロチョロし、学園に戻った。

　宣言どおり、オムレツをローラとハクで分ける。

　ローラが四分の三。ハクが四分の一だ。

　お互いの体重から考えると、これでもハクには多い気がする。

　が、ハクは当然のようにペロリと平らげ、もっと欲しそうなまなざしをローラに向けてくる。

「そんな目をしてもダメですよ。生まれたばかりのときは、そのくらいで満足してたじゃないですか」

「ぴー！」

「ハクが不機嫌そう」

「八月に生まれて、もう十二月。生まれたばかりの頃よりは、多く食べさせてもよろしいのでは？」

「そうですか？　でも、これ以上ハクにあげたら、私が物足りないです。夜中にお腹の音でシャーロットさんを起こしちゃうかもしれません」

「では、わたくしのサラダから、ミニトマトを一つ差し上げますわ」

「じゃあ、私はレタスを一枚あげる」

　シャーロットとアンナから野菜を分けてもらったハクは、もしゃもしゃ食べる。

「満足しましたか、ハク？」

「ぴぃ」

　ハクはこくりと頷いた。

「それはよかったです。この程度なら、太ることもないでしょう。元のスリムなハクになるのも、時間の問題です」

「ぴー」

　晩ご飯を食べ終わり、お風呂ふろに入って、いつものようにローラとシャーロットはベッドに潜る。

「明日の朝、ハクがスリムになっていたらいいですねぇ」

「ふふ。いくらなんでも、一日でダイエットは完了しませんわよ」

「むむ。しかし神獣ですからね。不思議なことが起きるかもしれません。ね、ハク」

「ぴ」

　ハクは短く答えて、布団ふとんの上で丸くなる。

　太ったせいで丸くなっていたハクが更さらに丸まったので、本格的な球体になった。

　明日、これがシュッとしていたらいいなぁ、と思いながらローラはまぶたを閉じる。





※






「ぴー、ぴー」

　そして朝がやってきた。

　いつもはカーテンの隙間すきまから差し込む光とか、あるいは教会の鐘などで目を覚ます。

　しかしその日、ローラとシャーロットは、ハクの鳴き声で夢の世界から現実に連れ戻された。


「ふぁぁ……沢山のローラさんを愛めでる夢を見ていましたのに……」



「むにゃむにゃ。私も次から次へとオムレツが運ばれてくる夢を見てました……」

　お互い、この上なく都合のいい夢を見ていたようだ。

　もうしばらく見ていたかった。

　時計を見ると、いつもより三十分早く目が覚めたらしい。

　普通なら二度寝するところだが、ハクがわざわざ起こしたのだ。

　きっと何かあるのだろう。

「それで、ハクは何をそんなに私たちに訴えようと……わっ、ハクがシュッとしています！」

「ええ？　そんな、一晩で瘦せるはずが……本当にシュッとしていますわ！」

　体を起こしたローラとシャーロットは、布団の上に座るシュッとしたハクを目撃した。

　まるまると太った、昨日までのハクではない。

　これぞハクだと言いたくなるような、シュッとして美しいスタイルの神獣ハクがそこにいた。

「信じられませんわ。これも夢の続きですの？」

「それにしてはリアルな質感です。ハク、私の頭に乗ってみてください」

「ぴ！」

　ハクは素早く飛び上がり、ローラの頭に着地した。

「おお。この感覚はまさにハク。きっと現実です」

「すると、本当に一晩で瘦せてしまったのですね。神獣、恐るべしですわぁ」

「エミリア先生に自慢しましょう。悔しがるかもしれませんよ」

　と、ローラはイタズラ心を出し、朝の支度を始めた。

　学食でアンナとミサキを驚かせてから、教室に向かう。

「エミリア先生の驚く顔が目に浮かびます」

「昨日、あれだけ『ダイエットは過酷だ』と力説していましたものね」

「神獣のダイエットは、人間の常識で測ってはいけないのです」

　二人でワクワクしながらエミリアを待つ。

　やがて教室にエミリアが入ってきた。

　その瞬間、驚いたのはローラたちのほうだった。

　というより、クラスメイトの全員がのけぞるほど驚いた。

「え、エミリア先生……？」

「そのお姿は一体どうされましたの……？」

　ナイスバディと称していいほど素晴らしいスタイルだったエミリア。

　少しでも肥満の兆候を感じたら、即座にダイエットを始めるほど気を遣つかっていたエミリア。

　その彼女が……横に大きくなっていた。

　つまり太っていたのである。

　おまけに、ニンニクの匂においがする。

　これほどニンニクの匂いをプンプンさせてしまう料理など、ローラは一つしか知らなかった。

　そう。

　冒険者ラーメンである。

「エミリア先生……あのあとラン亭に行ったんですね？」

「ギクリ」

「あれほど私たちにダイエットのなんたるかを偉そうに語っていたのに……冒険者ラーメン、食べちゃったんですね？」

「だって……だって……」

「だって？」

「どうしても、食べたかったのよぉっ！」

　エミリアはそう叫び、泣き崩れた。

「ラン亭の前を通ったのがいけなかったのよ……あんなに美味しそうな匂いを道路までプンプンさせて……一度は誘惑を乗り越えて通り過ぎたのに！」

　ローラたちがラン亭を去ったあと、引き返してしまったということか。

「せめて普通のラーメンにしておけばいいものを……冒険者ラーメン！　それも全部マシマシ！　ああ、昨日の私の馬鹿ばか！」

「それは……ちょっと擁護ようごしようがないですね……」

「全部マシマシなんて、本当に注文する人がいるとは思っていませんでしたわ……」

　ラン亭の前を通っておきながら、ラーメンを食べない。

　それがどれほど困難なことか、ローラもよく分かる。

　ローラが昨日我慢できたのは、学食に行けば美味しいオムレツが待っているからだ。

　オムレツという心の支えを持たないエミリアが耐えるのは、とても難しかったのだろう。

　しかし、冒険者ラーメンの全部マシマシ。
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　その選択は『愚か』としか言えなかった。

　本人が言うとおり、普通のラーメンならまだよかったのに。

　いや、冒険者ラーメンでも普通のオーダーなら、常識の範囲内だったのに。

　全部マシマシは、常人が食べていいものではない。

「きっと一度通り過ぎたせいで、ラーメン食べたい欲が増幅されてしまったのですわ……」


「そう、そうなのよ！　最初に大人しくラーメンを食べておけばよかったのよぉぉぉ！」



　エミリアは教壇に突っ伏し、滝のような涙を流す。

　哀れだ。

　きっと今日から地獄のダイエットに励むのだろう。

　少しでも応援するため、今度バナナを差し入れしてあげようとローラは誓った。

「それにしても、一晩で太るとは……全部マシマシ恐るべしです！」

「ぴぃ」
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　ローラは冒険者学園に入学してから、ほぼ毎晩シャーロットの抱き枕まくらになっていた。

　そして布団ふとんの上では、ハクが丸くなって眠っている。

　ずっと続いてきた就寝スタイルだ。

　これ以上に心地いい眠り方を思いつかないので、この形で卒業まで過ごすものだとローラは思っていた。

　ところが、である。

　それは、太ったハクがわずか一晩でスリムに変身した日の、夜の出来事だった。

「ぴ……ぴっくちゅん！」

　くしゃみが聞こえた。

　ローラのではない。

「今のシャーロットさんですか？」

「違いますわ。ローラさんでもないとすると……ハクですの？」

「ぴー……」

　ランプに明かりをつけ、ハクの様子を見る。

　すると鼻水がにょろんと伸びていた。

「わっ、大変です！　ハンカチ、ハンカチ」

　ローラはハクの鼻水を拭ふいてやる。

　すると、よほど寒かったのか、ハクは胸にしがみついてきた。

「考えてみれば今は冬。寒くて当然ですわ」

「うーん、でも昨日までは平気そうでしたよ？」

「それは……脂肪が布団の代わりになっていたのですわ！」

「ああ、なるほど！　ダイエットに成功したせいで、冬の寒さに耐えられなくなったんですね！」

「ぴぃ……」

　ハクはか弱い声でローラたちの説を肯定した……ように聞こえる。

「もしかして、ハクはただ太ったんじゃなくて、冬に備えて脂肪をつけていたのでは……？」

「そうだとしたら……わたくしたちのしたことは無意味……いえ、むしろ迷惑でしたの!?」

「ぴー」

　ハクは短く鳴いた。

　しかし、これでは肯定なのか否定なのか分からない。

　やはり「ぴー」だけでは意思の疎通そつうに限界があった。

　もっとも、ハクがある日突然「はい、そのとおりです」などと流暢りゆうちように語り出したら、ローラは驚きのあまり失神するに違いない。

「ハクがどんなつもりで太ったにせよ、冬の間は布団の上で眠らせるわけにはいかなくなりましたね……」

「そうですわね。とりあえず、わたくしたちの布団に入れるしかありませんわ」

　いつもならローラとシャーロットはピッタリとくっついて眠るところだが、ハクのために隙間すきまを空けた。

「ぴー」

　ハクはその隙間に潜り込み、うつ伏せになる。

　頭だけをぴょんと布団から出して、満足そうな顔だ。

「温かいですか、ハク？」

「ぴ、ぴー！」

「それはよかったです」

「ハクが温かいのはいいのですが……ローラさんを抱き枕にできませんわぁ！」

　ハク越しにシャーロットの悲しげな声が聞こえてきた。

「冬の間、私を抱き枕にするのを我慢したらどうですか？」

「無理ですわ！　できるわけありませんわ！」

「そう言うと思いましたけど……少しは我慢するということを覚えたらどうですか？」

「そう言うローラさんこそ、オムレツを冬の間ずっと我慢しろと言われたら、我慢できますの!?」

「その質問は卑怯ひきようです。我慢できるわけ……ないじゃないですか！」

「でしょう!?　生存に必要不可欠なものですわ。せいぜい一日が限度ですわ」

「はい。私もオムレツを我慢するのは一日が限度です」

　そう語ってからローラは、生存に必要不可欠なものを一日も我慢できる自分たちは、むしろ凄すごいのではないかと考え始めた。

　ある意味、水や空気と同じなのだから。

　そんなに大切なものを丸一日も我慢してしまうなんて、とても我慢強い子だ。

　立派な十歳になれるぞ、と自分自身に感激したローラであった。

「ぴー」

「あ、ごめんなさい、ハク。うるさくて眠れませんよね。今日のところはシャーロットさんに抱き枕を我慢してもらうとして、ハクの寝床は明日、じっくり考えましょう」

「うぅ……明日中に何とかしないと、わたくし、ローラ・ザ・抱き枕禁断症状が出てしまいますわ……」

「ローラ・ザ・抱き枕！　格好いいですね！」

「ふふふ……ローラさんならこのネーミングの素晴らしさを理解してくださると信じていましたわぁ」

　素晴らしいにもほどがある。

　ローラと抱き枕。

　その二つの単語の間に「ザ」を入れるだけで、こんなにも素敵な響きになるとは。

　やはりシャーロットのネーミングセンスは侮あなどれない。

「ぴぃ！」

「ハクも格好いいと思いますか？」

「ぴ！　ぴ！」

「……そんなことはいいから早く寝ろと言っているように聞こえますわ」

「私にもそう聞こえたので、寝ましょう……」

　ローラとしても、おねむの時間だ。

　目を閉じて、眠る体勢になる。

　すぐそばから「ぴゅぃ」とハクの寝息が聞こえてきた。

　随分と寝付きがいいなぁ、とローラは人ごとのように感心した。

　その三秒後、ローラも熟睡していた。
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　一方、シャーロットは、抱き枕を失ったことでなかなか寝付けず、次の日の授業中、居眠りをしてしまい、エミリアに叱しかられまくっていた。

　シャーロットを叱るのにエネルギーを使ったせいか、全ての授業が終わった頃ころ、エミリアはナイスバディな体型に戻っていた。




　ハクのダイエットが成功したことによりシャーロットが寝付けず、そのおかげでエミリアもまたダイエットに成功した──。




　因果とは不思議なものだ。

　とにかく、皆の体型が元に戻った。

　ダイエット物語は、めでたしめでたしだ。

　あとはハクの寝床を考える番である。

　こちらも早く「めでたしめでたし」にしないと、シャーロットが明日も明後日あさつても不眠に悩まされ、エミリアが怒り続けることになってしまう。

　そうなると、エミリアが必要以上に瘦やせてしまい、最後は消えてなくなってしまう。

　担任の未来を守るため、神獣が温かく眠る方法を考えるのだ！





※






　お昼休みのうちに、アンナとミサキにもハクの寝床問題を話しておいた。

　問題解決のためのプランを授業中に考え、放課後に食堂で語り合うのだ。

　もっとも授業中は授業を受けているので、それほど沢山のアイデアは出てこない。

「結局のところ、ハク専用のベッドが必要だと思う」

「まあ、それしかないですよね」

「そうなると、ハク様専用の布団も必要であります。ハク様はしばらく小さいままだと思うので、おおげさな物は必要ないであります」

「なるほど。シャーロットさんの実家に、赤ん坊ドラゴン用のベッドが余ってたりしませんか？」

「ローラさん……わたくしの実家を何だと思っていますの……？」

「お金持ち！」

「確かに裕福なほうですが、だからといって何でもあるわけではありませんわ！」

「お金持ちも意外と普通なんですね」

「まあ、神獣を頭に乗せているローラさんよりは普通ですわ」

「ぴー」

　ローラの頭の上で、ハクが翼を広げた。

　そんな仕草しぐさをされても、全く重くない。やはりスリムなのはいいことだ。

「ハクのベッドは、カゴとかがいいと思う。木で編んでるやつ」

　アンナがぽつりと提案した。

「脱衣場にあるアレみたいなのですか？」

「そう、それ」

「確かに、ハク様に丁度よさそうであります」

「文字どおり、羽を広げる余裕もありそうですわ」

　満場一致でベッドが決まった。早速、雑貨屋さんに買いに行く。

　前に着ぐるみパジャマを買った店だ。

　パジャレンジャー発祥の地である。

「脱衣カゴなので、お風呂ふろ用品のコーナーを探すであります」

「あ、見てください。お風呂に浮かべるアヒルさんのおもちゃが売ってます。これを沢山買って、大浴場に浮かべてアヒルさんレースを──」

「今はハクのベッドが先ですわよ、ローラさん」

「それに大浴場でそんなことしたら、皆の邪魔になる」

「……分かりました。じゃあ、アヒルさんは一つだけにします」

「一つは買うでありますか……」

　ローラはどのアヒルさんがいいか悩む。

　どれも似たようなものだが、木彫りな上、一つ一つ手作業で色を塗っているので、微妙な違いがあるのだ。

「ぴー、ぴー」

「おや。ハクが選ぶんですか？」

「ぴ！」

「では、お願いします」

　ハクはローラの頭から飛び立ち、アヒルさんの棚の前でパタパタ浮遊。

　キョロキョロと首を動かし、物色している。

「ぴぃ！」

「それに決定ですか。なるほど、ハクが選んだだけあって、どことなく神秘的な表情のアヒルさんです」

　ハクが前足で抱きかかえたアヒルに対し、ローラは感想を述べてみた。

　他ほかのアヒルよりも鮮やかな黄色をしている。目つきに威厳がある──ような気がする。

「ロラえもん殿。アヒルよりもカゴであります。こっちに来て、一緒に選ぶでありますよ」

「はーい」

　ミサキに呼ばれて行くと、そこには様々な脱衣カゴが並んでいた。

　とはいっても、手編みだから形がいびつになっているだけで、意図して種類を増やしたわけではないのだろう。

　商品分類としては、大、中、小の三種類だ。

「大は小をかねます。ハクだって広いほうがいいでしょう。というわけで大きいカゴです！」

「試しに、ハクをカゴに入れるのですわ」

「了解です！」

　ローラは近くを飛び回っていたハクをキャッチして、カゴに寝かせた。

「ぴ」

　カゴを気に入ったらしく、ハクはだらりと四肢を伸ばしうつ伏せになる。

　この上なくリラックス状態だ。

　心なしか、一緒にカゴに入っているアヒルさんもリラックスしているように見えた。

「ハクが気に入ったみたいです。このカゴに決定です」

「布団は赤ちゃん用のがいいと思う」

「アンナさん。ナイスアイデアです！」

　雑貨屋に布団がなかったので、カゴとアヒルの会計をして、布団屋に向かう。

「赤ちゃん用の布団をくださいな」

　そう布団屋のおばさんに話しかけると、

「あら。弟か妹でも生まれたのかい？」

　と尋ねられた。

「違います。この子の布団にするんです」

「ぴー」

　ローラが手に持つカゴの中で、ハクが声を上げ自己アピールをした。

「おや。最近、小さいドラゴンを連れている子がいるって聞いてたけど、あんたのことだったんだねぇ」

「なんと。噂うわさになっていましたか。この子は暴れたりしないから大丈夫ですよー」

「そうみたいだねぇ。可愛かわいいねぇ」

　ハクの可愛らしさが分かるということは、この布団屋のおばさんは善人に違いない。

「布団代はわたくしが払いますわ」

「え、いいんですか、シャーロットさん」

「ハクはわたくしのルームメイトでもあるのです。わたくしにも協力させてくださいまし」

「なるほど。ありがとうございます！」

「ぴー」

　値札を見て驚いたが、布団というのはなかなか高価なものだった。

　ローラのお小遣こづかいでは厳しい。

　シャーロットが払ってくれて助かった。

「早速、ハク様を寝かせてみるであります！」

　ミサキが興奮した声を上げる。

　言われずとも、ローラだって早く試してみたい。

　シュパパパと素早い動きで女子寮に戻り、カゴに布団を敷く。

　測って買ったわけでもないのに、ピッタリな大きさだった。

「敷き布団の上にハクを載せ、その上に掛け布団！　これで神獣サンドイッチの完成です！」

「ぴぃ」

　サンドイッチになったハクは、新品の布団にくるまれ、幸せそうな声を出す。

「温かいですか、ハク？」

「ぴ！」

「おお。めでたし、めでたしです」

　ダイエット問題に引き続き、ベッド問題も解決だ。

　こう立て続けに問題を解決すると、何だって解決できるような気分になってくる。

　何でもお任せ、解決ローラだ。

「ふふ。このベッド、ローラさんも使えるのではありませんこと？」

「む。いくら私でも、そこまで小さくないですよ！」

「ローラのほっぺが膨らんだ。可愛い。つんつん」

「まあ、アンナさん。わたくしが膨らませたのに先につんつんするなんてズルいですわ」

「つんつん、であります」

「ああ、ミサキさんにも先を越されましたわ……左右とも取られてしまいましたわぁ！」

「……私のほっぺで遊ばないでください！」

　ローラがぷんすか起こると、つんつんだけでなくムニムニまでされてしまった。

　何て酷ひどい人たちだろうかと憤慨ふんがいしたローラは、気分転換のため、ハクを連れて大浴場に行くことにした。

　買ってきたアヒルさんで遊ぶためだ。

　しかしハクがアヒルさんを気に入ってしまい、どうしても手放してくれなかった。

「ハク……アヒルさんは私のですよ。ハクには新しいベッドがあるからいいじゃないですか」







[image: ]







「ぴー」

　何でも解決できる解決ローラは、神獣にネゴシエイションを挑んだ。

　が、入浴中どころか、眠る時間になってもアヒルさんは帰ってこなかった。

「アヒルさんがハクの抱き枕になってしまいました……」

「ふふふ。そしてローラさんは再びわたくしの抱き枕……めでたしめでたし、ですわ」

「むー、納得がいきません！」


「ぴゅぃ……」



　カゴの中で、ハクが寝息を立てている。

　それがとても幸せそうだったので、ローラは「むー」と唸うなりつつもアヒルさんをハクに託すことにした。

　しかし、悲しさは消えない。

　今日はもう眠れないかもしれない。

　などと思いつつ、三分後には熟睡するローラであった。
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　ローラの誕生日は十二月二十五日だ。

　丁度、あと一週間である。

　いよいよもって、ローラも十歳。

　アンナやシャーロットと同じ年齢二桁けた。

　いや、それどころかエミリアや両親も同じ二桁だ。

　九十九歳までは二桁なので、それと同じになるということは、十歳はもう立派な大人と称しても大丈夫かもしれない。

「ローラさん。もうすぐですわね」

　午前中の授業が始まる直前の時間。

　ローラの前の席に座っていたシャーロットが振り向き、話しかけてきた。

「ええ、もうすぐ冬休みです！」

　十二月二十六日からは待ちに待った冬休みなのである。

「……それも楽しみですが、その前に大きなイベントがあるでしょう！」

「えへへ、冗談です。私の誕生日です。いよいよ十歳になります！」

「ローラさん。誕生日に何か欲しいものありまして？」

「オムレツです」

　ローラは反射的に答える。

　なにせオムレツは、ローラの人生において哲学のようなものだ。

　オムレツさえあれば、ハッピーになれる。

　が、シャーロットは苦笑いを浮かべた。

「オムレツはいつも食べているでしょう。それ以外ですわ」

「むむ……そんな難問を出してくるとは……なかなかやりますね、シャーロットさん」

「何を戦慄せんりつした顔になっているのか分かりませんが、特にないのであれば、わたくしが選びますわ」

「え、シャーロットさんのセンスで選ぶんですか!?　ちょっと待ってください……今、真剣に考えますから……」

「……まるで、わたくしのセンスに不安があるような口調でしたわね」

　シャーロットは唇を尖とがらせる。

　せっかくプレゼントをくれると言っている人を不機嫌にさせて申し訳ないが、シャーロットに任せると大成功か大失敗のどちらかなので、非常にリスクが高い。

　ちゃんと頭をひねって、欲しいものを考えよう。

「あ、そうです。身長が欲しいです！」

「ローラさんは大きくなってはいけませんわ」

「どうしてですか!?　十歳になるというのに！」

「いくつになっても、ローラさんは今の姿のままでいるべきですわ。そもそも、わたくしの力では身長をプレゼントするのは無理ですわ」

「そうですよねぇ。しかし実際、特に欲しいものはないですね。皆と一緒に過ごしてるだけで、毎日が楽しいですから」

「ローラさん……外見がお可愛かわいらしいだけでなく、内面まで素晴らしいですわぁ！」

　シャーロットは目を輝かせて叫び、それだけでなく身を乗り出して抱きついてきた。

　クラスの皆が見ているのに、恥ずかしい人だ。

　年齢が二桁になっても、大人になるのは難しいのかもしれない。

「まあ、そんなわけで。私の誕生日だからといって特別なプレゼントはいいですよ。でもパーティーとかやってくれるなら、喜んで参加しますよ！」

「では盛大に祝いますわ！　ローラさんの生誕祭ですわ！　まずは会場探しですわ！」

「そんな大げさにしなくても……」

　シャーロットの家はお金持ちだ。

　彼女が本気で盛大なパーティーを開いたら、どれほどの規模になるか、ローラには見当もつかなかった。

　とはいえ、いくらお金持ちとはいっても、それは親の金だ。

　シャーロットが全て自由にできるわけではない。

　普通よりは派手でも、常識的な範疇はんちゆうに収まるパーティーだろう、とローラは信用することにした。

「はいはい。授業を始めるわよ。皆、席について」

　担任のエミリアが教室にやってきた。

　シャーロットは黒板に向き直り、立ち歩いていた生徒たちも自分の席に素早く戻る。

　そして起立。礼。着席。

「今日は大陸の東方にいるモンスターの話をするわ。聞いたことある人もいると思うけど、あっちにはハクみたいな形のドラゴンの他ほかに、蛇へびを大きくしたような形の亜種が──って、ハクが抱きかかえてる、その黄色いのはなぁに？」

　授業を開始しようとしたエミリアだが、ローラの頭上を凝視ぎようしして固まってしまった。

　クラスの皆もローラを振り向く。

「これは……アヒルのオモチャです！」

「それは見れば分かるけど……どうしてハクがアヒルを抱きかかえてるの？　教室にハクを連れ込むのはいいけど、授業中なんだから遊ばせちゃダメよ」

　エミリアはごもっともなことを言う。

　ローラとしても、アヒルをハクから取り戻したいのだ。

「これには複雑な事情がありまして……とにかくハクが手放さないんです！　私はぷんすか怒ってるのです！」

「ふぅん。ローラさんがお風呂ふろで遊ぼうと思って買ったのに、ハクに取られちゃった、とか？」

「名推理！　ピタリ賞です。やはりエミリア先生の洞察力は凄すごいです」

　ローラは本気でエミリアを尊敬した。

「あまり複雑な事情でもなかったわね……ま、ハクがそのアヒルを投げたりしないなら、そのままでもいいけど」

「ぴぃ」

　ハクの短い鳴き声を肯定の言葉ということにして、授業が始まった。

　実際、ハクはアヒルを放さなかった。よっぽど気に入っているのだ。

　まさか仲間だと思っているのだろうか。

　色も形も違うのに。

　神獣の心理は複雑怪奇で、人知など及ばないのだなぁ──と十歳を目前にして哲学を考えてみるローラであった。





※






「ローラさんの誕生日パーティーの計画を立てるので、ローラさん抜きですわ。今日から一週間、ローラさんは仲間はずれですわ！」

「なんと。こんな友情たっぷりの仲間はずれ宣言をされるとは。では楽しみにしています！」

　ローラの了解を取ったシャーロットは、放課後、アンナとミサキを連れてラン亭に行き、ラーメンをすすりながら作戦会議を始めた。

「やはりパーティーはゴージャスなのがよろしいですわ。大きな会場を借りて、沢山の人を呼ぶのですわ」

「ゴージャスなのはいいけど……関係ない人を呼んでもローラが困るだけだよ？」

「無関係な人は呼びませんわ。クラスメイトにアンナさん、ミサキさん。ニーナさんにランさん。ローラさんのご両親。エミリア先生に学長先生。それと……」

「オイセ村の獣人も呼ぶであります！」

「孤児院の子たちも呼んでいい？」

「もちろんですわ！　ほら、これだけでも結構な大所帯ですわ。会場選びが大変ですわ」

「確かに。数百人規模になってしまった。教会でも教室でも狭い」

　アンナはチャーシューを箸はしでつかみながら呟つぶやく。

「もっと少人数ならラン亭を貸してもよかったアルが。その規模だと入りきらないアルなぁ」

「って言うか、私も呼んでくれるんだ……友達の誕生日パーティーとか、初めてなんだけど……」

　ニーナは赤面し、モジモジしながら語る。

「ニーナさんもわたくしたちの立派な友達。呼ばないわけがありませんわ」

「そ、そうなんだ……ありがとう……」

　友達と言われ、ニーナは戸惑いがちに、しかし、とても嬉うれしそうにはにかんだ笑みを浮かべる。

　それが狂おしいほどに愛らしくて──シャーロットの理性は破壊された。
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「あああああああっ！　ニーナさんお可愛らしいですわぁぁぁぁぁ！」



「わっ！　ちょっとやめてよ！　そういうのはローラだけにしておきなさいよ！」

「おお、シャーロット殿が獣のような速さでニーナ殿に抱きついたであります」

「獣人のミサキちゃんがそう言うなら、本当に獣並みの速さアルなぁ」

「呑気のんきなこと言ってないで助けてよ！」

　ニーナは嫌がっているが、シャーロットは構わず頰ほおずりする。

　嫌よ嫌よも好きのうち、という言葉がある。

　こうして拒絶するふりをしていても、ニーナだって本当は嬉しいはずだ。

「シャーロット。ニーナが本気で嫌そうな顔をしてるから、やめてあげて」

「なっ！　本気で嫌でしたの!?」

「最初から、そう言ってるじゃない！」

　ニーナは両腕を使い、シャーロットをぐいっと突き放す。

　照れ隠しではない。

　精神的にも突き放された。

「そ、そんな……ニーナさん、わたくしをお嫌いにならないでくださいまし……」

「いや、嫌いとかじゃなくて……」

「シャーロット。そんな、ほっぺスリスリとかムニムニとかに付き合ってくれるのは、ローラくらいだよ。普通は本気で嫌がるから」

「やはりローラさんは偉大ですわぁ」

「……私が偉大じゃなくて悪かったわね」

　ニーナはムスッとした顔でテーブルに頰杖ほおづえをつく。

「べ、別にニーナさんをけなしているわけではありませんわ……そのツンとした表情も……お可愛らしいですわぁぁ！」

「シャーロット。落ち着いて。シャーロット」

「はっ！　またしても我を忘れるところでしたわ」

「……私、席を外そっか？　そのほうが話が進むと思うんだけど」

　ニーナが呆あきれた声を出す。

「いけませんわ。ローラさんの誕生日パーティーは、皆さんで企画するのですわ。特にニーナさんは友達の誕生日パーティーに初めて出るのでしょう？　なら、妥協してはいけませんわ！　わたくし、ニーナさんに抱きつくのを我慢いたします！　ですから！」

「そこまで決意を固めなくてもいいと思うんだけど……分かったわ」

「アンナさん。もしわたくしがまた正気を失ったら……電撃を！」

「分かった。雷の魔法剣ケラウノスでしびれさせる」

　アンナはテーブルに立てかけていた魔法剣の片方に手を添える。


　すると剣から「ブゥゥゥゥン」と低音が響く。



　古代文明の魔法剣であるケラウノスは、自分の意思を持っており、たまにこうして音を出す。

　それはマスターであるアンナに、意味のある声として聞こえるらしい。

「大電流をお見舞いするってケラウノスが張り切ってる」

「……ドンとこいですわ！」

「いやいや。大げさすぎるでしょ、あなたたち。いっつもこんなノリなの？　ローラも大変ね……」

「ロラえもん殿は起きてる間だけでなく、寝てるときもシャーロット殿の抱き枕まくらになっているでありますからなぁ。ご苦労様であります」

「抱き枕かぁ……暑苦しそう……」

「ふふ。ニーナさんはお可愛らしいですが、抱き枕適性はローラさんに劣るようですわね」

「特に欲しくもない適性ね」

　ニーナは冷たく言い放つ。

　何でもノッてくれるローラとは大違いだ。

　ローラが太陽なら、ニーナは月。

　そのクールな感じが、それはそれで素晴らしい──。

「ニーナが危ない。ケラウノス！」

「あばばばばばばばば！」

　シャーロットが行動を起こすより早く、激しい電撃がシャーロットを襲う。

「ちょ！　火花が出てるんですけど!?」

「ご心配には及びませんわニーナさん……この程度の電撃……ギルドレア冒険者学園では日常茶飯事ですわ！」

「ほんとに!?」

「冒険者学園は凄いところアル！」

　ラーメン屋の二人は目を丸くして感心した声を上げる。

　それに気をよくしたシャーロットは、ふふんと胸を反らす。

「言うほど日常茶飯事でありますか？」

「多分、私たちだけだと思う」

「そんなことはありませんわ。わたくしも詳しくはありませんが、皆さん、電撃やら氷撃やらを飛ばして、激しく自主練しているはずですわ。まあ、それはさておき。随分と脱線してしまいましたが、ローラさんの誕生日パーティーの会場をどうするか考えるのですわ」

「シャーロットの実家は使えない？」

「わたくしの実家は学長先生の家と同じくらいの大きさですわ。いくら何でも、オイセ村の獣人全てを入れることはできませんわ」

「シャーロット殿。オイセ村の獣人を無理に呼ばなくてもいいでありますよ。私が代表して出席するであります。皆にはオイセ村から祝福してもらうであります」

「駄目ですわ！　ローラさんの生誕祭……それも記念すべき十歳の誕生日なのですから、縁とゆかりがある人は片っ端からですわ！」

「そう言えば、大賢者さんに相談したアルか？　あの人なら、色んなコネを使って広い会場を用意してくれそうアル」

「困ったときの学長先生。いつものパターンになってきた」

「いつものパターンですと、目的を達成するためにドタバタ劇が始まりますわ」

「シャーロット殿がドタバタしているのはいつものことであります。それに大賢者殿が起こす騒動に、私はなかなか参加できないであります。いい機会なので参加してみたいであります」

「ミサキさん。そんな軽い気持ちで学長先生に近づいて、ヤケドしても知りませんわよ？」

「獣人ミサキはそんなことでは臆おくさないでありますよ！」

　ミサキの瞳ひとみで気合いの炎が燃えていた。

　一方、ラーメン屋コンビは難しい顔になり、「うーん」と唸うなる。

「自分で提案しておいて何アルが、ヤケドは嫌アルよ……」

「言っておくけど、ランさんは正真正銘、普通の人間なのよ。あなたたちのノリにはついていけないんだからね」

　と、吸血鬼のニーナが苦言をていする。

「だ、大丈夫ですわ。学長先生は常識はずれの方ですが……一般の方にケガをさせたりはしないはずですわ」

「分かったアル……シャーロットちゃんを信じて、大賢者さんに相談アル！」

　これで方針が固まった。

　他力たりき本願だが、社会的な力を持たないメンバーで語り合ってもラチがあかない。

　もちろんローラは、小さなパーティーでも喜んでくれるだろう。

　だがローラは必ずスケールの大きな冒険者になる人間だ。

　今の時点でもスケールの大きな抱き枕だ。

　体は小さいが、内に秘めた可能性は、まさに宇宙。

　ならば、スケールが大きくてゴージャスな誕生日パーティーを開くのが当然。

　──ふふふ。ローラさんの度肝どぎもを抜くようなパーティーにしてみせますわ。





※






　麗うるわしき大賢者カルロッテ・ギルドレアは、三百年近い時を生きる伝説的な人物であり、百三十年前にこの王都を魔神から救った英雄だ。

　五十年ほど前に、才能ある冒険者の卵を育てるため、当時の国王にかけあってギルドレア冒険者学園を創らせ、学長として就任した。

　生きながらにして人類史に名を残す、大天才。

　経歴だけを見れば、誰だれもがひれ伏す偉人といえる。

　そして実際に、大賢者は神がかった魔法使いだ。

　彼女の指導を受けたシャーロットたちは、数々の武勇が本当なのだと、肌で感じ取っている。

　しかし。

　実際に指導を受けてこそ分かってくる、裏の顔というのもある。

　年表にも、歴史の教科書にも載らない、大賢者の真実。

　それは……普段の彼女が昼寝ばかりしている駄目人間だということだ。

「学長先生は、七割ほどの確率で仮眠室にいますわ」

「残りの三割はどこアルか？」

「それは……草原だったり、学校の屋上だったり、雲の上だったり、場所は様々ですが、どこかでお昼寝しますわ」

「寝てることに変わりはないアルか……」

「本当に極稀ごくまれに起きていることもありますわ。ほとんど奇跡といえますが」

「大賢者さんにラン亭を手伝ってもらったことあるアルが、あれは奇跡だったアルな」

　そんな会話をしながら、冒険者学園に向かう。

　部外者のランとニーナを学校の敷地に入れてもいいのかな、と一瞬迷ったが、普段この学園で起きているトラブルに比べると、些細ささいな問題だ。

「学長先生専用の仮眠室はこちらですわ」

「専用というのがまた凄いアルな」

「よっぽど寝たいのね……」

　ランとニーナは、ごく真っ当な感想を口にしながら廊下をついてくる。

　学長専用の仮眠室は、廊下から直接入ることができない。

　一度、学長室に入り、そこにある扉からでなければ、仮眠室には行けなかった。

　しかも、その扉には強力な魔法結界がかけられており、並の魔法使いでは──というより学園で教師をしているＡランク魔法使いたちですら、結界を越えることができなかった。

　つまり、誰も大賢者のお昼寝を妨げることができない。

　その鉄壁の結界を乗り越えた、ただ一人の人物。

　それがローラだ。

　あれは夏休みの出来事だった。

　ローラ、シャーロット、アンナの三人は、ローラの実家に遊びに行き、夏休みを満喫していた。

　が、夏休みの終盤になってから、宿題に全く手をつけていないことを思い出して、慌あわてて王都に引き返す。

　その途中、川をどんぶらこと流れる、謎なぞの卵を発見した。

　謎の卵を自由研究の課題にしようと企たくらんだシャーロットたちは、それが何の卵か大賢者に聞くため、仮眠室に侵入しようと頑張がんばった。

　そしてローラが見事、結界を突破したのである。

　卵の正体は、神獣ハクのものだろうと大賢者が教えてくれた。

　直後、本当に卵が割れて「ぴー」という鳴き声とともにハクが出てきたのには驚いた。

　まだ半年も経たっていないが、懐なつかしい思い出である。

「結界はローラさんが破壊してしまったので、わたくしたちでも簡単に仮眠室に侵入できるはずですわ」

　そう言ってシャーロットは、仮眠室に通じる扉を開こうとする。

　しかし、ドアノブを押しても引いても、ビクともしなかった。

「大変ですわ！　結界が再構築されていますわ！」

「えーっと、つまり、どういうことアルか？」

「入れないということでありましょうなぁ」

「つまり大賢者さんに会えないってことね」

　ニーナが端的にまとめてくれた。

「これは困った。ローラでも突破するのに苦労した結界なんて、私たちには破れない」

　アンナが頰をポリポリかきながら、ジッと扉を見つめる。

「他の方法を探すしかないであります」

「諦あきらめるのは早すぎますわ！　ローラさんは確かに苦労しましたわ……しかし最後には見事、結界を破っていましたわ。ならば……わたくしにもできるはず！」

「そうかな？」

「アンナさん！　最初から諦めてどうするのです!?　その二本の魔法剣は飾りですの!?　失敗するにしても……まずは全力でぶつかるべきですわ！」

「言いたいことは分かるけど。雷の魔法剣ケラウノスと風の魔法剣アネモイの力を全力で振り絞ったら、学長室が木こっ端ぱ微塵みじんになって、確実に怒られる。反省文とかそういうんじゃ済まない」

　アンナはとても常識的なことを言う。

　それでも全力を出さねばならないときがあるのですわ──と、シャーロットは訴えようとした。

　だが、実際に学長室を木っ端微塵にしたら、ローラの誕生日どころではなくなる。

　あとエミリアの胃に今度こそ穴が開きそうだ。

　シャーロットはエミリアを教師として尊敬しているので、できるだけ心労をかけたくない。

　そう思って生活しているのに、どうしたわけか心労をかけっぱなしだが……だからこそ、回避できる心労は回避しなければ。

「では！　わたくしが静かに結界を外してご覧にいれますわ！」

　魔法結界を突破するには、主に二つの方法がある。

　より大きな魔力で強引ごういんに貫くか、術式を分析して分解するか、だ。

　学長室を木っ端微塵にするのは前者。

　成功したとしても確実に怒られるので、失敗したのと同じだ。

　以前、ローラが行ったのは後者。

　この扉に仕掛けられた結界を、静かに壊すのだ。

「まずは分析ですわ！　むむむ……」

　シャーロットは扉に手をかざし、目を閉じて集中する。

　夏休みのときもこうして、ローラの前にチャレンジした。

　あのときは挫折ざせつしたが、あれからシャーロットは成長したのだ。

　今ならできるはず。なせばなる。きっと。

「む、無理ですわぁ！　こんな複雑な術式……解読しているうちに卒業してしまいますわ！」

「頼りないでありますよ、シャーロット殿！」

「くっ……こうなったら力ずくですわ！　えいっ、えいっ！」

　静かな結界解除を諦めたシャーロットは、結界には結界を、とばかりに全身を防御結界で囲い込む。

　そして扉に向かって体当たり！

　どかーん、どかーん、と激しい音が響く。

「シャーロット。それは無茶だから。学長先生が自然に起きてくるのを待つほうが、まだ現実的」

「ですが、学長先生はいつ起きるのか全く分かりませんわ。わたくしのド根性で扉を破壊するほうが、きっと早いですわ！」

　己おのれの力を信じて、シャーロットは渾身こんしんの力を込めて扉に突進。

　その瞬間。

　扉が向こうから開き、シャーロットのおでこに激突した。

「痛いですわー！」

「あら？　ごめんなさいシャーロットちゃん。でも、あなたから扉に向かってきたのよ？」

　現われた大賢者は、床でのたうち回るシャーロットを心配そうに見つめながら、自分は悪くないと弁解した。

　大賢者の言い分は至極しごく真っ当なので、シャーロットは反論できなかった。ただ痛いオデコをさすって、涙をこらえるしかない。

「分かっていますわ！　悪いのはわたくしですわ！」

「そうヤケクソにならなくても。ところで、どうしてランさんとニーナちゃんまで？　私に何か用事？」

「用事アル。大賢者さんに相談したいことがあるアル」

「あるアルなのね。ちょっと待っててね。お手洗いに行ってくるから～～」

　そう言って大賢者は学長室を出ていった。

　起こしてもいないのに目覚めるなんて珍しいと思ったら、トイレに行きたかったのか。

「おまたせ～～。それで？　相談ってなぁに？　えっちなチェイナドレスで接客するのはもう嫌よ？」

「そういうことではありませんわ。来週、ローラさんの誕生日でしょう？　そこでわたくしたち、誕生日パーティーの計画を練っているのですわ」

「大賢者さんなら、コネを使って素敵な会場を用意してくれるかもしれないと思ったアル」

「あら、ローラちゃんの誕生日なの？　何日？」

「二十五日ですわ」

「ちょうど一週間後ね。何人くらい集めるのかしら？」

「オイセ村の獣人たちも連れてきたいであります。皆、人間の町に来る機会が少ないので、たまに交流するであります」

「なるほど……じゃあ数百人規模ね。うーん……学校の校庭でやってもいいけど……どうせなら、豪華にやりたいわね」

「学長先生。場所に心当たりあるの？」

　アンナが聞くと、大賢者は自信たっぷりに頷うなずいた。

「任せなさい！　というわけで、王宮に行くわよ！」

　王宮。

　それはこの国で最も豪華な場所だ。

　なるほど。確かに大賢者のコネを最大限に活かしている。

　やはり困ったときは大賢者に頼むのが一番──。

「って、いくら何でも大げさすぎますわ！」

「国家レベルのイベントは困る……ローラの誕生日をお祝いしたいだけなのに……」

「大丈夫、大丈夫。王宮の大ホールを借りるだけだから。国家とは関係ないから」

　と、大賢者は気軽に言うが、シャーロットとアンナは不安を隠せない。

　ランとニーナに至っては、青ざめて震えていた。

　ミサキだけが耳と尻尾しつぽをピコピコさせて、期待一杯な顔をしている。

　果たして、ローラの誕生日パーティーはどうなってしまうのだろうか。
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　何だかんだと言いつつ、シャーロットとアンナは、以前も王宮に来ている。女王陛下とは何度も会っている。

　大賢者と一緒だし、それほど緊張はしていない。

　だが、ランとニーナは違う。

　王宮の門までは付いてきたが、そこから一歩を踏み出せなかった。

「私たちはラン亭で待ってるアル……あとは頼んだアル」

「王宮を近くから見たら大きすぎて……怖いわ。悪いけど、私たちには無理」

　ラーメン屋の二人は申し訳なさそうに言って、逃げてしまった。

　薄情とは言い切れない。

　何せ、相手は女王陛下だ。この国で一番偉い人だ。

　そんな相手に、「友達の誕生日パーティーをやるから、王宮を貸してちょうだい♪」とお願いしに行くのだ。

　まともな神経ではできない。

　シャーロットとて、すました顔を精一杯作っているが、実のところ心臓がバクバクしている。

　アンナだって同じだろう。

　大賢者が交渉を引き受けると言うから、何とか平静を保っているのだ。

　その点、ミサキは凄い。

　女王陛下と会ったことはあるが、王宮に来るのは初めてのはず。

　なのに緊張した様子が少しもなく、むしろ目を輝かせ、物珍しそうにキョロキョロしながら歩く。

「天井てんじようが高いでありますな！　豪華な絵が飾ってありますな！　庭が広いでありますな！」

　ミサキの耳と尻尾がピコピコ揺れている。

　もし緊張していたら、毛が逆立っているはず。

　つまり、本気で楽しんでいるのだ。

　とてつもない肝きもの据すわり方。

　シャーロットとて普通の人からすれば、かなり度胸があるほうだとは思うが、ミサキには遠く及ばない。

「ミサキちゃん。一人で走り回ったら迷子になるわよ。私と一緒じゃなきゃ、不審者として捕まえられちゃうわよ」

「のわっ、それは困るであります。牢屋暮らしは勘弁であります！」

　捕まると聞いたミサキは大賢者にピッタリくっつくが、相変わらず耳と尻尾が動いている。

　シャーロットは、ミサキの尻尾をモフモフして緊張を紛らわせようかどうしようか悩む。

　悩んでいるうちに、女王陛下の執務室の前まで来てしまった。

　扉の前に立っていた兵士に「今、陛下いるぅ？」と気軽に尋ねる大賢者。

　シャーロットたちが職員室に入るときよりも適当な感じだ。

「陛下ぁ。入っていいかしらぁ？」

「ん？　大賢者か？　いいぞ、入れ」

　女王陛下の許可を得た大賢者は扉を開く。

「やれやれ。そなたは本当にいつも突然やってくるな。まあ、ノックをしてから入るようになった辺り、前よりはマシじゃが」

「生徒の前だからね。教育者として気を遣つかってるのよ」

「……生徒がいないところでもしっかりして欲しいものじゃ。ところで、今日はローラがいないのじゃな」

　執務室に入ってきた面子めんつを見て、女王陛下は珍しそうに言う。

「お久しぶりであります、陛下。今日はロラえもん殿の代わりに、私が来たであります！」

「そなたはオイセ村の獣人の……ミサキじゃったか？　文化祭以来じゃな」

「そうであります。今日は陛下にお願いがあって来たであります」

「ふむ。それはローラがここにいないことと関係があるのじゃな？」

「鋭いであります！　流石さすがはこの国を治める人であります！」

「ふふん。この程度を洞察できなくては、女王など務まらぬからな」

　ミサキの言葉に気分をよくしたらしい女王陛下は、顎あごに手を当て、不敵に笑った。

　この調子なら、無事に王宮の一部を借りられるかもしれない。

　まあ、本当に心配なのは、借りられるか否いなかより、一個人の誕生日パーティーをそんな場所でやってもいいのかということなのだが。

「あのね、実はね。十二月二十五日、ローラちゃんの誕生日なのよ。それでパーティーを開こうと思ってるんだけど」

「ほう。もしや、妾わらわを招待してくれるのか？　その日なら、予定を開けられるぞ」

「招待するだけでなく、パーティーに協力して欲しいのよ」

「なるほど。ローラは将来、この国にとって重要な冒険者になる可能性が高いからな。知らない仲でもないし……少しくらい協力するのもやぶさかではないぞ」

「陛下ならそう言ってくれると思ったわ。じゃあ、王宮の大ホールを貸してね」

「ふむ、大ホールか……え、王宮のか？」

「そうよ～～」

「う、うーむ……」

　女王陛下は腕を組んで、考え込んでしまった。

　やはり断られるのだろうか。

　むしろ断ってくれたほうがシャーロットとしては気が楽だ。

「特に使う予定もないから、貸しても構わぬが……王宮の大ホールを使うとなれば、貴族たちの間で噂うわさになってしまうなぁ。自分たちに招待状が来ていないが、何のパーティーを開いているのだろう──と。あとからローラに迷惑がかからぬか心配じゃ」

「貴族連中が、自分の知らないパーティーが開かれてることに嫉妬しつとするってこと？　確かにありそうねぇ」

「うむ。じゃから、あまりオススメはせんぞ」

　やはり王宮ともなれば、そういった面倒ごとがあるらしい。

　シャーロットの家も、貴族ではないが社交界に顔の利きく裕福層だ。

　冒険者学園に入学する以前、シャーロットは一度だけ、父親と一緒に貴族のパーティーに参加し、女王陛下に挨拶あいさつしたことがある。

　この国で一番偉い人に会えたというだけでシャーロットは感激した。

　そのとき感じたのだが、貴族のパーティーというのは、互いの身分を確認し合う場なのだ。

　自分はこのレベルのパーティーに呼ばれる人間。女王陛下と同じ場所に招待される身分。そのことが誇らしいと思える。

　主催者側も、自分が招待すれば女王陛下だって来るのだ、という自慢になる。

　ゆえに、王宮の大ホールで開かれているパーティーに招待されなかった……それどころか存在すら知らなかったとなれば、貴族たちは慌てる。

　そのパーティーは一人の少女の誕生日を祝うもので、女王陛下も出席していたのだ──と知った貴族たちが、ローラに嫉妬心を向けるのは目に見えている。

「よし。それなら貴族たちにも招待状を出しましょう」

　大賢者はお気軽な声で提案した。

　なるほど。それならば、貴族たちの反感を買うこともない──。

「って、学長先生！　いくらなんでも、それはあんまりですわ！」

「うん。そこまでやるくらいなら、その辺の野原でやったほうが平和だと思う……」

「それに、貴族の人たちと獣人を一緒にしても大丈夫でありますか？　正直……私も面と向かって差別されたら悲しくなるでありますよ……」

　ミサキが珍しく不安そうな声で呟く。

　それもそのはず。

　獣人の歴史は、差別の歴史でもある。

　かつて古代文明によって人間の奴隷として作られた獣人たちは、古代文明が滅びたあとも、長い間、虐しいたげられてきた。

　だからこそ獣人たちは、オイセ村のような山奥に住んでいる。

　このファルレオン王国では、大賢者の働きによって、百三十年前に獣人に対する差別を法的に禁じた。

　そのおかげでミサキはこうして王都で普通に暮らすことができる。

　だが法で禁じても、人々の意識まで変えられるわけではない。

　だから獣人たちの大半は人間とは生活空間を別にしている。

　貴族や裕福層の一部には、根強い獣人への差別意識が残っているという。

　シャーロットの両親も、女王陛下もそういうタイプではなかった。

　しかし、ローラの誕生日パーティーに大勢の貴族を呼べば、差別意識を持った派閥が現われるかもしれない。

　大賢者や女王陛下がいる手前、直接的なことは何もしないだろう。

　それでも、ふとした視線だけでも、心というのは容易に傷つくものだ。

「だからなのよ。もういい加減、獣人と人間の間にある変な壁を取っ払いましょう。ミサキちゃんが冒険者学園に住むって聞いたとき、実はちょっとだけ不安だったの。でも、すっかり馴染なじんでるでしょう？　お互い遠慮してるけど、顔をつきあわせれば何とかなっちゃうと思うのよ」

「確かに、実際に暮らしてみて、皆が親切でびっくりしたであります。今のところ、耳と尻尾をモフモフされること以外は特に困っていないであります。できればモフモフも法的に禁じて欲しいであります」

「そういうのまで法で禁止するのは、ちと難しいのじゃ」

「むむ……女王陛下の権力でも難しいでありますか」

　ミサキは残念そうに肩を落とす。

　しかし、ミサキが本気でモフモフを回避したいなら、尻尾を服の中に隠せばいいだけの話だ。

　なのに尻尾を外に出してピコピコ動かしている。

　何だかんだで本人もモフモフされるのを楽しんでいるとしか思えない。

　事実、シャーロットたちがモフモフしようと追いかけると、ミサキは楽しそうに逃げるのだ。

「それで。獣人としては、貴族たちを呼んでも構わぬか？」

「私の一存では決められないであります。一度、オイセ村に戻って、話し合ってみるであります」

「ところで貴族って、ローラの誕生日に誘って来るものなの？」

　アンナが素朴な疑問を口にした。

「さて、どうじゃろ。妾の名前で招待状を出せば来るとは思うが、女王が何の実績もない少女の誕生日パーティーを主催するのは不自然じゃなぁ。ま、来る来ないは向こうの勝手。招待状さえ送っておけば問題なかろう。自分の意思で出席しないなら、向こうの面子も立つというものじゃ」

「それなんだけど。ローラちゃんの両親は、ブルーノ・エドモンズにドーラ・エドモンズよ。貴族にもファンが多いじゃない？　その娘に会いたいって人も多いと思うんだけど」

「うむ。貴族は冒険者の話をするのが好きじゃ。ブルーノとドーラともなれば、その武勇を語り合うだけで、半日潰つぶせる。何を隠そう、妾も冒険者の話をするのは好きじゃ」

「でしょう？　それにローラちゃんは私の愛まな弟子でしでもあるわ。女王陛下が誕生日パーティーを主催しても、そんなに変じゃないと思うんだけど」

「強引な論法じゃが、言い訳にはなるのぅ」

「神獣が頭の上に乗ってるし」

「神獣に選ばれし少女なら、特別扱いもやむを得ぬのじゃ」

「しかも、あのパジャレンジャーの中の人！」

「おお、確かに！　パジャレンジャーが何か新しい事件を起こすたび、貴族たちの噂になる。その中の人に会えるとなれば、誰もが喜んで出席するじゃろう！」

「そして獣人たちはパジャレンジャーの友達！」
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「差別意識も吹っ飛ぶのじゃ！」

　大賢者と女王陛下は二人で盛り上がる。

　しかしシャーロットは気が気でない。

　貴族が沢山出席するのは問題ないだろう。もしシャーロットの誕生日に貴族がやってきたら、ゴージャスになって嬉しい。

　ローラはそこまでゴージャスにこだわりがないかもしれないが、自分の誕生日を祝ってくれる人が増えて嫌がる性格ではないはず。

　問題なのは、パジャレンジャーの中の人として宣伝することだ。

　パジャレンジャーは一応、シャーロットたちの正体を隠すために存在している。

　なのに中の人として宣伝したら本末転倒。

「あの学長先生、陛下。パジャレンジャーとして人を集めるのだけはご勘弁ですわぁ……」

「私も恥ずかしい……特に、学校の生徒にバレるのが駄目。学校中に知れ渡る……いや、もう知れ渡っているような気がするけど、それでも暗黙の了解が……」

　そうだ。アンナの言うとおりだ。

　パーティーには魔法学科のクラスメイトたちを呼ぶ予定なのだ。

　そこでローラがパジャレンジャーの一員であると明かしたら、連鎖的にシャーロットとアンナもパジャレンジャーだと思われるだろう。

「あら。バレるも何も。皆、もう知ってるでしょ？」

「うむ。貴族たちも、パジャレンジャーの中の人が、ギルドレア冒険者学園の生徒だと知っておる。まあ、名前までは知られておらぬようじゃが」

　大賢者と女王陛下の言葉に、シャーロットはかつてない衝撃を受ける。

「え!?　皆さん、パジャレンジャーの正体を知っていましたの!?　貴族の方々まで！」

「学校の人たちはともかく、貴族の人たちがどうして……」

「えー、だって。あなたたち着ぐるみパジャマで寮をうろついてるじゃない。そりゃ、バレちゃうわよ」

「お主ら。真紅しんくの盾たてを助けたとき、わざわざ『ギルドレア冒険者学園の生徒ではない』と説明したんじゃろ？　それは正体を明かしているようなものじゃ」

　言われてみれば、ローラがそんなことを言っていたような気がする。

　しかも、そのあと、学校の制服のまま真紅の盾に会いに行ったこともあった。

　きっと真紅の盾から貴族たちに噂が広まったのだろう。

　次に真紅の盾に会ったら、お仕置きしておかないと。

「皆さん、何も言ってこないのでバレていないと思っていましたが……実はお見通しでしたのね」

「何となくそんな気はしていた……」

　本気でショックを受けるシャーロットとは違い、アンナはすでに覚悟していた様子だった。

　まあ、改めて考えると、確かにバレていて当然のような気もするが……。

「こ、こうなったらヤケクソですわ。壇上でパジャレンジャーショーですわ」

「おお、それは見たいでありますな！」

　ミサキが尻尾を振って期待を露あらわにした。

「絶対に嫌だ」

　が、アンナが珍しく眉まゆをつり上げ、キッパリと拒絶する。

　シャーロットも無理にやりたいわけではないので、パジャレンジャーショーはお蔵入りだ。

「なんじゃ。パジャレンジャーショーはやらぬのか。残念じゃ。ならば余興は妾が用意しよう。乗りかかった船じゃ。豪勢にやるとしよう」

　女王陛下は太っ腹なことを言ってくれた。

　しかし──。

「お待ちください、陛下。お気持ちは嬉しいのですが……場所を貸していただいたうえに、パーティーの準備まで陛下にお任せしたら、その……」

「私たちの手でローラの誕生日パーティーをやりたい」

「そうでありますな。お金をかければいいというものではないであります」

　シャーロット、アンナ、ミサキの意見は一致した。

　そのつもりなら最初から王宮などに来なければいいのだが、いつの間にか話が大きくなっていたのだ。

　それでもパーティーの準備を自分たちでやる。これだけは譲ってはいけない最後の一線だろう。

　ローラが言っていたではないか。パーティーを楽しみにしている、と。

　なのに人任せにしたら、ローラの気持ちを裏切ることになる。

　少なくともシャーロットはそう思っている。

「ふぅむ。王宮の大ホールで行うパーティーの準備を子供たちに任せる……か」

「あら、いいじゃないの。貴族たちだって、いつも似たようなパーティーばかりで飽きてるでしょ？　子供たちだけで準備したパーティーなんて、物珍しくて喜ばれるわよ、きっと」

　悩む女王陛下に、大賢者が意見する。

「……よし、分かった！　今日から大ホールをそなたらに託す。あとは好きにしろ。物を壊さないなら、飾り付けるのも自由じゃ。ただし、貴族たちへの招待状だけは妾が出すぞ」

「陛下……ありがとうございます！」

　シャーロットは深々と頭を下げた。

　女王陛下は何て太っ腹な人なのだろう。

　大賢者が色々と詭弁きべんを並べていたが、結局のところ、ローラはまだ普通の少女だ。

　どんなに強くても、一人の学生に過ぎない。

　その誕生日を祝うために王宮の一部を貸してくれたうえに、パーティーを子供たちだけで仕切らせてくれるという。

　いくら感謝してもし足りない。

「このお礼は、いつか必ず」

「女王陛下の太っ腹っぷりはオイセ村で永久に語り継ぐであります！」

「なぁに。そなたらがどんなパーティーを開くのか、楽しみなだけじゃ」

　女王陛下は恩着せがましいことも言わず、当然のことだ、という顔をしてくれた。

　大賢者の魔法で子供の姿にされていても、やはり中身は大人なのだなぁと実感する。

　そんな女王陛下の善意に応こたえるためにも、素敵なパーティーにしなければ。





※






　いよいよ、十二月二十五日になった。

　シャーロットが誕生日パーティーを開くと言ってくれた日から、ローラは少々寂さびしい一週間を過ごしてきた。

　皆が誕生日パーティーの準備をしているのが分かっていても、放課後に遊んでもらえないのは辛つらかった。

　シャーロットだけでなく、アンナもミサキも放課後になるとどこかに行ってしまう。

　仕方がないのでハクと一緒にラン亭に行ったら、これまた『十二月二十五日までは昼だけ営業』という張り紙があった。

　どうやらランとニーナも、ローラの誕生日パーティーを手伝ってくれているらしい。

　そのこと自体はとても嬉しい。

　張り紙を見て、ローラはニヤニヤしてしまった。

　ニヤニヤしつつ、やはり遊び相手がいないのは悲しい。

　ハクと空中散歩したり、図書館で本を読んだり、剣の素振りをしたりと、頑張って時間を潰す。

　たまには別の人たちと遊ぶのもいいかもしれないと、クラスメイトに声をかけようとしたが、放課後になると全員、アッという間に教室から消えてしまった。

　もしかしたら、クラスの皆がローラの誕生日に向けて準備しているのかもしれない。

　そう思ったローラは、またニヤニヤした。

　シャーロットが主催しているからには、きっと豪華な誕生日パーティーなのだろう。

　別に豪華なパーティーを望んだわけではないが、それでもどんなパーティーなのか楽しみだった。

「そういうことなら、私もこの孤独に耐えましょう。孤独を乗り越えた先に、楽しいことが待っていると分かれば、耐えるのは簡単な話です」

「ぴー」

「ハクが一緒なので、耐えるのは楽ちんです」

「ぴ！」

　というわけでローラは、十二月二十五日まで、ハクと二人で過ごした。

　もっとも、夜になればシャーロットもアンナも寮に帰ってきて、一緒にお風呂に入るから、孤独な時間はほんの数時間でしかないのだが。

「シャーロットさん。どんなパーティーになるんですか？」

「うふふ。それは内緒ですわ」

「むむ……アンナさん。こっそり教えてください」

「秘密」

「むー。気になります！」

　大浴場で聞いてみても、こんな調子だった。

　そんな気になる誕生日パーティーの詳細が、いよいよ分かるのだ。

　ローラは目覚めた瞬間から、シャーロットに「誕生日ですよ、誕生日ですよ」と語りかける。

「分かっていますわ。パーティー会場には放課後に案内いたしますから、それまで我慢してくださいまし」

「むむむ。まだ引っ張るんですね。さては、よほどパーティーに自信がありますね！」

「うふふ。絶対にローラさんの度肝を抜きますわ」

「なんと。いいんですか、そんなこと言って。ハードル上がっちゃいましたよ？」

「どんどん上げるがよろしいですわ。放課後まで色々想像してワクワクするがいいですわ！　おーっほっほっほっ！」

「シャーロットさんが悪役みたいなことを言っています……！」

「ぴー」

　そして学食で朝食を食べてから教室に行く。

　今日は二学期最後の日なので、通常の授業は午前中だけだ。

　午後はまず、エミリアが皆に宿題の問題集を配るところから始まる。

「楽しい誕生日なのに、どうして冬休みの宿題なんて渡されるんでしょうか……」

「別にローラさんの誕生日だから配ってるんじゃないわ。終業式だからよ。夏休みのときみたいに最後にまとめてやるんじゃなくて、ちゃんと計画的にやってね？」

「はーい……」

　ローラは問題集を見つめながら、大きなため息をついた。

「ふふ。落ち込むローラさんもお可愛らしいですわ」

「ちょっとシャーロットさん。人ごとみたいに言ってるけど、あなたも夏休み、宿題を忘れていたでしょう」

「も、もちろん、冬休みはしっかりとやりますわ！」

「えへへ。慌てるシャーロットさんがお可愛らしいです」

　宿題を受け取ってから、全生徒が体育館に集合する。

　そして学長である大賢者のお言葉を聞く。

「明日から冬休み。どう過ごしてもいいけど、あなたたちは若いんだから、三日連続で寝たりしたら時間がもったいないわよ。いっぱい遊び回ってねー」

　三日連続で寝るのは大賢者くらいだ。

　言われるまでもなく、遊びまくるつもりだ。

　それにしても、そんなに遊んで欲しいなら、宿題なんて出さなければいいのに。

　学長先生が直々じきじきに遊べと言っていたので宿題には手をつけませんでした──という論法で学校側と対決しようかとローラは一瞬企んだ。

　しかし、あまり勝ち目がなさそうな論法なので、やめることにした。

　それから教室に帰り、担任のエミリアの挨拶で二学期を終える。

「くれぐれも羽目を外しすぎないですね。分かってるわよね？　ローラさん、シャーロットさん。分かってるわよね？」

「分かってますってば！　私たちに言わないで、クラス全体に言ってください！」

「差別はよろしくありませんわよ、エミリア先生」

「冬休みの間、一つもトラブルを起こすこともなく、巻き込まれることもなく過ごせたら、考えてあげるわ」

「それは……」

「難しいですわ……」

「何でよ！」

　何で、と言われても。

　トラブルのほうからやってくるのだから仕方ない。

　そもそも大賢者が学長をやっている学校で働いているくせに、心の平穏を求めようとしているエミリアのほうが間違っているのではないか？

　とはいえ、夏休みの宿題をやらなかったのはローラたちが百パーセント悪いし、訓練場を木っ端微塵にしたのもローラたちだ。

　トラブルのほうからやってくるのは確かだが、こうして考えると、回避できたトラブルも結構あったのだなぁと今更いまさらながら反省するローラであった。

「それじゃあ、お疲れ様。学校はお終しまい。次は……ローラさんの誕生日パーティーの会場に移動するわよ」

　エミリアがそう言うと、クラスメイトたちが「いえーい！」とテンション高めに立ち上がった。

「おお、ついに！　それにしても、エミリア先生も私の誕生日をお祝いしてくれるんですね」

「シャーロットさんに招待状をもらったからね。それにしても……凄いところを会場に選んだものね……」

「エミリア先生！　会場はまたローラさんに秘密ですわ！」

「あ、そうだったわね。ごめんなさい」

　エミリアがシャーロットに怒られて謝るという、世にも珍しいことが起きた。

「まだ秘密なんですかぁ？」

「これから案内いたしますわ。さあ、わたくしに付いてくるがいいですわ。おーっほっほっほっ！」

「またしてもシャーロットさんが悪役に！」

　ローラは高笑いするシャーロットの後ろを追いかける。

　するとエミリアやクラスメイトたちもゾロゾロとくっついてきた。

　これだけの人数が入る会場を用意するだけでも大変だっただろうに。

　この一週間、シャーロットたちがしてきた努力を想像し、ローラはニヤニヤする。

「あれ。ところでアンナさんや他の皆さんは？」

「アンナさんたちとは会場で合流予定ですわ。皆さん、会場でローラさんを待っているはずですわ」

「そうなんですか！　えへへ、去年まではお父さんとお母さんだけだったので、友達にお祝いしてもらうのは初めてです」

　そしてローラたちは王都の中心部に向かっていく。

　中心部というか、本当の中心に来てしまった。

　それは地理的な意味だけでなく、この国の行政の中心でもある。

　すなわち、王宮。

「……はて。王宮と私の誕生日に何の関係が」

「うふふ。ここが会場ですわぁ」

　シャーロットは門の前で自慢げに宣言した。

「え」

　しかしローラはすぐに意味を飲み込むことができず、口をポカンと開けてしまう。

「素敵な反応ですわ、ローラさん。頑張ったかいがありますわ。ですが、まだまだこれからですわ！」

　門番はローラたちを見て止めるどころか、門を開いてくれた。

　どうやら、本気でローラの誕生日パーティーを王宮でやるらしい。

　派手になるだろうとは予想していたが、まさかこうくるとは。

「ローラちゃんは、ここでシャーロットと一緒に待っててねー」

　クラスメイトのケイトがそう言って、エミリアや他のクラスメイトを引き連れて、一足先に門の奥に進んでいく。

　ローラはいまだ、どう反応してよいか分からず「ほへぇ……」と間の抜けた声を出し、シャーロットの横に突っ立っていた。

「……さて。そろそろですわ。行きますわよ、ローラさん」

「は、はい！」

　シャーロットに手を引かれたローラは、王宮の敷地に足を踏み入れた。

　その瞬間。

　青かった空が、星空に変化した。

　それと同時に、王宮の上空からバンッバンッと音が響いた。

　花火だ。

　一発や二発ではない。

　色とりどりの花火が、次から次へと王宮の庭から夜空に向かって打ち上げられているのだ。

「うわぁ……綺麗きれいです……」

「ぴー！」

　ローラはつい立ち止まって見とれてしまう。ハクもローラの頭の上で興奮した声を出している。

　だが、変だ。

　時間はまだ四時にもなっていない。現に、さっきまでは空は青かった。

　なのに王宮の敷地に一歩入った瞬間、夜になったのだ。

「これは魔法……でも昼を夜にしちゃうような魔法を使えるのは……さては学長先生の仕業ですね！」

「そうですわ。そしてあの花火は、魔法学科の皆さんがこの一週間、練習してきた魔法ですわ！　ローラさんのために千発連続発射ですわ！」

「おおっ！　早く帰っていると思ったら、これを練習していたんですね……凄く嬉しいです！」

「あとで皆さんにお礼を言って差し上げるといいですわ。さあ、この花火の中を、大ホールまで歩いて行きますわよ」

「はい！」

　空を埋め尽くすように広がる花火の下、ローラはシャーロットと一緒に歩く。

　まだパーティーが始まってもいないのに、こんなにも驚かされてしまった。

　実際のパーティーは、どれほど凄いのだろう。

「あちらが大ホールですわ」

　大ホールは、いつも使っている正面玄関とは別の入り口が付いていて、直接入ることができるようだ。

　入り口の前には、クラスメイトが勢揃ぞろいしており、空に向かって魔法で花火を打ちまくっていた。

「あ、ローラちゃんが来たわ」

　と、学級委員長が最初にこちらに気づいた。

「皆、打ち方やめー」

　ケイトが合図して、花火を止める。

　そしてポケットからクラッカーを取り出し、一斉にパーンと鳴らした。

「ローラちゃん、お誕生日おめでとー！」

　クラスメイトたちが一斉に叫ぶ。

　よく見ると、その中にアンナも混ざっていた。

　更さらに、ローラの真横でもクラッカーが鳴った。

　シャーロットだ。

「誕生日、おめでとうございます、ローラさん！」

「あ、ちょっとシャーロット、ズルくなーい？　一人だけタイミングずらして目立ってるー！」

　ケイトが文句を言うが、シャーロットは涼しい顔だ。

「うふふ。わざとではありませんわ。たまたまですわ」

「いや。今のは絶対にわざと。ケラウノス……やれ」

　アンナが目を細め、雷の魔法剣に命令する。

　するとシャーロットに雷が落ちてきた。

「あばばばばばば！」

　感電したシャーロットは、ぷすぷすと煙を上げながら倒れる。

「アンナちゃん、すごーい。戦士学科なのに、攻撃魔法使えるんだー」

　ケイトはシャーロットを心配する素振りも見せない。

　他の生徒たちも同じだ。

　魔法学科一年の生徒にとって、シャーロットがこんな感じになるのは日常なのだ。

　それよりも全員、アンナの電撃魔法に興味津々しんしんだった。

「……この剣のおかげ」

「浮遊宝物庫で手に入れたんだよね？　いいなー、じっくり見たいなー」

「……今度ね」

　魔法学科の生徒に取り囲まれたアンナは、照れくさそうに頰をポリポリかく。

　なかなか親しげだ。

　ローラの誕生日の準備を通じて、仲良くなったのだろうか。

「ひ、酷ひどいですわ！　いきなり雷を落とすなんて……わたくしでなければ死んでいましたわ！」

　シャーロットはむくりと起き上がるなり、目をつり上げて怒り出す。

「シャーロットなら大丈夫だって信頼してたからやった」

「アンナさん……ふふ……確かにわたくしなら不意の雷でも、無意識に張り巡らせている防御結界で致命傷を防ぐことができますわ。それを見抜くとは、流石はアンナさんですわ！」

　怒っていたはずのシャーロットは一瞬にして機嫌が直り、むしろ嬉しそうに頰を赤くした。

　相変わらず、ちょろい人である。
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「ローラ。中に入ろう。皆が待ちわびてる」

「はい！　私、すでに嬉しくてたまらないんですが、まだ何かあるんですね!?」

「あるある。沢山ある」

　アンナは手招きしながら言う。

　どうやら誕生日パーティーは、まだまだ序章らしい。





※






　アンナとシャーロットがそれぞれドアノブを持ち、大ホールへの扉を開いてくれた。

　すると奥から、明かりと共に拍手の嵐あらしがあふれ出してきた。

「わっ、凄い！」

　ついローラは口に出してしまう。

　そのくらい、沢山の人がいた。

　クラスメイトが全員集まってくれただけでも凄いことだと思っていたのに。

　大ホールには、想像を絶する光景が広がっている。

　まず目に付いたのは、獣人たち。

　ミサキがいて、そして同じような耳と尻尾を生はやしたオイセ村の獣人たちが、ローラを見ながら手を叩たたいている。

　あの山の上にある集落から、わざわざローラのために来てくれたのか。

　しかも、どうやら村人全員で来たらしい。

「ぴー」

　オイセ村の獣人たちを覚えていたのか、ハクはローラの頭の上で立ち上がり、嬉しそうに鳴いた。

「おお、ハク様だ！」

「元気そうだ」

「うむ。人間に預けるのは不安だったが、ローラ殿はしっかりハク様のお世話をしてくれているらしい」

「だから心配無用と言ったであります。ミサキの目にくるいはないでありますよ」

　どちらかというと、ローラよりハクが目当てな感じだ。

　それでもローラの誕生日に集まってくれたことに変わりはない。

　オイセ村の獣人たちとは夏休みの一件で会ったきりで、接点はほとんどないのに来てくれたのだ。感謝感激である。

　それから大賢者。

　この人がいるのは予定どおりなので、特別驚かない。

　が、格好は意外だった。

　どうしたわけか、サメの着ぐるみパジャマを着ているのである。

「……学長先生。なにゆえにサメの姿なんです？」

「え、だって。パーティーだから、面白おもしろい格好をしたほうがいいかと思って。シャー、食べちゃうわよー」

「うーん……学長先生は存在自体が面白いので、別に服装まで変えなくてもいいと思うんですけど」

「それって褒められてるのかしら？」

「もちろんです！」

「そうなの。じゃあ喜んでおくわね、ふふ」

　と、大賢者は笑いながらエミリアにしがみつき、嚙かみつくマネをした。

「ちょ、ちょっと学長！　急になんですか！」

「存在自体が面白いって言われたから、面白いことをしようと思って」

「面白くないです！」

　エミリアは悲鳴をあげる。

　だが。

「あ、私は見てて面白いです」

「ほら。ローラちゃんがこう言ってるわ。今日の主役はローラちゃんなんだから。ローラちゃんが喜ぶことをやりましょう。がしがし」

「だからって……着ぐるみの歯を動かして嚙みつかないでください！」

　しょせんは布でできた歯なので、いくら嚙みついても痛くはないだろう。

　しかし公衆の面前でこれは恥ずかしい。

　ローラが軽い気持ちで面白いと言ったせいで、エミリアが大変なことになってしまった。

　だが、このトラブルは大賢者のせいだ。ローラは悪くない。

「おーい、ローラ。誕生日、おめでとう」

「まさか宮殿で誕生日パーティーをやるなんて……ローラったら出世したのねぇ」

　ローラが大賢者とエミリアを見ていると、横から声をかけられた。

　それはローラにとって、最も安心感を覚える人たちの声だった。

「お父さん！　お母さん！　来てたんだ！」

　そこにいたのは、タキシードを着た父ブルーノと、イブニングドレスを着た母ドーラだった。

　二人は王都から馬車で丸一日ほどかかる場所にある、ミーレベルンの町に住んでいる。

　どちらも魔法使いではないから、ローラのように一っ飛びで移動することはできない。

　今日のために、馬車でやってきたのだろう。

「シャーロットちゃんが、わざわざ招待状を持ってきてくれたんだ。なら来ないわけにはいかないだろ？」

「王宮でやるって聞いてびっくりしちゃった。それで気合いを入れて、こんな服を買ってみたの。似合うかしら？」

「うん！　お母さんは綺麗だし、お父さんは格好いいよ！　来てくれてありがとう！」

「娘の誕生日を祝うためだもの。それも十歳って節目だしね。もっとも、シャーロットちゃんが誘ってくれたからこそなんだけど。シャーロットちゃん、これからもローラのことをよろしくね」

　ドーラはシャーロットに微笑ほほえみかけた。

「も、もちろんですわ！　ローラさんのことは一生、わたくしにお任せですわ！」

　シャーロットはそう言って、ローラにむぎゅっと抱きついてきた。

「……シャーロット、ずるい。独り占めはダメ」

　などと呟き、アンナも抱きついてきた。

「ははは。ローラは人気者だなぁ」

「ほんと。いい友達ができてよかったわねー」

　ブルーノとドーラはとても嬉しそうに言う。

　両親に褒められて、ローラも嬉しい。

「ローラちゃん。お誕生日おめでとうアル。前からスケールの大きな子だとは思っていたアルが、まさか王宮で誕生日パーティーをやるとは思わなかったアル」

「十歳の誕生日、おめでとう、ローラ。まさか自分の人生で王宮に入ることがあるとは思わなかったわ……いい経験になったけど、緊張するから、来年はもっと普通の場所にしてね」

　今度はラーメン屋ラン亭の二人がやってきた。

　ランもニーナも、いつもラーメン屋で働いているときに着ているチェイナドレスだ。

　なのに王宮でも、違和感がない。

　そう言えば以前、チェイナドレスはランの故郷の国『ラー』では正装だと聞いたことがある。

　違和感がないのは、そのせいだろう。

「あら。この方たちもローラのお友達？」

　ドーラがランとニーナを見て聞いてきた。

「うん！　王都でラーメン屋をやってるランさんと、従業員のニーナさん。あ、ラーメンってのは、大陸の東にあるラーって国の料理なんだよ。すっごく美味おいしいの！　下手なオムレツより美味しいよ！」

「へえ。ローラがオムレツと比べるってことは、本当に美味しいのねぇ」

「せっかく王都に来たんだ。そのラーメンってのを食べてみたいな」

　ドーラもブルーノも、ラーメンに興味を持ったようだ。

　するとランが目を輝かせ、グッと拳こぶしを握りしめた。

「流石はローラちゃんのご両親アル。話を聞いただけでラーメンの魅力を理解するとは凄いアル。ぜひともラン亭に来て欲しいアル。というか……実は今日のパーティーにラーメンを出すアルよ。あとで食べて欲しいアル」

「ほほう！　それは楽しみだ！」

「田舎いなかにいると新しいものに疎うとくなっちゃうから、たまに王都に来るのも大切ねぇ」

　そしてローラの両親は、ラン亭の二人と雑談を始める。

　思わぬところで人の縁が繫つながった。

「おお、ローラ。そなたもついに十歳か。その割には小さいような気もするが……とにかく、めでたいのじゃ」

　今度は女王陛下がやってきた。

　言うまでもなく、この国で一番偉い人であり、この王宮の持ち主だ。

　ローラはぺこりと頭を下げ、パーティー会場を貸してくれたことに礼を言う。

「シャーロットさんが色々と無茶を言ったと思いますが、とにかくありがとうございます！」

「ロ、ローラさん！　わたくしは別に……！」

「ははは。確かにシャーロットは無茶は言っておらぬ。妾に無茶を言えるのは大賢者くらいじゃ。まあ、妾がこのパーティーを仕切ろうとしたら『自分たちで準備する』と拒否してきたときは、少しだけビックリしたがのぅ」

　女王陛下は楽しそうに笑いながら語った。

「陛下……あわわ……わたくしはただローラさんの誕生日をお祝いしたかっただけで……その……陛下に対して不敬を働いてしまったことは誤りますわぁ」

「妾は気にしておらぬ。じゃから、シャーロットも気にするな。それよりもローラよ。申し訳ないが、あやつらにちょっとだけ挨拶してくれぬか？　貴族たちが、そなたのことを知りたがっておる」

「……貴族？　あ、もしかして、あの見知らぬ人たちは貴族なんですか？」

　この大ホールの中に、やたら高そうな服を着た一団が百人ばかりいた。

　どう記憶を辿たどっても、ローラはその人たちのことを思い出せなかった。

「うむ。お主は知らぬじゃろうが、あやつらはパジャレンジャーのファンなのじゃ。それで、そなたの誕生日を祝うために集まったというわけじゃ」

「ええ！　パジャレンジャーの正体は秘密なんですよ!?」

「……ローラよ。そなたは秘密のつもりじゃろうが、周りにはバレバレじゃ。現に、クラスメイトも、そなたがパジャレンジャーだと知っておった」

「……えええええ!?」

　女王陛下の言葉を聞き、ローラは驚きのあまり大声を上げ、ピョンと跳とびはねてしまった。

　パジャレンジャーの正体が先生たちにバレているのは知っていた。

　だが生徒たちにまで秘密が漏もれていたなんて……。

「だ、誰がバラしちゃったんですか!?」

　ローラが犯人を捜して首をキョロキョロさせていると、クラスメイトのケイトが申し訳なさそうに話しかけてきた。

「バラしたとかじゃなくてさ……ローラちゃんたち、お風呂上がりは着ぐるみパジャマで女子寮をウロウロしてるじゃん？　パジャレンジャーは三人組だし……大型モンスターを倒しちゃうような女の子なんて、ローラちゃんたち以外に考えられないし……きっとそうなんだろうなーって」

「す、凄い……なんという推理力……で、でも全員がそれほどの推理力を持っているわけじゃないですよね!?」

「うーん……少なくとも女子は皆、気づいてたよー」

「実は名探偵学園だったんですか!?」

　少ないヒントからパジャレンジャーとローラたちを結びつけてしまうとは。

　それも一人や二人が気づいたのではなく、全員が真実に辿り着いていたらしい。

　冒険者には戦闘力だけでなく洞察力も求められるが、すでにプロ並みだ。

「ローラ。言っておくけど、バレてるだろうなって私は思ってたよ」

　アンナが淡泊たんぱくな口調で言う。

「わたくしも……着ぐるみパジャマのままで過ごしたら、流石にバレてしまうのではという予感がありましたわ」

「シャーロットさんまで!?　予感があったなら指摘してくださいよ。どうして着ぐるみパジャマを着続けたんですか？」

「それは……着ぐるみパジャマがお可愛らしいからですわ！」

「なるほど！　確かにパジャレンジャーの正体を守るのも大切ですが、着ぐるみパジャマは普段から着たいですよね。仕方ありません」

「おかげで、わたくしたちがパジャレンジャーだとバレバレでしたわ。しかし皆さん、わたくしたちの正体を知っていても、ずっと変わらず友達でいてくださいました。わたくし、素晴らしいクラスメイトを持てて感激ですわ！」

　言われてみれば、クラスの皆はずっと前からローラたちの正体を知っていたのに、特別な態度は何も取らなかった。ずっと普通の友達でいてくれた。

　クラスメイトの正体が、絵本に出てくるような変身ヒーローだと知ったら、平静ではいられないだろうに。

　それを表に出さなかった彼ら彼女らに、ローラは感謝する。

　が、ケイトはその感謝に水を差すようなことを言い出した。

「だって、ローラちゃんもシャーロットも、あとアンナちゃんも。入学したときからずっと特別だったし。それがパジャレンジャーだったからって、『へー、そうなんだ』って感じだよー」

「むむむ。私たち、そんなに特別でしたっけ？」

　ローラは入学してからこれまでの出来事を頭の中で振り返ってみた。

　そして心当たりが結構あったのでビックリした。

「うふふ。ローラさんは入学してすぐにエミリア先生と決闘。アンナさんは一年生で最も剣術が強い。そしてわたくしは……このあふれ出す気品！　ゴージャス感！　特別扱いも仕方ありませんわ」

　シャーロットは髪をかき上げ、胸を反らす。

　気品はどうか知らないが、ゴージャスなのは確かだった。

「そなたら、本当に元気じゃな……それはそれとして、貴族のほうに行くぞ」

「分かりました！　でも……貴族さんって偉い人たちなんですよね。ちょっと緊張しちゃいます」

「何を言っておる。妾のほうが偉いぞ。というか、大賢者と日常的に接している癖くせに、貴族ごときに臆してどうする」

「言われてみればそうですね！」

　貴族というものに、ローラは非日常的なイメージを持っていた。

　自分がそんな偉い人と関わることになるとは思っていなかったが、本人が言うとおり、貴族よりも女王陛下のほうがずっと偉い。

　それに大賢者だって、歴史に名を残す偉人だ。ある意味、貴族どころか女王陛下よりも偉い。そういった社会的な地位とは別の領域にいる人だ。

　ローラはすでに偉い人たちと知り合いだったのだ。

　なら貴族が現われたからといって、緊張する必要もない。





※






「そなたら。紹介するぞ。パジャレンジャーの犬の中の人にして、今日十歳の誕生日を迎えた、ローラ・エドモンズじゃ」

「ローラ・エドモンズです！　今日は私の誕生日パーティーに来てくれて、ありがとうございます！　とっても嬉しいです！」

　ローラは貴族たちに向かって、ぺこりと頭を下げた。

　するとハクが飛び立って、同じように頭を下げた。

「ぴー」

「ほう。君がパジャレンジャーのわんわん一号の正体か。いやぁ、可愛らしいお嬢さんだ」

「えへへ。ありがとうございます」

　可愛らしいと言われたローラは、照れくさくなって頭をかいた。

「本当に白いドラゴンを連れているのですね。失礼ですが、この子が神獣ハクというのは本当なのですか？」

　女性の貴族が、ハクを興味深そうに見つめながら質問してきた。

「はい。ハクは神獣なのです。だからオイセ村の獣人さんたちもここに来ているわけです」

「ええ、そうなのでしょうね。それにしても獣人というのはもっと毛むくじゃらなのかと思っていましたが……人間とそれほど変わらないのですね」

「むしろ、耳と尻尾がモフモフで凄く可愛いと思います！」

「そうですね。私もそう思います。あの尻尾……触らせてもらえないものかしら」

　女性貴族は、うっとりとした目で獣人たちを見つめていた。

　獣人たちはその視線に気づかず、わいわい騒ぎながら、大ホールの内装を見てはしゃいでいる。

「皆、気のいい人たちなので、頼めば触らせてくれるかもしれません！」

「それなら勇気を出して、あとで頼んでみましょう」

　女性貴族はかなり真剣な顔だった。

　よほど尻尾を触りたいらしい。

　人間の貴族に突然「尻尾を触らせて」と言われたら、獣人たちが仰天ぎようてんすること確実だ。

　しかし、それをきっかけに仲良しになるかもしれない。

　獣人に対する差別はまだ完全にはなくなっていないと聞く。

　ローラの誕生日パーティーが、それを少しでもいい方向に向かわせるのに役立つなら、大変喜ばしいことだ。

「そして、金髪のがシャーロット・ガザード。赤髪のはアンナ・アーネットじゃ。シャーロットが兎うさぎで、アンナが猫じゃったか？」

　女王陛下は二人のことも貴族たちに紹介する。

「ええ、私がパジャレンジャーのうさうさ三号。シャーロット・ガザードですわ。以後お見知りおきを」

「あのガザード家の娘が、パジャレンジャーの一人だったとは。強さにも納得だ」

「光栄ですわ」

　貴族の一人がガザード家を褒めたので、シャーロットは嬉しそうにお辞儀した。

「アンナ・アーネットという名前……どこかで聞いたことがあります。もしかして、十四年前に城門の前で拾われたという女の子……？」

　女性貴族が尋ねる。

「そう。そのアンナ・アーネットです」

　アンナの両親は行商人をしていた。

　しかし街道でゴブリンに襲われ、父親は殺されてしまった。

　母親は瀕死ひんしの状態になりながらも、生まれたばかりのアンナを連れて王都の城門まで逃げた。そしてアンナを門番に託し、そこで死んでしまった。

　そののちにゴブリンは巣ごと駆除された。

　だがゴブリンが死んでも、アンナの両親が生き返るわけではない。

　王都近くの街道で旅人がモンスターに襲われたということで、当時、かなり話題になったらしい。女性貴族はそれを覚えていたのだ。

「とても苦労したのでしょうね……」

「いえ。孤児院の人たちは優しかった。だからそんなに苦労はしてません」

　アンナは淡々と答える。

　実際、孤児院はいい人ばかりなので、アンナは本心から言っているのだろう。

　ちなみに、その孤児院の子供たちも大ホールに来ていた。

　今まさにミサキの背後にこっそり近づいて、尻尾をモフモフしている。が、シスターのゲンコツによって、モフモフは中断された。そしてシスターがミサキに謝りまくっている。元気な子供たちだ。

「孤児院の運営は苦しくないのですか？　もし必要であれば言ってください。寄付を致しましょう」

「あの孤児院は今、女王陛下が運営してくれているから大丈夫です」

「まあ。流石は陛下ですね」

　女性貴族に褒められた女王陛下は、「ふふん」と笑って平らな胸を張って威張った。

「全くだ。女王陛下がいる限り、この国は安泰だ。大賢者の魔法で小さくされても、その才覚は微塵も衰えない」

「小さくなった分、寿命も延びたのでは？　むしろ定期的に小さくなる魔法をかけてもらって、このまま永劫えいごうにこの国を統治していただきたいものですな」

　と、周りの貴族たちが女王陛下を称えはじめる。

　しかし称えられた女王陛下は複雑な表情を浮かべた。

「こらこら。小さい小さいと言うでない！　妾は一刻も早く元の姿に戻りたいのじゃ！」

「確かに、以前の女王陛下はお美しかった。しかし、今の可愛らしい姿もまた、これはこれで素晴らしい。どうでしょう？　季節が変わるごとに姿を入れ替えるというのは……」

「そんな面倒なことやってられるか！」

　女王陛下は貴族の冗談を聞いて眉をつり上げる。

　だが、そこにサメの着ぐるみを着た魔法使いがやってきた。

　大賢者である。

「あら。それ面白そうね。来年からはそうする？」

「ふざけるな！　来年は元の姿に戻すがよい！」

「うーん……それはちょっとつまらないわね」

「そなた、本当に酷い奴やつじゃな……」

　女王陛下と大賢者のやりとりを聞いて、貴族たちがドッと笑い出した。

　以前から女王陛下は気さくな人だと思っていたが、それは宮廷でも同じようだ。

「いかん、いかん。大賢者と話していたらいつまでたっても終わらぬ。それよりもローラ。あそこの壇に上がって、挨拶をするのじゃ。そなたが主役なのじゃからな」

「え、挨拶ですか!?　この大勢の前で……しかも壇上……かなり恥ずかしいんですが……」

「なんと。そなた、大勢の前が恥ずかしいという、真っ当な感性を持っていたのじゃなぁ。驚きじゃ」

「ちょ、ちょっと陛下、それは酷くないですか!?　私は普通ですよ！」

　女王陛下はローラのことを何だと思っていたのだろうか。

　確かに大賢者に色々と指導してもらい、弟子のようになっているが、だからといって神経の図太さまでは受け継いでいない。

　これでもローラは、入学初日の自己紹介で緊張してしまうくらい、繊細な心を持っているのだ。

　学園生活を通して成長したから、もはやクラスメイトの前で喋しやべるくらいでは怖おじ気けづいたりはしない。

　だが、ここは見慣れた教室ではなく王宮の大ホール。更に数百人という人が集まっている。難易度が違いすぎる。

「すまぬ、すまぬ。少なくとも大賢者よりは普通のようじゃ。安心したぞ。それはそれとして、簡単でいいから挨拶するのじゃ」

　比較対象が大賢者というのが不満だが、一応は普通だと分かってもらえて、ローラは溜飲りゆういんを下げた。

　まず女王陛下が壇に上がり、皆の注目を集め、場を静めさせた。

「歓談中のところすまぬが、今日の主役、ローラ・エドモンズを紹介しよう。とは言っても、ここに集まった者たちのほとんどは、妾よりもローラと親しかろう。というわけで、妾が長々と話しても仕方ない。ほれ、ローラ」

　女王陛下に代わって、ローラが壇上に立つ。

　こうして高い位置から見渡すと、本当に凄い人数だ。

　戦士学科一年のクラスメイトたち。オイセ村の獣人たち。貴族たち。

　全員がローラを見ている。

　果たして何を語ればいいのだろうか。

「ぴー」

　ローラが固まっていると、頭上からハクの鳴き声が聞こえた。

　どうやら、励ましてくれているらしい。

　更に、壇のすぐ下からブルーノとドーラが手を振ってくれている。

　その隣にはシャーロットとアンナもいて、グッとガッツポーズをしていた。

　頑張れ、という皆の声が聞こえてくるようだ。

　おかげでローラの緊張は、かなり薄まった。





※






「えーっと……ローラ・エドモンズです。今日は私の十歳の誕生日に集まってくれて、本当にありがとうございます。シャーロットさんに誕生日パーティーをやって欲しいとお願いしたら、こんな豪華なパーティーになっちゃいました。

　パーティーを準備してくれた皆さん……どのくらいの人数が関わってくれたのか分かりませんが、ありがとうございます。

　クラスの皆が放課後になるとすぐいなくなっていたのは、今日のためだったんですよね？　私は皆の誕生日に何もしていないのに……ありがとうございます！　来年は私にも何かさせてください。流石にここまで豪華にできないと思いますが……。

　女王陛下もこの場所を貸してくれて、ありがとうございます。こんな凄い誕生日は初めてです。陛下は早く元の姿に戻れるといいですね。でも私としては、ちっちゃいもの仲間として、もう少しそのままの陛下でいて欲しいです。

　お父さん、お母さん。わざわざミーレベルンの町から来てくれてありがとう。お父さんとお母さんが私を産んで育ててくれたから、私は今ここに立っています。お父さんとお母さんが私の親で本当によかったです。冬休みにまた遊びに行くね。でも夏休みみたいなことにならないよう、宿題を終わらせてからにします。

　学長先生とエミリア先生は、いつも色々なことを教えてくれてありがとうございます。いつも心配をかけてますが、もう十歳になったので、九歳のときよりは落ち着くと思います。大丈夫です、はい。

　ミサキさんたち獣人の皆も、私にハクを託してくれてありがとうございます。私とハクは仲良しです。立派な神獣に育ててみせるので安心してください。あとミサキさんの尻尾をいつもモフモフしてごめんなさい。今後は控えるつもりなので、ミサキさんも尻尾で私を誘惑しないよう気をつけてください。

　ランさんとニーナさん、いつも美味しいラーメンを作ってくれてありがとうございます。冒険者ラーメンを食べると元気百倍になります。でも全部マシマシを食べると太ってしまうので、次にエミリア先生が全部マシマシを注文しても断ってあげてください。

　孤児院の人たちも来てくれてありがとうございます。ワイン造り、来年はちゃんとできるといいですね。私はまだお酒は飲めませんが、大人になったらぜひ飲んでみたいです。

　貴族の皆さんは、今日がはじめましての人ばかりなのに、温かい言葉をかけてくれてありがとうございます。これからもっと仲良くなりましょう。このパーティーをきっかけに、皆が友達になれたらいいと思います。

　ハク。私のところに流れ着いて来てくれて、ありがとうございます。川で拾った卵からハクが出てきて私から離れなくなったときはどうなっちゃうのかと心配でしたが、今はハクがいない生活は考えられません。私の頭の上がすっかり定位置ですね。でも、ちゃんと自分で飛ばないとまた太っちゃいますよ？

　そしてシャーロットさん。アンナさん。

　王都に来てから沢山の友達ができました。皆、大切な友達です。でもやっぱり、二人が一番の親友です。シャーロットさんとアンナさんがいるおかげで、とても楽しい学園生活です。これからもずっと仲良くしてください！　そして卒業したら三人で……いえ、ハクも入れて三人と一匹で冒険をしましょう！」

　ローラは皆の顔を見ながら、浮かんできた言葉を並べた。

　そして最後はやはりシャーロットとアンナだ。

　ここにいる全員がローラの誕生日を祝うために集まってくれたのに、どうしても他の人たちに向けた言葉よりも力が入ってしまった。

　これはあまりよくないことかもしれない。

　けれど、非難めいた視線は誰も向けてこなかった。

　それどころか、大きな拍手が巻き起こる。

　皆が笑顔だった。

　ただ、ブルーノとシャーロットは、大粒の涙を流しながら拍手している。

　ドーラとアンナも少し涙ぐんでいた。

　別に悲しくて泣いているわけではないだろうから、ローラの言葉に何か感じ入るものがあったのだろう。

　いつもお世話になっているから、皆にありがとうを言っただけなのだが。

　しかし泣いている四人を見ていたら、ローラも何だか、涙が溢あふれてきた。


「えっと、その……お父さんとお母さんには、いくら感謝してもし足りないし……シャーロットさんとアンナさんも……私、皆のことが大好きで……ずっと皆と一緒にいたいです……う、うぇぇぇぇん！」



















「ローラ！　皆の前でこんなにしっかりした挨拶ができるなんて……立派になったなローラ！　お父さんは嬉しいぞ……うぉぉぉぉんっ！」



「ローラさん、わたくしもローラさんと未来永劫ずっと一緒にいたいですわ！　ああ、ローラさん、ローラさぁぁぁんっ！」

　三人で大声を上げ、わんわんと泣きじゃくる。

　ブルーノをドーラが、シャーロットをアンナが慰めている。

　しかしローラのそばにはハクしかいなかった。ハクがいくら「ぴー」と鳴いても、何を言っているのか分からないし、小さすぎてしがみつくわけにもいかない。

「どうしてそなたら泣いておるのじゃ……収拾がつかなくなってきたから、とりあえず乾杯じゃ。みな、グラスを持ったか？　ほれ、ローラ。ブドウジュースじゃ。泣き止むのじゃ」

　見かねた女王陛下が壇に登り、ローラにグラスを手渡してきた。

　他の皆にも、メイドさんたちがグラスを配り歩いている。

　きっと子供はブドウジュースで、大人はワインなのだろう。

「うむ。グラスが行き渡ったな。では、ローラの十歳の誕生日に乾杯じゃ！」

「か、かんぱーいっ！」

　女王陛下が合図をしてくれたので、ローラは涙を拭ぬぐってグラスを掲げた。

　すると。

「「「「乾杯！」」」」

　皆も一斉にグラスを掲げてくれた。

　そしてグラスの中身を飲む。

　ごくごく。

　ブドウジュースが大変美味しい。

　ローラは泣いていたはずだが、ついニッコリしてしまう。

「ぴー」

「あ、ハクも飲みたいですか？　どうぞ」

　グラスを高い位置まで持ち上げると、頭上のハクが首を伸ばしてブドウジュースをペロペロ舐なめた。

「ぴ！」

「美味しいですよねぇ」

「本当にブドウジュースで泣き止んでしまったのじゃ……素直な奴じゃなぁ。さて、あとは適当に飲み食いするがよい。シャーロットたちが用意した料理の他に、妾もささやかながら提供させてもらったぞ」

「おお、ありがとうございます。オムレツはありますか？」

「そなたの誕生日じゃ。オムレツがないわけがなかろう。立食パーティーじゃ。好きなだけ食べてよいぞ」

「わーい」





※






　会場のあちこちに並ぶテーブルに、メイドさんたちが料理を並べていく。

　クッキーとかドーナツ、チーズケーキと、文化祭のメイド喫茶で扱った食べ物が混じっていた。きっとクラスの皆が作ってくれたのだ。

　文化祭からまだ二ヶ月ほどしか経っていないのだが、もうすでに懐かしく感じる。

　他にもサンドイッチとかグラタンとかハンバーグとか、ローラの好きなものばかり並んでいた。

　そしてもちろん、この世で一番好きな食べ物はオムレツだ。

　オムレツは探すまでもなく、黄金に光り輝いて見えた。

　オムレツだけが載っている丸テーブルが三つもある。

「じゅるり……」

　ヨダレが流れるのを止められない。

　壇上から飛び降りて、そわそわしながらオムレツのテーブルを目指す。

　するとシャーロットとアンナ、あとブルーノとドーラも追いかけてきた。

「すごい……こんなに沢山のオムレツが……何百個あるんでしょうか!?　まるで夢のような光景です！　しかも……何やら札がいくつもありますよ。えっと、これは学食のオムレツ。これは教会のシスターさんが作ったオムレツ。こっちはお母さんが作ったオムレツ!?　食べ比べができるというわけですね！」

「そうですわ。ローラさんが一番喜ぶものが何かと皆さんで考えた結果、やはりオムレツしかないという結論になりましたの」

「ただオムレツを用意しただけじゃつまらないから、種類を増やした。他にも色々あるよ」

「おお……おおおおおおっ！　ありがとうございますっ！」

　シャーロットとアンナの解説に、ローラはじーんと感激した。

　こんなにも深く自分の好みを理解してくれている親友がいる幸せを嚙みしめた。

「ふふ。こんなにオムレツを大量生産したのは初めてね。ローラ、全部食べちゃダメよ。皆で食べるんだから」

　ドーラが微笑んで言う。

「分かってる！　いくらなんでも、一人で全部は食べられないもん。とりあえず、一つずつ食べてく！」

　お皿とフォークを手に持ったローラは、全種類のオムレツを食べるため、気合いを入れてテーブルと向き合った。

　まずは、いつも食べている学食のオムレツ。

　もぐもぐ……安定した味だ。

　次にシスターが作ったオムレツ。

　もぐもぐ……素晴らしい！　以前ご馳走ちそうになったときより腕を上げている。あとでお礼を言わないと。

　そしてドーラのオムレツ。

　もぐもぐ……キング！　オムレツの王様だ！　ふわふわ感が他のオムレツの追随を許さない。

「お母さんの優勝！」

「あら。嬉しいわ。でも他にもあるから、審査結果はあとでまた聞くわ」

「ローラさん。あちらのテーブルにも行くのですわ～～」

「オムレツ第二楽章ですね！」

　隣のテーブルには、オムレツが美味しいと王都で評判の店のオムレツが並んでいた。

　喫茶店やレストラン。

　行ったことのある店、これから行こうと思っていた店。

　ケチャップが合うオムレツ。ソースが合うオムレツ。

　ふんわりオムレツ。あえて硬めにしたオムレツ。

「うわぁ！　これ全部食べちゃっていいんですね!?」

「全種類ならいいですが、本当に全部食べてはいけませんわ！　先ほどドーラさんにも言われたでしょう！」

「あ、そうでした」

「そもそも、食べようと思っても全部は無理でしょ」

　アンナが冷静に指摘してくる。

　なるほど。真っ当に考えれば、どうやってもローラの体に収まりきらない。

　しかし──。

「今なら行ける気がします！」

「……次元倉庫を駆使して食べるとか？」

「いえ、普通に！」

「そう……私の理解力を超えた世界」

　アンナは無表情でそう呟いた。

　いつも無表情に見えるアンナだが、よく見ると実は喜怒きど哀楽あいらくがしっかり顔に出ている。ローラはもうすっかりアンナの表情を読み取れるつもりでいたが、今のは真に無表情だった。

　きっとローラのオムレツ観が、本当に理解を超えていたのだろう。

　ローラは、自分のオムレツ観は宇宙のように広大なんだなぁ、と悦えつに浸ひたった。

「もぐもぐ……この喫茶店のオムレツは具なしで、卵の味だけで勝負しているのが凄いです……もぐもぐ……」

「ふふふ。ならばローラよ。妾のプレゼントを受け取るがよい」

　いつの間にか、近くに女王陛下が立っていた。

　小さいから気がつかなかった。

「陛下のプレゼントですか？　この大ホールを貸してもらっただけでもありがたいのに、何だか申し訳ないです」

「子供がそんなことを気にするな。今更いらないと言われても困るしのぅ。妾の用意したオムレツを食べるがよい！」

「オムレツ！　オムレツなら奪ってでも食べます！」

「……奪ったらダメじゃろ」

「えへへ、冗談です」

　女王陛下が用意したオムレツは、第三のテーブルに固まっていた。

「おおっ！　何だか、色が普通のオムレツよりも濃い!?」

「そうじゃろう。王室御用達ごようたしの養鶏場ようけいじようの卵じゃ。その中でも、特に厳選したものだけを使って、妾専属のシェフが作ったオムレツじゃ。まずは具なしのオムレツで卵を味わうがよい！」

「いただきまーす……もぐもぐ。こ、これは！　一嚙みごとに濃厚な味が口の中に広がる……まるで数十個のオムレツを濃縮したかのような……これはいけません！　私のオムレツ観が……人生が覆くつがえされてしまいそうです！」

「ぬふふ。そうじゃろう。さあ、次はこれを食べるのじゃ。最高級チーズが入っておる」

「ひゃあ凄い！　ほっぺが溶けます……ほっぺが落ちちゃいます！　誰か押さえてください！」

「ぴー！」

　ローラが叫ぶと、ハクが前足を使ってムニッと押さえてくれた。

　おかげで安心してオムレツの味に集中できる。

　だがフニャフニャした顔になってしまうのは止められない。

「ローラさん……もの凄く幸せそうな顔ですわぁ」

「そんなローラを見て、陛下がニヤニヤしてる」

「女王様とあんなに仲良くなるなんて、流石は俺おれの娘だぜ」

「いつか大物になると思っていたけど、もう大物になっていたなんて。子供ってすぐに成長しちゃうのねー」

　ブルーノとドーラが十歳になったローラを見て、しみじみと感想を呟いている。

　成長した姿を見せてあげることができて、ローラも誇らしい。

　もっとも、オムレツを食べているだけなのだが。

「極めつけのオムレツはこれじゃ！　本来ならステーキに使う牛肉を贅沢ぜいたくに挽肉ひきにくにして入れておる」

「わっ！　わっ！　肉汁がじゅわわぁって……殺されます！　オムレツの美味しさに殺されます！」

「わはは。ローラ、そなたはいい反応をする子じゃな。どうじゃ？　どのオムレツが一番美味しかったのじゃ？」

　それは難しい質問だ。

　まず候補にあがるのは、どれも女王陛下が用意してくれたもの。

　素材の味が段違いすぎて、普通に考えると他のオムレツは選択肢になりえない。

　ところがローラの口から出てきた答えは──。

「お母さんの作ったオムレツ！」

　深く考えずとも、自然とその答えが口から飛び出した。

　喋ってからローラは自分でも驚いた。

　そんなはずはない。

　クオリティが違いすぎる。

　女王陛下のオムレツは、プロの料理人が、最高の素材を使って作ったのだ。

　しかし、それでも。

　どうしてか母親のオムレツを一番だと思ってしまう。

「……ふむ。そうか。ま、そうじゃろうな。母親の味とはそういうものじゃろう」

　女王陛下は昔を懐かしむように呟く。

　彼女も昔、母親に料理を作ってもらったことがあるのだろうか。

　王家の人間が手料理を振る舞う機会など、そうそうあるものではない。

　ならば女王陛下が思い出している母の味は、とても貴重で大切な思い出だ。

「ローラ。お母さんのオムレツを一番に選んでくれて嬉しいわー」

「だって、本当にそう思ったんだもん。陛下のオムレツは凄く凄く美味しかったけど……一つだけ選ぶとしたら。もし一生そのオムレツしか食べられないとしたら……それはやっぱり、お母さんのオムレツだと思ったの」

「ふふ。ありがとう、ローラ。でも一生は困るわ。それってローラよりお母さんが長生きするってことじゃないの。そんな親不孝は許さないわよー」

「あ、そっか……うーん……じゃあ、皆でずっと長生きしよう！　学長先生みたいに！」

「学長先生みたいに……かなり難しいことを要求する娘ねー」

「いいでしょ！　だって今日は私の誕生日だよ！」

　たまにしか会えない両親な上、誕生日ということで、ローラはワガママを言ってみた。

　するとドーラではなくブルーノが親指を立て、「分かった！」と請け合った。

「魔法使いである大賢者にできて、お父さんとお母さんにできないわけがない。お父さんとお母さんにできるなら、ローラにもできるはずだ。というわけで、俺たち親子は何百年も生きるぞ！」

「わーい、やったー」

　本当にそれが実現するとはローラだって思っていない。

　だが、言葉だけでも嬉しい。

「うふふ。では、わたくしも長生きして皆さんにお供しますわぁ」

「私も。ローラやシャーロットとずっと遊ぶ。あと、ドーラさんの料理は美味しいし。師匠よりも剣で強くならなきゃ」

「なんだと!?　アンナ、俺より強くなるなんて、千年早いぞ」

「じゃあ、千一年生きる」

「千二年早い！」

「……この言い合いをしているうちに千年経ちそう」

「はっはっは。なんだアンナ。もう降参か」

　ブルーノはなぜか勝ち誇る。

　そんな父親の姿を見てローラは、もしかしてアンナのほうが精神的には大人なのでは、という酷い疑惑に襲われた。





※






　世界一オムレツ決定戦はこれで終わりだが、誕生日パーティーそのものは始まったばかりだ。

　サメ姿の大賢者が『自分はパジャレンジャーのシャーク四号だ』と貴族たちに噓うそを教えたり。

　ワインを飲みすぎて泥酔でいすいしたエミリアが、ドーラに「どうして私は結婚できないんですかぁ」と絡からんだり。

　先ほど獣人の尻尾に興味を示していた女性貴族が、ミサキに頼み込んでモフモフさせてもらったり。

　それをきっかけに貴族と獣人の交流が始まり、ワインをがぶがぶ飲み合いながら、森の美味しいものの話で盛り上がっていた。

　大人気だったのはラン亭のラーメンだ。

　かつてラン亭が王都に来たばかりの頃ころ、宣伝のために屋台を作り、冒険者ギルドの前でラーメンを売っていたことがある。

　そのときの屋台を大ホールに持ち込み、ランとニーナが皆にラーメンを振る舞っていたのだ。

　ローラたちは屋台を作るところからラーメンを大ヒットさせるところまでお手伝いしたので、感慨深いものがあった。

　魔法学科一年が演じる『パジャレンジャー対キングドラゴン』という劇もあった。

　突如出現したドラゴンの変異種とパジャレンジャーの壮大な戦いを描いた意欲作だった。

　パジャレンジャーの着ぐるみを同じ雑貨屋で買ってきたらしく、再現度が高い。

　ドラゴンの張りぼては微妙だったが……とにかく熱意はある。

　貴族たちも喜んでいた。

「そこじゃ！　パジャレンパンチじゃ！」

　女王陛下も手に汗を握って応援している。

　本物のパジャレンジャーであるローラたち三人も、一緒に応援することにした。

「そこで次元倉庫を使った瞬間移動をするのです！」

「空間を歪ゆがませてドラゴンブレスをそらすのですわ！」

「大きなモンスターは懐ふところに潜り込むのが基本。風の魔法剣アネモイで加速して一気に近づき、雷の魔法剣ケラウノスで焼き尽くす……！」

「ぴー！」

　残念ながらクラスメイトが演じるパジャレンジャーは本物が指示するとおりには動いてくれなかったが、最後は友情パワーで勝利した。

　めでたし、めでたし。

「はひー。ちょっと疲れちゃいました」

　劇を見終わったあと、ローラは大ホールの隅にあった椅子いすに腰掛けて休憩する。

　張りぼてのドラゴンと戦ったのはローラではなく、着ぐるみの偽者にせものだ。いや、パジャレンジャーは着ぐるみ戦隊なので、もとより着ぐるみなのだが、中の人が別人だ。

　しかし応援するだけでも結構体力を使ったし、何より、皆の前で挨拶したり、知らない人と会話したりと、今日は精神力を使った。

「ふふ。ローラさんお疲れ様ですわ。改めて、十歳の誕生日、おめでとうございます」

「誕生日おめでとう。今日のローラは、いつもよりしっかり者だった」

　そこに紙袋を持ったシャーロットとアンナがやってきて、ローラの左右に座った。

　何が入った袋だろうか。

　余った料理を持って帰るのかもしれない。

「ありがとうございます！　十歳ですからね。そりゃしっかりもしますよ」

「ローラさんの十歳に対する信仰も大したものですわ。それはさておき……はい。誕生日プレゼントのマフラーですわ」

「私からは手袋だよ」

　二人は紙袋からガサゴソとそれらを取り出し、差し出してきた。

「なんと！　パーティーだけでも嬉しいプレゼントなのに……私の髪の色に合わせた桃色ですね！　ありがとうございます。似合ってますか？」

　ローラは早速、毛糸のマフラーと手袋を装着してみた。

　とても温かい。

「ええ。なにせ、わたくしとアンナさんが、ローラさんのために作った、この世界に一つしかないマフラーと手袋ですわ。似合って当然ですわ！」

「初めて作ったから、変なところがあるかも。ごめんね」

「え!?　これはシャーロットさんとアンナさんの手作りなんですか!?　二人にそんな特技があったとは知りませんでした……」

「このシャーロット・ガザードに不可能はありませんわ」

「まあ、学長先生に教わって作ったんだけど」

「アンナさん、ネタばらしをしてはいけませんわ！」

　シャーロットは慌てた様子でアンナの口をふさぐ。

　しかし遅すぎた。

　重要機密はすでにローラの耳に届いている。

「たとえ教わったにせよ凄いです。一生大切にします！」

「一生……つまりローラは、その手袋が使える大きさのままということ？」

「ああ、ローラさん……ついにその身長のままで生涯を過ごす決心をしたのですわね……わたくし嬉しいですわぁ」

「あ、いや、そういうことではありません。ちゃんと大きくなります！　でも……マフラーも手袋も大切にしますね」

「まあ、サイズが合わなくなったら、また作ってあげる」

「ですわね。ローラさんが大きくなってしまうのは残念ですが……ローラさんがどんな姿になっても、わたくしはローラさんの親友ですわ。そして百年経っても、ローラさんにジャストフィットするマフラーを作り続けますわ」

「私も。大人になってもローラに手袋を作ってあげる」

　ローラはすでにマフラーと手袋のおかげで暖まっていたが、二人の言葉で心までポカポカしてきた。

「えへへ。このマフラーと手袋が、今日一番嬉しいです。じゃあ私は次から、二人の誕生日にセーター……は難しそうなので、帽子を作ることにします」

「そう言えば、二月にシャーロットの誕生日がある。シャーロットにも手袋を作ってあげる」

「わたくしにも……！　嬉しいですわ。今年のアンナさんの誕生日は逃してしまいましたが、来年からはアンナさんにもマフラーをプレゼントですわ」

「今から楽しみですね！」

「でも、毎年同じものだと、お婆ばあちゃんになる頃には、もの凄い数が貯まっちゃうよ？」

　アンナはもっともな疑問を口にする。

　しかし──。

「それはそれでいいじゃないですか。私たちの友情が長く続いたという証あかしです」

「なんなら、ローラさんの帽子とアンナさんの手袋を、九千九百九十九個ずつ集めてもいいですわぁ」

「流石はシャーロットさん。めちゃくちゃ長生きするつもりですね！」

「目標は大きく、ですわ！」

「なるほど。九千九百九十九個はともかく、マフラーと帽子が一つ増えるごとに、私たちの友情が一年長く続いたということ。それは楽しみ」

　アンナは趣旨を理解し、深々と頷いた。

　知らない人からは無表情に見えるだろうが、かすかに笑っているのがローラには分かる。

　この三人の友情は、本当に不滅のような気がしてきた。

　それこそ九千九百九十九個たまってしまうかも。

　──と、シャーロットにつられて大きな目標を持つのはいいが、まずは最初の一個だ。

「二月までに帽子の作り方を覚えないと……！」

「ローラも学長先生に教えてもらったら？」

「そうします。それにしても学長先生は多才ですねぇ。三百年も生きている人は違います」

「わたくしが三百歳になる頃は、手芸で食べていけるようになってみせますわ」

「おや？　シャーロットさんは冒険者じゃなくて手芸のプロになるんですか？」

「あくまでプロ級の腕前を持っているだけで、手芸は趣味ですわ。能ある鷹たかは爪つめを隠すのですわ」

「ははあ……でもその頃には学長先生は六百歳なので、もっと上手になっているのでは？」

「お、追い抜いて見せますわ！」

　シャーロットが負けず嫌いなのは知っていたが、まさか手芸の腕でも大賢者と張り合おうとするとは。

　もっとも、大賢者は本気で手芸をやっているわけではないだろうから、頑張れば勝てるだろう。

「ぴー。ぴー」

　ローラの頭の上から神獣の鳴き声がした。

「この声の感じは、ハクも何か作って欲しがってる感じですね。ハクのサイズならセーターを作れるかも……？　よし。シャーロットさんの帽子を作れるようになったら、次はハクのセーターに挑戦です！」

「ぴぃ！」

「その代わり、太らないようにちゃんと運動するんですよ。私の頭の上に座ってばかりいてはダメです」

「ぴっ！」

　言われたとおりハクは羽ばたいて、その辺をクルクル回り出した。

「ふと思ったんだけど。私たちの中で最終的に一番大きくなるのはハクだよ。今はいいけど、ハクが大きくなってもセーターを作るの？」

「あ」

　アンナの言葉に、ローラは口をあんぐり開けた。

　確かに今のハクは頭に乗せても大丈夫なほど小さい。だがオイセ村の洞窟で出会った大人のハクは、家よりも遙かに大きかった。あの大きさのセーターを作るのは、材料費だけでも凄いことになりそうだ。

「……ハクが大人になるのはいつ頃なんでしょう」

「さあ。でも神獣は何百年も生きるみたいだし、ゆっくり成長するんじゃない？」

「じゃあ、その猶予ゆうよの間に手芸の腕を磨いて、毛糸を沢山買えるくらい稼がないと……！」

「百年くらい経ってハクが大人になったら、わたくしたちで協力してセーターを作るのもいいかもしれませんわ」

「それも楽しそうです！　いやぁ、長生きというのはいいものですねぇ」

「ローラ。十歳になったばかりなのに、おばあちゃんみたいなこと言ってる」

「むむ。人生を語るのはちょっと早すぎましたか……いくら十歳になったとはいえ、若さを忘れてはいけませんからね。青春はこれからです！」

　ローラは青春が何なのかよく分からないまま、キリッとした顔で語ってみた。

　するとシャーロットとアンナが、両脇からほっぺを指先でプニプニしてきた。

「キリッとした顔でよく分からないことを語るローラさんがお可愛らしいですわぁ」

「十歳になってもローラはローラ。可愛い。えい、プニプニ」

「もう、ほっぺをいじらないでください。私が歳としを取ったように、二人だって少しずつ大人になるんですから！　いつまでこんな子供っぽいイタズラをしているつもりなんですか！」

「もちろん一生」

「ですわ～～」







[image: ]




　十二月二十六日。

　ローラの誕生日の次の日であり、冬休みの初日である。

　夏休みはがっつり一ヶ月あったが、冬休みは短めの三週間だ。

　それでも長期休暇はわくわくする。

　遠くまで遊びにいけるし、毎朝起きなくてもいいのだ。

　ところが、ローラは今、ちっとも楽しくなかった。

　冬休みの宿題として出された問題集をやっているからだ。

「うーん……どうして楽しいはずの冬休み初日にこんなことを……」

　宿題に飽きてきたローラは、学食のテーブルの上に顎あごを載せる。

　朝の九時頃ごろからスタートして、まだ十二時にもなっていない。

　我ながら飽きるのが早いと思うが、飽きてしまったものは仕方ない。

「何を言っているのですか、ローラさん。昨日の誕生日パーティーで、ローラさんが言い出したことですわ。夏休みのようなことにならないよう、先に宿題を終わらせてから実家に帰ると。真面目まじめにやれば、一週間もしないで終わるはずですわ。そうすれば残りの二週間、思いっきり遊べますわ」

　ローラの真向かいに座るシャーロットは、問題集を進めながら説教してきた。

　普段はへっぽこなシャーロットだが、お勉強はよくできる。

　スラスラと問題を解いていく彼女を見て、ローラは心底うらやましく思った。

「確かに昨日、そんなことを言ってしまいましたが……十歳になったからしっかりしたところをアピールしたくて、つい勢いで……」

「なら有言実行しなくては。十歳の貫禄かんろくを見せるのですわ！」

「……分かりました。成長した私の力を見るのです！」

　シャーロットの説得で、ローラは再び問題集にとりかかる。

　昨日、王宮の大ホールで「宿題を先にやる」と宣言してしまったのだ。

　これでやらなかったら、一生の恥だ。

　十歳で一生の恥を背負うのは嫌なので、真面目にやるしかない。

「ローラ、偉い。私も頑張がんばろう」

　ローラの隣に座っていたアンナも、気合いを入れ直したようだ。

　普段はしっかりしているアンナだが、シャーロットと逆で、勉強はあまり得意ではないらしい。

　ローラほどではないが、ときどき手が止まっている。

　しかし勉強が苦手でも、こうして仲間で励まし合えば、前に進むことができるのだ！

「シャーロットさんは一人でも大丈夫みたいですが……そういう裏切り者は放っておいて、私とアンナさんで励まし合いましょう」

「そうしよう」

「ど、どうして、わたくしが裏切り者ですのッ!?」

　そうシャーロットが叫ぶと、同じように学食で宿題をやっていた生徒たちがギロリと睨にらんできた。

「おほほ……」

　シャーロットは笑ってごまかし、ぺこりと頭をさげる。

　そんな彼女を見てローラはクスリと笑うが、しかし人ごとではない。

　はしゃいでしまう性格はローラも同じなのだ。

　この中で物静かなのはアンナくらいだ。

　あとテーブルの上で、でんぐり返しして遊んでいるハクも基本的には大人しい。

　──そう考えると、私とシャーロットさんが特別落ち着きがない？

　恐ろしい事実に気づいてしまったローラは、もう十歳だから淑女しゆくじよになろうと決心した。

　もちろん淑女の前に宿題だ。

　冬休みの宿題は、二学期に習ったことの復習だった。

　食べられる草の種類とか、毒のあるモンスターとか、冒険に役立ちそうなことを習った。

　あと簡単な数学とか、理科とか、歴史の授業もやった。

　この星が球体であることや、太陽の周りを回っていることをローラは学習した。

　植物は葉緑体があるから光合成できるのであって、ローラたちがひなたぼっこをしてもご飯の代わりにならないことも、ちゃんと覚えたのだ。

「うーん……食塩水の濃度……パーセント……なぜこんな高度な計算する必要があるんですか。水に塩を入れたらしょっぱくなる。それで十分です。塩分は生きていくのに必要不可欠で、暑い日に汗をかいたら塩分を取らないと熱中症になるんです。私はこんなに塩分に詳しいのに、パーセントとかいう訳の分からない概念まで追い求める必要はありません」

「そんなことを言ってはいけませんわ。授業で習ったことを思い出して頑張るのですわ」

「裏のページに解き方が書いてあるよ。ほとんど答えに近い。あとは問題文の数字を当てはめていくだけ。頑張れローラ」

「ぴー」

　ハクも応援してくれた。

　その応援に応こたえたいのだが、頭が働かない。

　何が悪いのだろうか。

　オムレツが足りない？　いや。朝食に食べたから大丈夫のはずだ。

　ならば──。

「場所を変えて、気分転換です。代わり映えしない学食だと、やる気が出ません」

　そうローラが言うと、近くのテーブルを拭ふいていたミサキが、

「学食に罪はないでありますよぅ」

　と悲しげな声を出した。

「学食に罪はありませんが……せっかくの冬休みなのに見慣れた風景というのも、確かにつまらないですわね」

「でしょう!?　ミサキさんには悪いですが、脱学食させていただきます！」

「悲しいであります……三学期にはちゃんと帰ってくるであります……」

　と呟つぶやきながら、ミサキは別のテーブルを拭き始めた。

「でも、学食じゃなかったら、どこで宿題やるの？　夏休みみたいに寮の部屋？」

　アンナが指摘してきた。

「うーん……それはもっと見慣れた風景です。もっとこう、勉強するのにふさわしい環境で、かつ珍しい場所ってないですかね？」

「やはり勉強は静かな場所がよろしいですわ。かつ珍しい場所……王宮のお庭はどうでしょう？　静かで珍しいですわ」

「王宮は昨日行ったばかりですし……あれだけ女王陛下にお世話になった上、今度は『宿題やるからお庭を貸してください』なんて、図々しいを通り越してますよ。大賢者クラスの図々しさです！」

「確かに、学長先生ならそのくらい言いそう。というか許可も取らずに庭で昼寝とかしてそう」

「学長先生は尊敬できる人ですが、そういうところは尊敬してはいけません」

「分かっていますわ。わたくしも本気で王宮がいいとは思っていませんわ。しかし、あのように緑があって広くて静かな場所で宿題をやれば、はかどるのも確かですわ」

　シャーロットの意見はごもっともだった。

　かといって王都の外まで行って大自然の中で宿題をやればいいというものでもない。モンスターに襲われ、戦うのに夢中になってしまう。

　第一、今は冬だ。寒いのは嫌だ。

「広くて静かな場所……あ、そうだ。シャーロットさんの家って広いんですよね？」

「まあ、一般的な家よりは。学長先生の家くらいはありますわ」

「じゃあ、シャーロットさんの家に行きましょう。前から一度は行ってみたいと思ってたんです」

「同じく。私とローラの家には皆で行ったのに、シャーロットの家だけまだなのは不自然」

　アンナも同意した。

　これはシャーロットの家に行くしかない。

「わたくしの家にお二人が……」

　しかしシャーロットの声は歯切れが悪い。

　何か不都合でもあるのだろうか。

　そういえば、シャーロットの家はお金持ちというだけでなく、魔法使いの名門だ。

　大賢者が現われる前は、ファルレオン王国で最強の一族だったらしい。

　そんな家なら、両親がとても厳しいのかもしれない。

「……無理にとは言いませんよ。シャーロットさんの家は、また今度でも」

「いえ。今から行っても特に不都合はないのですが……家にお二人をお招きするなんて、照れくさいですわぁ」

　シャーロットは頰ほおに手を当て、はにかみながら言う。

「なんだ。そんな理由で躊躇ちゆうちよしてたんですか。だったら今から行きましょう」

「そうそう。照れくさいのは皆一緒。今はシャーロットが照れくさい思いをする番」

　というわけで、ローラたちは筆記用具と問題集を持ってシャーロットの家に向かうことにした。
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　王都レディオンの中心には王宮がある。

　そして王宮を取り囲むように裕福層の住居が建ち並び、シャーロットの家もそのエリアにあった。

「これがわたくしの実家ですわ～～」

「おお。確かに大きいです！」

「でも学長先生の家よりはちょっと小さい？」

「ぴー」

「そんなことはありませんわ。同じくらいですわ！」

　シャーロットは門の前で力強く主張した。

　負けず嫌いのシャーロットとしては、家の大きさでも張り合わずには済まないのだろう。

　実際のところ、シャーロットの家と大賢者の家、どちらが大きいかは測ってみないと分からない。

　敷地を囲む立派な鉄の柵と門がある。

　庭の広さは教室四つ分くらいだろうか。

　綺麗きれいに整備された芝生の中に、レンガ畳の通路が門から玄関まで延びている。

　植木の脇にはテーブルとベンチが置いてあって、外でくつろげるようになっていた。

　そして庭の奥には、二階建てのレンガの屋敷が建っている。

　窓がステンドグラスになっていて派手な印象だ。

　いかにもシャーロットが住んでいそうな雰囲気である。

「ただいま帰りましたわ～～」

　そう言ってシャーロットは玄関の横にあるヒモを引っ張り、呼び鈴を鳴らす。

　すると扉が開き、中からメガネをかけたシャーロットが現われた。

「まあ、シャロちゃま！　お帰りなさいざます！」

「ただいまですわ、お母様。今日はお友達を連れてきましたわ～～」

　なんと。

　このメガネをかけたシャーロットそっくりさんは、シャーロットの母親らしい。

　お姉さんかと思ってしまうくらい見た目が若かった。

　それにしても派手な服装だ。

　これから舞踏会に行くのかと思うくらいのドレスだ。

　しかし、きっと普段着なのだろう。

　なにせシャーロットのお母さんなのだから！

「まあ～～お可愛かわいらしいお友達ざます！　噂うわさのローラちゃまに、アンナちゃま、それとハクちゃまざますか？」

「えっと、はい。そのローラちゃまです。はじめまして」

　ローラは勢いに押されて、つい語尾にざますをつけそうになったが、ギリギリのところで思いとどまった。反射神経のなせるわざである。

「アンナ・アーネットです。シャーロットにはいつもお世話になってます」

「ぴー」

「まあ～～ちゃんと挨拶あいさつできて偉い子たちざます。お可愛らしくて食べてしまいたくなるざます！　わたくしはシャーロットの母のクリスティーナざます」

「お母様。わたくしの友達を食べてはいけませんわ」

「冗談ざます。さあ、中に入るざます」

　シャーロットの母クリスティーナは、快くローラたちを家に入れてくれた。

　魔法使いの名門という割に、堅苦しい印象はなかった。

　奇妙な語尾で面食らったが、そこはシャーロットの母親ということで納得だ。

「お母様。お父様は留守ですの？」

「お父様は鉱山の視察に行ったざます」

「そうですの……お父様にもローラさんとアンナさんとハクを紹介したかったのですが」

「いないものは仕方がないざます。それより、せっかく遊びに来てくれたなら、わたくしとお茶会するざます」

「お母様。わたくしたち、冬休みの宿題に集中するために来ましたの。ですから邪魔をしないでくださいまし」

「まあ、シャロちゃま。母親にそんなつれないことを言ってはいけないざます。たまにしか帰ってこないざますから、わたくしと遊ぶざます！」

「割とちょくちょく帰ってきているつもりですわ。とにかく、静かにしていてくださいまし」

「そんな……確かにシャロちゃまはたまに帰ってきているざます。けれど、ローラちゃまたちが来たのは初めてざます。わたくしも一緒に遊びたいざます！」

「遊びではなく勉強ですわ！」

　シャーロットが厳しい口調で言うと、クリスティーナは「よよよ」と泣き始めてしまった。

　だがシャーロットは母親に構わず、ずんずんと階段を上っていく。

「あの……シャーロットさん。お母さんが泣いちゃいましたけど、いいんですか？」

「いいのですわ。どうせ三分もすれば元に戻りますわ」

「なるほど……まさにシャーロットさんのお母さんって感じですね」

「分かる。『ですわ』と『ざます』の違いしかなかった」

「そんなことはありませんわ。わたくしのほうが、お母様より冷静ですわ！」

　そうかな、とローラとアンナは同時に首をかしげた。

　いつもローラやアンナのことを「お可愛らしいですわぁ」などと言いながら追いかけ回している人が、どの口で自分は冷静などと言うのだろう。

「わたくしの部屋はここですわ」

「へえ～～思ったより普通ですねぇ」

　広いベッドがあって。タンスや鏡台もあって。勉強机に本棚。置き時計。燭台。

　どれも高価そうな品物だが、奇抜な感じはしなかった。

「ローラさん……どんな部屋を想像していましたの？」

「こう……一面に金箔きんぱくが貼はってあったりとか。天井てんじようから光線が舞い降りてきたりとか」

「ローラさんのわたくしに対するイメージは歪ゆがみすぎですわ！」

「そうですか？　自分のことをゴージャスなんて言っちゃう人なら、金箔くらいは……」

「わたくしがゴージャスなのは内面ですわ。そんな見せかけのゴージャスを演出する必要はありませんことよ！」

「おお、ちょっと格好いいです！」

「そういうのはいいから、宿題やろう」

「は！　そのために来たんでした！」

　アンナが本題を思い出させてくれた。

　頼りになる人である。

「どこに座ってやりましょう。三人でベッドに寝そべります？」

　と、ローラはシャーロットのベッドに座ってみた。

　すると、布団ふとんの下に何かが埋まっている感触があった。

　それを引きずり出してみると、大きな犬のぬいぐるみだった。

「なんだかローラと同じくらいの大きさのぬいぐるみ」

「それはわたくしの抱き枕まくらですわ。マーガレットという名前ですの」

「なるほど。そう言えばシャーロットさんは最初、抱き枕がないせいで眠れず、私を抱き枕にしたんでしたっけ」

「そうですわぁ。ローラさんとマーガレットの抱き心地がそっくりなのですわぁ」

　シャーロットは恍惚こうこつとした顔で呟く。

「すると、私はマーガレットの代わりなんですか？　このマーガレットがあれば、私はいらないんですか？」

　ローラは少し複雑な気持ちになり、キツめの口調で問いただしてしまった。

「そ、それは違いますわ！　確かに最初はマーガレットの代わりでしたが……一度抱いただけで、ローラさんの虜とりこになったのですわ！　ローラさんの抱き枕適性はマーガレット以上ですわ！」

　慌あわてた様子でシャーロットが弁解する。

　それが可愛くて、ローラの機嫌は直ってしまった。

「冗談ですよ、シャーロットさん。私はぬいぐるみと抱き枕適性を競ったりしませんから。しかし……このマーガレットは私の前任者ということになるわけですか。挨拶しておきましょう。えーっと、ローラ・エドモンズです。今までお疲れ様でした。これからはシャーロットさんのメイン抱き枕は私が務めます。マーガレットはこの部屋で休憩していてください」

　ローラはベッドの上で正座し、ぬいぐるみに向かって頭を下げた。

　マーガレットは反応してくれなかったが、きっと魂は伝わったはずだ。

　ぬいぐるみに魂があればの話だが。

「抱き枕係の引き継ぎが終わったなら、今度こそ宿題やろう」

「は！」

　ローラは再び、アンナの言葉で我に返る。

　誘惑が多くて大変だ。

　これは宿題などやっている場合ではないという天命かもしれない。

　が、天命だとしても、宿題をやらないとエミリアに怒られる。

　人は天命に逆らってでも戦わなければいけないときがあるのだ。

「ベランダはいかがです？　丁度、三人で座れる丸テーブルがありますわ」

「悪くない。この家の庭を見ながら宿題するのは気持ちよさそう」

「宿題がなければ、もっと気持ちいいんですけどねぇ」

　ベランダに出てみると、想像していたよりも広かった。

　というのも、二階にある他ほかの部屋とも繫つながっているからだ。

　どうやらガザード家の二階は、ベランダから部屋を行き来できる作りになっているらしい。もっとも、窓に鍵かぎがかかっていたら、部屋に入ることはできないが。

「ぴー」

　パタパタ飛んできたハクが、丸テーブルの真ん中を陣取った。

　ローラたちはそれを取り囲むように問題集を広げる。

「静かな高級住宅街。見晴らしもいい。勉強するには最適な環境と言えます」

「ぴ！」

「しかし、なぜでしょう。致命的な問題がある気がします」

「ぴぃ？」

　テーブルの上でハクが不思議そうにしている。

　だが、その問題はハッキリしていた。

「十二月の寒空の下……こんなところで勉強してはかどるはずがありません！」

「よく考えてみれば当然のことでしたわ……」

「まだ雪が降ってないから、いけると思ってしまった。自分の浅はかさが恥ずかしい」

　三人と一匹はいそいそと部屋に戻る。

　そしてローラとアンナはベッドに寝転がり、シャーロットは勉強机に向かって宿題を進めることにした。

「ぴー」

　ちなみにハクはマーガレットを気に入ったらしく、その頭の上に乗ったり、腹にしがみついたりして遊んでいた。

「むむ。ハクは私の頭よりもマーガレットの頭のほうがいいんですか？」

「ぬいぐるみ相手に嫉妬しつとするローラ、可愛い」

「ああ～～食べてしまいたいですわ～～」





※






　色々とさまよったローラたちだが、ついに真面目に宿題に取り組みはじめた。

　いかに宿題が大変とはいえ、ローラたちが通っているのは冒険者学園だ。

　別に学者を目指しているわけではない。ゆえに宿題のレベルは、さほど高くはない。

　コツコツ頑張れば、余裕を持って終わる程度の量だ。それをガツガツ頑張れば、冬休みの序盤に終わる。

　理論上は正しいはず。

　もっとも、そのガツガツ頑張る集中力をどこから持ってくるのかというところは、理論に含まれていなかった。

「うーん……体が甘いものを求めています……」

「頭を使うと糖分が必要になると言いますものね」

「でも、宿題を始めてから三十分くらいしか経たってないよ？」

「三十分だろうが三分だろうが、甘いものは必要です！」

　と、ローラが大声を出した瞬間。

「そんなこともあろうかと、温かいカフェオレを用意したざます」

　シャーロットの母親クリスティーナが、お盆を持って部屋に入ってきた。

「まあ、お母様。ありがとうございます。お母様にしては普通に気が利きく対応ですわ」

「シャロちゃま。まるで普段のわたくしが普通とは違うようなことを言わないで欲しいざます」

　クリスティーナは憮然ぶぜんとした顔で言う。

「しかしお母様。昔、わたくしが近所の子供たちを連れてきたら、お母様が歓迎の踊りとやらをしたせいで、皆が怯おびえて帰ってしまったではありませんか」

「あ、あれはシャロちゃまが初めて友達を連れてきたから、少し舞い上がっただけざます」

　どうやら本当に似たもの親子らしいぞ、とローラは確信を深めた。

「まあまあ。私たちは歓迎の踊りくらいじゃ驚きませんよ。なにせシャーロットさんで慣れてますから」

「ローラ……それはちょっと失礼……」

　アンナに指摘され、ローラは口元を押さえる。

　言われてみれば、母親の前で娘を笑いものにしていることになるのだ。

　友達同士だけなら許されても、家族の前となれば話が違う。

「構わないざます。シャロちゃまが妙なことをするのは昔からざます」

「お母様！　ローラさんたちの前で噓うそはいけませんわ！」

　シャーロットは腕を動かし、あたふたした様子で母親の声を遮さえぎろうとした。

　だが、昔のシャーロットがまともだったなどとローラは想像すらできないので、クリスティーナの言葉を全面的に信じてしまう。

「クリスティーナさんがせっかくカフェオレを持ってきてくれたんです。休憩がてら、シャーロットさんの昔話を聞きましょう」

「休憩って……まだ三十分しか宿題してないのに？」

「三十分宿題をしたなら、三十分休憩するのは自然なことです。自明の理です」

「まるで自明の理じゃないけど、まぁいいか。カフェオレ、いただきます」

「いただきます！」

　宿題を中断し、コーヒータイムだ。

　気の利いたことに、ハクのカップにはストローがついていた。

　おかげでハクは誰だれの助けも借りず、チューッと飲むことができた。

「シャロちゃまは帰ってくると、いつも学園の生活を楽しそうに教えてくれるざます。ハクちゃまのことも聞いていたので、こうすると飲みやすいと思ったざます」

「大正解です！　クリスティーナさんは本当に気が利くんですね」

「ほほほ。これでわたくしがまともな人だと証明できたざます」

　それはどうだろう、とローラは思ってしまったが、もちろん口には出せない。

　とりあえず、甘いものを摂取するという当初の目的のため、カフェオレに砂糖をドバドバ入れる。

「それで。シャーロットは昔、どんなことをやらかしたんですか？」

「アンナさん！　そんなことに興味津々しんしんになってはいけませんわ！」

　シャーロットがいくら止めても、すでにこの場はシャーロットの昔話をするモードになっている。

　こうなっては、もう人の力ではどうにもならないのだ。

「シャロちゃまの昔話ざますか。やっぱりシャロちゃまの努力家っぷりを語るのが一番ざます」

「お母様……何だかんだ言いながら、わたくしを褒めてくださいますのね……！」

　シャーロットは感動したのか、目を潤ませている。

「ローラちゃまもアンナちゃまも、ガザード家が魔法使いの名門なのは知っているざますね？」

「はい。それはシャーロットさんからよーく聞かされました」

「この国で冒険者を目指す人なら、大抵たいてい知ってる」

　なお、ローラは冒険者を目指していたが、入学するまで知らなかった。

　両親のかたよった教育のおかげだ。

　特に父親のブルーノは、魔法使いを毛嫌いしている。

　だからローラは魔法に関することを一切いつさい教えられず、ひたすら剣術を習っていた。

「魔法使いの名門なら、やっぱりシャーロットさんは小さいときから厳しく魔法を教えられていたんですか？」

　ローラは昔の自分を思い出し、シャーロットの幼少期がそれの魔法バージョンだったのではと想像した。

「当然、厳しくしたざます。夫はもちろん、わたくしもＢランクの魔法使いだったざます。シャロちゃまに二人で英才教育を施ほどこそうとしたざます……なのに」

　なのにどうしたんだろう。

　小さい頃のシャーロットは意外とサボり癖ぐせがあったのだろうか。

「シャロちゃまは五歳の頃、田舎いなかに隠居したおじいさまの家に遊びに行って、昔のガザード家がファルレオン王国で最強の魔法使いだったと聞かされてしまったざます。そしてこの家の書庫で歴史を調べ……ガザード家の威光を取り戻すと言い始めたざます。いくらガザード家が名門でも、大賢者に勝てるわけがないからやめろと言ったざます。しかしシャロちゃまはわたくしや夫の言うことを聞かず……わたくしたちが出した課題以上の特訓を始めたざます。いくら叱しかってもやめないざます。心配で心配で仕方なかったざます！」

　クリスティーナは当時のことを思い出したのか、感情的に語る。

　それを聞いたシャーロットは頰を赤くし、ぶつぶつと反論する。

「め、名門と名乗るからには、最強を目指すのが当然ですわ……相手が大賢者であっても、諦あきらめては名門とは言えませんわ。普通の方法で追いつけないなら、倒れるまで特訓するのが当然ですわ」

　シャーロットの言葉を聞いてアンナが「その理屈はおかしい」と呟く。

　だがローラは同時に「その理屈分かります」と呟いてしまった。

「え？」

「ん？」

　アンナとローラは顔を見合わせる。

　はて。

　シャーロットはおかしなことをよく言うが、今のは分かりやすかったはず。どこら辺がおかしいのか、ローラはよく分からなかった。

「信念は立派ざますが、五歳の子供が毎日気絶するまで魔力を練り上げていたら、親として心配して当然ざます！　ヒモで繫いで特訓できないようにしたのに……夜中にこっそり抜け出して庭で気絶しているのは異常ざます！」

　と、クリスティーナが詳しい状況を語ってくれたので、ローラもようやく「なるほど」と異常性に気づけた。

　それにしても、いち早く気づいたアンナは凄すごい。名探偵だ。

「つ、強くなるためには必要なことですわ……」

　流石さすがのシャーロットも、当時の自分を振り返って反省したのか、口調にいつもの勢いがなかった。

　しかし、それにしても。

　魔法使いの名門一族というから、さぞ厳しく魔法を叩たたき込まれたのだろうと想像していたのに。

　実態は真逆。

「勝手に修行するシャーロットさんを、ご両親が一生懸命止めていたとは……」

「それは誤解ですわローラさん！　お父様とお母様の特訓はちゃんと続いていましたわ。独学では限度がありますもの……そして、わたくしはそれにプラスアルファ！　復習に予習！　そして限界を超えた魔力増強トレーニングですわ！」

「うーん……復習と予習までは立派ですが、限界を超えて親を心配させるのは立派じゃないですねぇ……」

「ぐぬっ……そう言うローラさんだって、わたくしと同じ状況だったら気絶するまで特訓するでしょう!?」

「それは……えっと……」

　そんなことはしない、と即答したかったが、ローラは考え込んでしまう。

　ローラの家は接近戦に強いこだわりを持っていたが、別に名門とか歴史とか、そういうのは背負っていなかった。単純に両親が接近戦マニアだっただけ。

　ならば。

　ローラの家が歴史ある剣士の家系で、しかし別の者が最強の剣士として君臨していたなら。そいつを倒すため、気絶するまで特訓したかもしれない。しなかったかもしれない。

「いや、でも、ほら。現に私は気絶するまで特訓とかしたことないので。仮定の話をされても困ります」

「うぅ……ローラさんですら味方をしてくれませんわ。悲しみで気絶しそうですわ……」

「シャロちゃまの努力家なところは素晴らしいざますが、物事には限度があるざます。正直なところ、学校でのシャロちゃまはどうざます？　お友達の口からシャロちゃまの様子を聞きたいざます」

「お任せください。私たちほどシャーロットさんの学校生活に詳しい人はいませんから」

「お安いご用」

　ローラとアンナは、シャーロットの学校生活を赤裸々に語る。

　まず入学初日のシャーロットは、ツンツンしてクールなイメージだった。

　しかし次の日の朝、目覚めるとローラはシャーロットに抱き枕にされていた。

　なかなか放してくれず、そのおかげで遅刻して先生に怒られてしまった──ということを教えてあげた。

「シャロちゃまは昔から、ぬいぐるみを抱っこしていないと眠れない子だったざます。ローラちゃまはぬいぐるみのようにお可愛らしいので、つい抱っこしてしまったざますね。しかし遅刻はダメざます」

「あ、あれは不可抗力ですわ。ローラさんの抱き心地がよすぎるのがいけないのですわ」

「人のせいにしてはいけません」

　ローラは鋭く突っ込み、シャーロットを黙らせる。

　それから、シャーロットは修行のため、先輩たちに次々と決闘を申し込み、倒していったこと。

　休日、皆で遊びに行くときでも『封魔のペンダント』という怪しげなアイテムで精神負荷を己おのれにかけ、魔力の修行をやめなかったことを語った。

「まあ！　封魔のペンダントが見つからないと思ったら、シャロちゃまが持ち出していたざますね！」

「ローラさん！　バラしてはいけませんわ！」

「あ、これは言っちゃダメな話でしたか……」

　驚いたことに、シャーロットは服の下に今も封魔のペンダントを装着していた。

　クリスティーナに没収されそうになるが、両手を合わせて頼み込むことで、シャーロットはそれを持ち歩く許可を得る。

「危ないから封印していたアイテムざますのに……」

「危なくないですわ。もう慣れてしまいましたわ」

　危ないアイテムに慣れてしまうとは、なんと危ない人なのだろうか、とローラは考え込む。

　それにしても、この調子なら一学期終盤のトーナメントの話はしないほうがいいだろう。

　シャーロットが学校をサボって山ごもりしていたとか、決勝戦で腕が千切ちぎれるまで戦ったという事実を知ったら、クリスティーナが心配のあまり泡を吹くかもしれない。

「封魔のペンダントといえば。あのとき皆で着ぐるみパジャマ買いに行ったんだよね」

　アンナが言う。

「そうでしたね。懐なつかしいです」

「あのときシャーロットは、ローラに嫌われるのを想像してわんわん泣き出した。他のお客さんに見られて恥ずかしかった」

「ああ……そんなこともありましたね……」

　あれは確か、雑貨屋さんでどの着ぐるみパジャマにしようかと悩んでいるときのことだ。

　シャーロットに『ひとりぼっちにしたら自殺しそうなくらい寂さびしがり屋だから兎うさぎがいい』と、ローラとアンナでオススメしたのだ。しかしシャーロットは違うと否定した。

　そこでアンナが、ローラに嫌われるのを想像して、と言ったら。

　シャーロットは店の中で号泣したのだ。

　だいっきらいと言ったのはシャーロットの頭の中にしかいない想像上のローラなのに。

　シャーロットは泣きながら現実のローラにしがみつき、かなりカオスな状況だった。

「あれは……わたくしの想像力の豊かさを表すエピソードですわ……！」

「他の面白おもしろエピソードといえば、ローラの実家に墜落した話」

「ああ。放課後に飛行魔法の特訓をしていたら、スピードを出しすぎたシャーロットさんが空中で気絶して、私の実家まで飛んでいっちゃったんですよね。いやぁ、たまたまお母さんが受け止めてくれてよかったです。じゃなかったら今頃シャーロットさんは地面に大穴を開けて、天災扱いされてましたよ」

「……シャロちゃま。思っていたよりも、やんちゃをしているざますね」

「おほほほ。ローラさんとアンナさんが大げさに言っているだけですわ」

　母親に睨まれたシャーロットは、目をそらしつつ笑って誤魔化ごまかした。

　しかしローラもアンナも、全く誇張していない。

　ありのままのシャーロットを語っているだけだ。

　かいつまんで話している分、むしろマイルドになっているくらいだろう。

「それに、ローラさんの実家に墜落したのはわたくしだけではありませんわ。のちにアンナさんも同じことをしたでしょうに！」

「それは確かに。面目ない」

　アンナは照れくさそうに頭をポリポリかく。

　それからローラとアンナは、文化祭のときにシャーロットがメイド服を用意してくれて大変助かったこと。ラン亭でお漏もらししそうになって大変だったこと。あと、ローラの誕生日パーティーを一生懸命準備してくれて格好良かったことなどを語った。

「シャロちゃま。おもらしはダメざます！」

「未遂ですわ！　もらしてませんわ！」

「そんなシャーロットさんのお漏らしも、私の誕生日の活躍で帳消しです」

「ですから未遂ですの！」

「そう言えば。この家ってメイドさんはいないんですか？」

「二人いるざます。一人は今日お休みで、もう一人はお使いざます」

「あれ？　二人だけ？　じゃあシャーロットさんが持ってきた大量のメイド服は一体……」

「メイドは二人でも、メイド服は沢山あるざます。毎日違うメイド服を着てもらうざます。とってもお可愛らしいざます！」

「今度ご紹介しますわぁ。お二人ともお可愛らしいのですわ～～」

　シャーロットとクリスティーナは、二人そろってふにゃりとした顔になる。

　やはり親子だ。

　血は争えない。
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　シャーロットの話で盛り上がっていると、一階からドアが閉まる音が聞こえてきた。

「お父様が帰ってきたのではありませんか？」

「多分そうざます」

　シャーロットの父親が来たなら、挨拶あいさつしておくべきだ。

　というわけで、ローラとアンナも一緒に一階に降りていく。

　ハクはまだマーガレットに夢中だったが、何となく悔しいので、抱き上げて連れて行くことにした。

「お父様。お帰りなさいですわ」

「あなた。お早いお帰りだったざますね」

「ああ、ただいま。シャーロットもいたのか……それと……シャーロットのお友達かな？　いらっしゃい。よく来たね」

　居間に行くと、高そうなスーツとシルクハットで身を包んだ紳士がソファーに腰掛けていた。

　年齢は三十代半ばくらいだろう。

　彼がシャーロットの父親のようだ。

　整った顔立ちで、とても長い口ヒゲを左右に伸ばしている。

　そのヒゲの先端がくるりと丸くなっていて、とても面白おもしろい。

　だが、そんな面白い形のヒゲを生やしたシャーロットの父親は、とても深刻そうな顔をしていた。

「ローラ・エドモンズです。こっちは神獣ハクです。シャーロットさんの友達です」

「ぴー」

「私はアンナ・アーネットです。お邪魔しています」

「ああ、君たちが。シャーロットから話は聞いているよ。娘と仲良くしてくれて、ありがとう。私はシャーロットの父のアーサー・ガザードだ。よろしく」

　彼は笑みを浮かべてそう言ったが、どこか暗く沈んだ声だった。

「あなた。鉱山で何かあったざますか？」

　クリスティーナは心配そうに夫の隣に座る。

「……ああ。とんでもないことだ。正直、どう説明したらいいか分からない。しかし……もしかしたら、もうあの鉱山は放棄するしかないかもしれない。女王陛下から管理を任された鉱山なのに……いや、それよりも、まずは作業員を救出しないと……」

　そう言ってアーサーは頭を抱えてしまった。

　詳しいことは分からないが、ガザード家で掘っている鉱山で、大変なことが起きたようだ。落盤事故か何かだろうか。

「お父様。頭を抱えていないで、わたくしたちにも説明してくださいまし。もし人命に関わることでしたら、一刻も早く動かないと取り返しがつきませんわ！　もしガザード家の力だけではどうにもならないのでしたら、陛下や学長先生の力も借りるべきですわ」

「……そうだな。シャーロットの言うとおりだ。恥や外聞を気にしているときではない。我がガザード家はご先祖様の功績により、王家が所有する炭鉱の一つを採掘させていただいているのは知っているな？」

「ええ、もちろんですわ」

「その炭鉱を掘っていたら……とんでもない物を掘り当ててしまったんだ！」

「とんでもない物？　それは一体なんですの……？」

「私も詳しいことは分からない。四角いテーブルと布団ふとんを組み合わせたような形をした、奇妙な物体だ。それが坑道の奥から次々と現われた。その物体に取り込まれた者は、恍惚こうこつとした顔になり……二度と抜け出せなくなってしまうのだ。私もその物体に襲われそうになったが、何とか逃げ延びてきた。作業員たちを見捨てて……私は一人も助けることができなかった！」

　アーサーは唇を嚙かみしめ、目の前のテーブルを叩たたく。

　が、感情を爆発させたのはその一瞬だけで、すぐに深呼吸した。表面上は落ち着いたように見える。

「……私は女王陛下に報告に行ってくる。シャーロットは大賢者に王宮まで来てくれるよう頼んでくれないか？　大賢者とは親しくしているのだろう？」

「ええ。学長先生はお優しい方ですから、きっと相談に乗ってくれますわ」

「助かる。ローラくんにアンナくん。せっかく来てくれたのに、せわしなくて申し訳ない」

　アーサーはそう言って屋敷を出て行った。

「た、大変なことになったざます。何だかよく分からないけど大変ざます！」

「大丈夫ですわ、お母様。わたくしたちと学長先生で、どんなピンチも解決ですわ！」

「シャロちゃま……とても頼もしいざます！　知らないうちに立派になっていたざますね！」

「おほほほほ。いつまでも子供ではありませんわ。さあ、ローラさん、アンナさん、ハク。学長先生を起こしに行きますわよ！」

　母親に褒められて上機嫌になったシャーロットは、高笑いを上げながら走り出した。

　ローラは、冬休みの宿題はどうなるんだろう、と思いながらそれを追いかけた。
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「やはり学長先生は仮眠室でしょうか？」

「多分、そうだと思う」

「とりあえず突撃ですわ」

「ぴー」

　というわけで仮眠室への入り口までやってきた。

「ローラさん。お気をつけて。入り口の結界が復活していますわ！」

「なんと！　しかし、前にも突破したことのある結界です。問題ありません！」

　ローラは扉にかけられた術式を一瞬で解除。

　その奥にあった通路に侵入。

　侵入者を弾はじき返そうと魔力が押し寄せてくるが、力業ちからわざで突き進み、仮眠室に辿たどり着く。

「がくちょうせんせー！　今日も元気にトラブルのお知らせです！」

「むにゃむにゃ……元気なのはいいけど……どうして冬休みの初日からトラブルなの？　ローラちゃん、十歳だから落ち着くとか言ってなかった？」

　布団の中から大賢者の声が聞こえる。

　大変ごもっともな話だが、トラブルを起こしたのはローラではない。

　文句を言われても困る。

「私は落ち着いています。落ち着いていないのは、ガザード家の鉱山です！」

「あら。いつもと違うパターンの話ねぇ。どういうこと？」

　大賢者はようやくむくりと起き上がり、アクビをしつつも、ローラの話を真剣に聞くつもりになったらしい。

「えっとですね。ガザード家が管理している炭鉱で、変なものを掘り当ててしまったらしいんです。四角いテーブルと布団を組み合わせたような物体？　が人々を取り込んでいる？　みたいなことをシャーロットさんのお父さんが言っていました。何のことだかサッパリ分かりませんが、深刻そうな気配だけは伝わってきました！　それで学長先生に王宮まで来て欲しいんだそうです」

「四角いテーブルと布団を組み合わせたような物体？　うーん……どこかで聞いたことがあるような、ないような……」

「おお。流石さすがは学長先生。心当たりがあるんですね。頼もしいです！」

「いや。あるような、ないような、だからね？」

「それでも全くないよりはマシですよ。さ、王宮に行きましょう」

「まだ眠いのに……ローラちゃんは人使いが荒いんだから」

　大賢者は目をこすり、大きく背伸びをしてベッドから這はい出した。

　そして皆で一緒に、王宮まで飛んでいく。

　飛ぶように素早く走るのではなく、本当に飛ぶのだ。道に沿って進まなくていいので大変便利である。
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　王宮の門は、大賢者の顔パスで通ることができた。

　しかし大賢者はいまだに、むにゃむにゃと眠そうで素早く歩いてくれない。

　仕方がないので、ローラとアンナで手を引っ張り、シャーロットがその背中を押して王宮の廊下を進む。

　ハクはその辺を飛びながら「ぴ、ぴ」と応援してくれた。

「お待たせしました。学長先生をお連れしました！」

「ローラか。入るがよい」

　執務室から女王陛下の声がしたので、ローラは扉を開ける。

　すでにアーサーも来ていた。彼は青い顔で突っ立っていた。

　なにせ王家から採掘を任された鉱山で、トラブルを起こしてしまったのだ。

　いかにシャーロットの父親であっても、平静ではいられない。

「話はアーサーから聞いた。別にガザード家の責任ではないから、アーサーもシャーロットも気に病むな。それで大賢者。何か心当たりは……そなた、まだ眠っているのか？」

　女王陛下は、うつらうつらしている大賢者に呆あきれた視線を向ける。

「むにゃむにゃ……起きてるわよぉ……」

　半分は起きている。しかし半分は寝ているように見える。

「学長先生。いい加減、起きてくださいよ」

「トラブルを解決してくださったら、わたくしがいくらでも膝枕ひざまくらや抱き枕をしますから」

「あんまり起きないと、電撃を喰くらわすよ」

「大丈夫、大丈夫……七割くらいは起きてるから」

　なるほど。

　徐々にではあるが、まぶたが開いている。確かに七割くらいだ。

　普通の人の七割だと頼りないが、大賢者の七割なら大丈夫だろう。

「それで大賢者殿。炭鉱に現われた四角いテーブルと布団を組み合わせたような物体……何か心当たりはありませんか？」

　アーサーはすがるような口調で言う。

　かつてのガザード家は大賢者のライバルだったらしいが、アーサーからはライバル心を感じない。

　もっとも、いつか大賢者よりも強くなると豪語しているシャーロットとて、頼るときは頼りまくるので、ライバル心は関係ないのかもしれない。

「確証はないけれど。昔読んだ本に、似たようなのが載ってたわ。コタツっていうんだけど」

「コタツ？」

　アーサーは不思議そうな声を出す。

　ローラたちも聞き慣れない単語に、首をかしげた。

「えっとね。コタツは古代文明で使われていた暖房器具らしいの。遺跡から発掘された古文書に記録が残っていて……現物はまだ見つかっていないから、炭鉱から出てきたのが本物のコタツなら、大発見よ」

「ほほう。古代文明の遺物か。しかし暖房器具がどうして人々を襲っているのじゃ？」

「そこまでは分からないわ。もしかしたらコタツじゃないかもしれないし。とにかく現地に行ってみないことには始まらないわね」

「ふむ。では、調査を頼むぞ。妾わらわもコタツとやらを見てみたいのじゃが……」

　女王陛下が好奇心に釣られて危険な場所に行き、万が一のことがあったら大変だ。

　偉い人には色々な気苦労があるのだなぁ、とローラは一つ賢くなった。
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　アーサーの案内で、炭鉱まで向かう。

　流石はガザード家の当主だけあり、ローラから見てもスムーズな飛行魔法だった。

　スムーズ過ぎてハクが自力で付いてこられなかったので、ローラの頭にしがみついてもらった。

「ぴー」

「ハクはやっぱり私の頭の上が好きなんですね」

「ぴぃ」

　ハクは鼻先でローラの頭をすりすりした。

　可愛かわいい。

　ずっとこのまま小さいハクだったらいいのになぁ、と考えてしまうが、そういうわけにもいかない。

　何年先のことになるか分からないが、いつかはハクも成長して、ローラの頭に乗らなくなってしまう。

　夏休みにオイセ村で見た先代ハクが最終的な大きさなのだろう。

　あれを頭の上に乗せるとしたら、それこそ山のような身長が必要だ。

　ローラは早く大きくなりたいと思っているが、いくらなんでも山は困る。

　きっと、オムレツをいくら食べても食べ足りないに違いない。

　ローラ専用のオムレツ製造工場が必要になってくる。

　それはそれで嬉うれしい気もするが、他ほかの皆がオムレツを食べられなくなりそうなので、やはりダメだ。

　ローラはもう十歳なので、自分さえオムレツを食べられたらそれでいいというスケールの小さな考え方はしないのである。

　それにしても、ハクのことを考えていたら、シャーロットの気持ちが分かったような気がする。

　分かったところで、小さいままでいてやる気は沸わいてこなかったが……。

「あの山が炭鉱です」

　先頭を飛ぶアーサーが前方を指さした。

　そこにはなだらかな山と、町があった。

　炭鉱で働いている人たちが住む町なのだろう。

「まずは町に行きます。しかし物体に気づかれないよう、今から高度を落とします。私に付いてきてください」

　アーサーの言葉に、全員が頷うなずく。

　大賢者が一緒なのに警戒しすぎではないかという気もするが、相手は未知の存在。もしかしたら古代文明の遺物かもしれない物体だ。念には念を入れて当然かもしれない。

　町に降りると、とてつもなく静かだった。

　空から見た感じでは、千人以上は住んでいそうに見えたが。

「……誰だれもいないんですか？　皆さん、逃げちゃったんでしょうか？」

「いや……物体に取り込まれたんだ」

　ローラの疑問に、アーサーが重々しい声で答える。

「お父様……取り込まれると、どうなってしまいますの……？」

「言葉で説明するよりも、実際に見てもらったほうが早い。こっちだ。十分に警戒して進んでくれ。どこから物体が現われるか分からない……」

　ローラたちはゴクリとツバを飲み込んでアーサーを追いかける。

　大賢者すら緊張した顔だった。

　そして道を曲がると──そこには異様な光景が広がっていた。

　それは確かに、四角いテーブルと布団を合体させたような物体だった。

　それが道のあちこちにあり、布団から人の頭がちょこんと出ている。

　一つにつき一人。

　誰も彼もが物体から逃げようともせず、恍惚とした顔で寝そべっている。

「ど、どうしてこんなことに……？　皆さん、道の真ん中で寝ちゃダメですよ！」

　ローラは一番近くにいた男の人に駆け寄り、その頰ほおをぺしぺし叩く。

　すると彼はうっすらと目を開き、にへらぁ、と笑った。

「へへ……分かってる……分かってるんだけど……ここから出られねぇ……いや、出たくねぇんだ。最高に気持ちいい……」

　そう言って彼はまた目を閉じ、幸せそうな顔で眠りについた。

「物体に取り込まれた者は、皆こうなってしまう……自分の意思で動こうとしないのだ」

「自分の意思で動けないなら、引っ張り出せばいいんです！　えいっ、えいっ」

　ローラは布団の中に手を入れ、男の腕をつかんで引きずり出そうとした。

　が、動かない。

　まるで釘で打ち付けてあるかのように動かない。

　これ以上強く引っ張ったら、この人の腕が千切ちぎれてしまう。

「ぐぬぬぬぬ。こちらの人も動きませんわ」

「こっちも同じく」

　シャーロットとアンナも別の人に同じことを試みるが、結果は変わらず。

　それにしても、取り込まれている人たちの気持ちよさそうなこと。

　この世の幸福を全て集めたような顔をしている。

　ローラもちょっと中に入ってみたくなるほどだ。

「……この形。私が読んだ本に載っていたコタツの図とそっくりだわ」

「すると、これらはやはりコタツなのですか？」

　アーサーが大賢者に質問する。

「見た目はね。でも……ただの暖房器具だろうと本には書いてあったのに……いい加減なことを書く著者ね。抗議の手紙を送ってやらなきゃ」

　大賢者は憮然ぶぜんとした顔で言う。

　かの有名な『麗うるわしき大賢者』から抗議の手紙が届いたら、著者は震え上がるだろうか。それとも喜ぶだろうか。

　いずれにせよ、古代文明は数千年も昔の文明なので、それについての研究が間違っているのは仕方がない。

　今回の発見により、コタツの研究が進むだろう。

　人類史に新たな一ページが刻まれるわけだ。
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「このコタツ。壊しちゃダメなの？」

　アンナが疑問を口にする。

「私も破壊を試みたが、力加減が難しい。半端はんぱな力では傷一つつかないし、あまり強い攻撃魔法を使うと、取り込まれた者まで傷つけてしまいそうで……」

「なるほど。でも剣ならいけるかもしれない」

　アンナは背負っていた二本の魔法剣──雷の魔法剣ケラウノスと風の魔法剣アネモイを抜き放つ。

　そして同時にコタツへと振り下ろす。

　見とれるほど美しい斬撃だった。だがコタツに跳はね返されてしまう。

「……本当に硬い。もっと強い斬撃だと中の人まで斬っちゃいそうだし」

「学長先生。何かいいアイデアはありませんか？」

　ローラは大賢者に質問する。

「うーん……これって町の人全員が取り込まれてるんでしょ？　助ける方法を見つけても、一人ずつやってたら時間がかかりすぎるわ。アーサーさん。コタツがどこから現われたか分かるかしら？」

「ええ。新しく掘った坑道の奥からです。案内しましょう」

　アーサーがそう言った瞬間。

　山のほうから、コタツが飛来してきた。

　その数、二十個。

「迎撃です！」

「お任せですわ！」

　ローラたちは攻撃魔法を放つ。アンナもケラウノスから電撃を飛ばしてコタツを攻撃する。

　今回は中に人がいない。手加減せず、思いっきり攻撃できる。

　大賢者は魔力の放出が桁けた違いに素早く、光の弾たまで十個のコタツを消し飛ばしてしまった。

　ローラも負けじと火球で六個のコタツを爆散させた。

　そして残る四個には、シャーロットとアーサーの攻撃魔法。アンナの電撃。そしてハクの炎の息が襲いかかる。

　どれも強力な一撃だった。

　だが、四個のコタツは表面を焦こがしながらも、速度を保ったまま向かってくるではないか。

「そんな、わたくしの魔法が効かないなんて……！」

「へえっ、流石は古代文明の遺物ね！」

　大賢者は十発の強力な攻撃魔法を放ったばかりなのに、更さらに続けて四発撃った。

　それで全てのコタツを撃墜したかに思えた。が、一つのコタツが回避行動を取り、突き進んでくる。

「てりゃっ！」

　大賢者が撃ち漏もらしたコタツに、ローラが火球を放つ。

　直撃。爆散。

「ローラちゃん、ナイスフォローよ。ありがとう」

「えへへー。でも私が間に合わなくても、学長先生はもう一発撃てましたよね？」

「撃てたけど、疲れちゃうから」

　それはそうだろう。

　せっかく大人数で来たのだから、大賢者にばかり働かせないで、ローラたちで負担を軽減してあげるのだ。

「シャーロット、危ない！」

　コタツの一団を倒し、気が緩ゆるんだそのとき。

　アーサーが叫んでシャーロットを突き飛ばした。

　瞬間、さっきのコタツとは別方向からコタツが一つ飛来し、アーサーを包み込んでしまった。

「なっ！　お父様……お父様！」

　シャーロットはコタツにすがりつく。

　その様子をローラたちは愕然がくぜんと見つめるしかない。

　ここが敵陣のまっただ中だというのに。

　見えている敵を倒しただけで安心してしまった。

　完全にローラたちのミス。

　そんな中、アーサーだけが新たなコタツに気づき、娘を守ったのだ。

「シャーロット……私はもうダメだ……この地図をお前に託す……」

「そんな……お父様、コタツから這い出してくださいまし！」

「無理だ……気持ちよすぎてあらがえない……こうやって腕を出すのも本当は嫌なんだ……さあ、早く地図を……」

「うぅ……お父様……」

　シャーロットは涙を流しながら差し出された地図を受け取る。

　するとアーサーはすぐに腕を引っ込め、とろーんと幸せそうな顔になる。

「ああ……コタツとはこんなにも素晴らしいものなのか……シャーロット……お前も早くコタツに取り込まれるといい……恐れることは何もない」

「お父様!?　何を仰おつしやいますの！　わたくしたちはコタツに取り込まれた人々を救いに来たというのに……！」

　シャーロットは泣き叫ぶ。

　しかしアーサーはもう何も答えない。

　静かにまぶたを閉じ、すやぁと眠るだけだ。

「ごめんなさいシャーロットちゃん……私がもっとしっかりしていれば……」

「私もです……コタツの気配をまるで感じることができませんでした……」

「モンスターなら殺気があるのに。コタツは気配もなく忍び寄ってくる……でもシャーロットのお父さんだけは気がついた」

「わたくしたちが油断していた中、お父様だけは周囲を見回していたのですわ……お父様のためにも、コタツを止める方法を見つけるのですわ……！」

　シャーロットは涙を拭ぬぐって立ち上がる。

　その表情に悲壮感はなかった。絶対に父親を助けるのだという決意だけがあった。

　それを見てローラたちも気を引き締める。

　まずはアーサーから託された地図に従い、コタツが現われたという坑道に向かうのだ。

「あのコタツがもし全世界に広まったら……人類は破滅です！」

　もう一瞬たりとも油断は許されない。
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　山にはいくつか坑道が掘られていたが、アーサーの地図のおかげで、目的の坑道はすぐに分かった。

　ローラたちは大岩の陰に隠れ、坑道の様子をうかがう。

　その入り口の近くで、五個のコタツが飛んでいた。

　だが、見えているのが五個だからといって油断はできない。

　ローラたちがそうしているように、コタツもどこかに隠れている可能性がある。

「どうしましょう？　正面突破で行きますか？」

　とローラは提案する。

「……危険すぎない？」

　アンナが疑問を口にする。

「危険は確かですが、入り口はあれ一つ。悩んだところで正面から行くしかありませんわ」

「……じゃあ、私が囮おとりになってコタツたちの注意を引きつけて、その間に皆が坑道に入っていくとか」

「それこそ危険すぎますわ！　それではアンナさんが確実にコタツの餌食えじきになってしまいますわ」

「そうだけど……皆がコタツを止める方法を見つければ、万事解決」

　と呟つぶやいてアンナは勝手に出て行こうとした。

　が、大賢者がその後ろ髪を引っ張って岩陰に戻す。

「……学長先生、痛い」

「ごめんごめん。でも引っ張らないと囮になるつもりだったでしょ」

「でも、ほかに引っ張るべき場所があったと思う。ハゲたら学長先生の責任」

　アンナは後頭部をさすりながら、不満そうに言う。

「そのくらいじゃハゲないわよー。それより、一人だけ出るなら、それは私の役目でしょ？」

「学長先生が囮になるんですか!?」

「そうそう。私が全てのコタツを引きつけて、それで全て倒しちゃうから。あなたたちは安全になったら、ゆっくり来てね」

「おおっ、学長先生ならではの大胆な作戦！」

「……その手があったか」

　ローラとアンナは、その完璧かんぺきな作戦に深く頷く。

　だが、シャーロットはいまいち納得できないといった顔だ。

「いくらなんでも学長先生におんぶに抱っこ過ぎますわ。ここは一つ、わたくしが──」

「シャーロットさん。今はそういう向上心はいりませんから」

「そう。意地を張るのは、もうちょっと余裕があるときにやるべき。今は本格的な危機だから」

「ぴ！」

　ハクにも厳しい口調で止められ、シャーロットはようやく観念した。

「分かりましたわ……では学長先生。お任せしますわ……」

「任せておきなさーい」

　大賢者は颯爽さつそうと大岩から飛び出していく。

　それに気づいたコタツたちは、一斉に大賢者に向かっていく。

　やはり五個だけではなかった。

　その辺の岩の陰から、次々とコタツが現われる。

　更に坑道の奥からもわらわらと飛び出してきた。

　ザッと百個はいるだろうか。

　それだけのコタツが大賢者を取り囲み旋回する光景は、不気味の一言。

　大賢者は攻撃魔法でコタツの数を減らしながら、走ってローラたちから距離を取る。

　そして炎の精霊を召喚。

　大きさは人間と同じサイズだが、そこに込められた魔力は極めて膨大だ。

　エミリアよりも強いかもしれない。

　そんな精霊が、コタツと同じ数だけ現われ、一斉に体当たりを仕掛ける。

　コタツたちは逃げ惑うが、精霊の追尾を振り切れず、瞬く間に燃え上がった。

「凄すごい……一瞬で全てのコタツが消し炭に！　私も練習しないと！」

「毎度のことですが、学長先生の魔法は素晴らしいですわ。魔力が凄いだけでなく、コントロールの精度が神業かみわざですわ！」

「凄すぎて私にはよく分からなかった」

「ぴー」

　大賢者の技を見て、それぞれが感想を口にする。

「うふふ。これで大丈夫かしら？　でも、念には念を入れて、精霊たちは実体化したままにしておきましょう。一体だけ坑道の中に連れて行って、あとはここで見張りを──」

　そう語りつつも、大賢者は周囲への警戒を怠っていなかった。

　ローラたちだって、どこからコタツが現われてもいいように身構えていた。

　なのに。

　完全に予想外のところから。

　地面を割って、大賢者の真下からコタツが現われたのだ。

「「「学長先生っ！」」」

　ローラたちは叫ぶ。

　これが普通の攻撃だったら、いかに不意打ちであろうと、そして直撃であろうと心配することはない。

　だが、コタツに包まれるというのは、攻撃とはまた違うのだ。

　誰もが恍惚とした顔になり眠ってしまう。

　ある意味、攻撃の真逆。

　大賢者はそんなコタツに飲み込まれ──次の瞬間、炎の精霊が全て消えてしまった。

「ああ～～コタツって気持ちいいわぁ～～」

　そしてコタツの中から、幸せそうな大賢者の声がした。

　人類は希望を失った。

　かつてない絶望が押し寄せる。
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「学長先生、しっかりしてください！　学長先生ならコタツにもあらがえるはずです！」

　ローラは真っ先に大賢者に駆け寄り、コタツから引っ張り出そうと試みる。

　普通の人間と違って、大賢者なら本気を出しても千切れたりしないはずだ。

　彼女の両腕をつかみ、ローラは引っ張る。

「うーん、うーん」

　それでも大賢者は抜けません。

「ローラさん、お手伝いいたしますわ！」

「私も」

　シャーロットがローラを引っ張り、アンナがシャーロットを引っ張る。

　それでも大賢者は抜けません。

「ぴー、ぴー！」

　ハクはパタパタ飛び回りながら声援を送ってくれた。

　それでも大賢者は抜けません。

「あ、そうだ！　コタツを次元倉庫にしまっちゃえばいいんです。どうして今まで気づかなかったんでしょう」

　ローラは大賢者の腕を放した。

　その瞬間、シャーロットとアンナに引っ張られ、後ろに倒れてしまう。

　だが、シャーロットの胸がクッションになったので、ローラは痛くなかった。

　代わりに一番下になったアンナが「ぐえっ」と苦悶の声を出す。

　ローラはコロコロ転がって移動してから、次元倉庫の門を展開。

　コタツを〝向こう側の世界〟へと送ろうとした。

　が。

「あれ？　門を開けない……というか……学長先生が妨害してる!?」

「ごめんなさいローラちゃん……私はコタツから出たくないの……いえ、出なきゃいけないってのは分かっているのよ。でも……ああ、ダメだわ。身も心もコタツに支配されていく……」

「本当ですか!?　本当に支配されているんですか？　ただたんにお昼寝したいだけじゃないですよね！」

「私のお昼寝したいという意思と、コタツの魔力がせめぎ合って……脱出不可能になっているのよ」
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「それ、せめぎ合ってません！　協力し合ってるじゃないですか！」

　と、ローラが叫んだとき。

　上空からコタツの大群がやってきた。

　迎撃しようと、ローラたちは身構える。

　しかし、それより早く、炎の精霊が現われ、コタツたちを焼き尽くす。

「学長先生……？」

「……ここから出ることはできないけど、コタツと戦うことは何とかできるわ……精神力を使うから、召喚できる精霊は十体くらいだけど……さあ、ローラちゃん。シャーロットちゃん。アンナちゃん。ハク。ここは私が守るから。あなたたちは坑道の奥にあるナニカを見つけるのよ！　人類を救うにはそれしかないわ！」

　大賢者は必死の形相ぎようそうで叫ぶ。

　凄い精神力だ。

　今まで見てきたコタツに取り込まれた人々は、ふにゃりとした顔で横たわるばかりだったのに。大賢者はギリギリのところで自我を保っている。

「分かりました……学長先生、あとは任せてください！」

「お父様も学長先生も、そして人類も救って見せますわ！」

「命に代えてもコタツを止めてみせる……！」

「ぴー！」

　大賢者を一人ここに置いていくのは気が重い。

　だが、それしかないのだ。

　ローラたちは涙をのんで坑道に入っていく。

　ローラは人間サイズの雷の精霊を召喚し、先頭を歩かせる。

　明かりになるし、コタツが飛んできたら囮にもできる。

「ハクは前を見ていてください。コタツが来たら炎を吐いて攻撃を。後ろの警戒はシャーロットさんとアンナさんにお任せします」

「ぴ！」

「このシャーロット・ガザード。絶対にローラさんをお守りしますわ！」

「学長先生が頑張がんばっているから大丈夫だと思うけど……全力でローラを守る」

「ええ!?　私を守るとかじゃなくて、皆で進むんですよ？」

「それは違いますわ。学長先生がコタツに取り込まれてしまった今、人類最強はローラさん。この先に何が待ち受けているのかは分かりませんが……古代文明の遺物が相手。太刀打ちできそうなのは、全人類の中でローラさんだけですわ」

「そういうこと。私とシャーロットを犠牲にしてでもローラは先に進むべき」

　ローラは何か反論しようと思ったが、客観的に考えて、それは事実だった。

　ローラの肩には、途方もなく重い責任が乗っていたのだ。

「……できるだけ皆で行きましょう！」

　それでもローラは親友を切り捨てるようなことはしたくない。

　想おもいを口にして、あとは無言で進んでいく。

　幸いにも、いくら進んでもコタツは現われなかった。

　もしかしたら罠わなかもしれないが、上等だ。

　罠ごと粉砕してやる。
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　やがて──。

　坑道が急に広くなった。

　雷の精霊が放つ光が端まで届かないほどの空間。

　そこに家のように大きなコタツが鎮座ちんざして待ち受けていた。

「来たか、人の子らよ」

　その大きなコタツは、人間の言葉で語りかけてきた。

　コタツが喋しやべったことにローラたちが驚いていると、コタツは更に言葉を紡つむぎ続ける。

「我が名はマザーコタツ。全てのコタツを統すべる存在。さあ、人の子らよ。幸せな眠りを授さずけよう」

　マザーコタツを名乗るそれの中から、小さなコタツが無数に現われた。

　百……いや、二百。まだまだ増えていく。

「こ、これは数が多すぎますわ！」

「一度、退却しなきゃ」

「背中を見せたらやられます！　次元倉庫、展開！」

　ローラは次元倉庫の門を開き、向かってくるコタツを次々と転送していく。

　どんな攻撃であろうと敵であろうと、届かなければ意味がない。

　次元倉庫の門による盾は、鉄壁の防御だ。

　だが、次元倉庫の門を開きっぱなしにするというのは、ローラにとって初めての経験だった。

　それが想像以上に魔力を消費する。

「ローラ！　小さいコタツより先に、あの大きなコタツを次元倉庫に送ったほうがいい！」

　アンナが叫ぶ。

　ハッとしたローラは、巨大コタツを門に取り込もうとした。

　が──。

「門を開けない!?」

　小さいコタツは問題なく取り込める。

　しかし巨大コタツを次元倉庫に送ろうと試みても、門は開いてくれなかった。

「次元倉庫を使えるとは、見た目に反してハイレベルな魔法使いのようだな。しかし次元に干渉することくらい我にもできる。マザーコタツを甘く見るな！」

　何ということだろうか。

　こんな布団と机が合体したような物体が、次元倉庫を無力化してくるとは。

　古代文明の技術力が恐ろしい。

「ヤバイ……です……これ以上、持ちません……」

　すでに数分が経過している。

　向かってくるコタツたちを次元倉庫に送り続けたローラは、すでに魔力がゼロになりかけていた。

「ローラさん、頑張るのですわ！　全てのコタツを飲み込めばローラさんの勝ちですわ！」

「手伝えないのがもどかしい……頑張れ、ローラ」

「ぴー！」

　応援がありがたい。

　しかし、それだけで魔力が回復するほど、世の中は都合よくなかった。

　ローラの魔力は次元倉庫の門を維持できないほど減り、ついには門の盾の隙間からコタツが侵入してきた。

　その隙間からコタツが侵入してきた。

　だが。

「光よ。我が魔力を捧げる。ゆえに契約。敵を粉砕せよ──」

　そのときすでに、シャーロットの呪文じゆもん詠唱は完了していた。

　渾身こんしんの魔力を込めた光の砲撃が、六つのコタツをまとめて貫く。

　更にコタツが侵入してくる。

　と、同時に、アンナが二本の魔法剣をきらめかせる。

　まず強烈な竜巻がコタツたちに襲いかかり、動きを封じる。続いて雷撃がほとばしり、コタツのことごとくを粉砕せしめた。


「ピィィィィィィ！」



　更に、ローラの頭の上からハクが光線を吐いた。

　ハクが自力で吐けるのは炎だけで、ローラが強化魔法をかけてやらないと光線にはならなかったはず。なのに光線。いつの間にか、ハクも成長したのだ。

　そんな皆の協力を得てもなお。

　コタツたちの数は減らない。

　マザーコタツから無限にコタツが湧き出してくる。

　そして、ついに。

　ローラも、シャーロットも、アンナも、ハクも。

　それぞれコタツに取り込まれてしまう。

「不覚、です……本当に身動きできません……それどころか、コタツから出たくないと本能が訴えています……」

「そんな、このわたくしが……わたくしのド根性が通じませんわ……あらがえませんわ……」

「このまま眠ってしまいたい……そのことを幸せだと感じてしまう……」

「ぴぃ……」

　コタツの中からローラたちは、マザーコタツを睨にらみつける。

　しかし、その睨みもさほど鋭いものにはなっていないだろう。

　今にも眠ってしまいそうなのだから。

「これで、この一帯の人間は全て取り込んだ……やがては大陸中の人間に眠りをもたらしてくれようぞ」

「なぜです……なぜ人間を眠らせるんですか？　古代文明は何のためにコタツを作ったんですか……？」

　ローラは気力を振り絞って尋ねる。

「知れたこと。人間を冬眠させるためだ。寒く厳しい冬を、快適なコタツの中で眠り、春までぐっすり眠る。お前たち人間は、そのために我を作ったのであろうが」

「……え？」

「ふふふ。コタツの中は温かいだけではない。魔法技術の粋すいを結集した、完全なる生命維持機能もある。強力な防御結界により、外敵からの攻撃にも堅牢！　コタツで冬を越せば……リフレッシュ！　春に目覚めたとき……お前たち人間はすこぶる健康になり、新しい一年を楽しく過ごすのだ！　ふはははははははっ！」

　マザーコタツは高笑いを上げる。

　そんなことは絶対にさせません、とローラは叫ぼうと思ったが、させないほうがいいのか、ちょっと分からなくなってきた。
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「どうしましょうシャーロットさん、アンナさん。春になれば目覚めるらしいので……このまま寝ちゃってもいいような気がしませんか？」

「何を仰るのですローラさん！　お父様や学長先生の犠牲の上にここまで来たことをお忘れですの!?」

「いや、だから、その二人も春になったら目覚めるんですよ」

　そうローラが言うと、マザーコタツが補足する。

「ふはははは。そのとおりだ。しかも、すっきり最高の目覚めだぞ。腰痛や肩こりも治ってしまうのだ！」

「なっ……そう言えば最近、お父様は肩こりが酷ひどいと嘆いていましたわ……すると、このままのほうがお父様のために……？」

　シャーロットがうろたえる。

　ローラもますます、コタツは人類の役に立つのではという考えに傾いてきた。

　しかし、アンナが本質をズバリと突く。

「待って。健康にはいいかもしれないけど、春まで寝たままだと冬休みの宿題ができない。それどころか三学期まるごと休みになる。先生に怒られるよ」

「はっ！　しかも楽しい冬休みも消えてしまいます……あやうく騙だまされるところでした！」

「そんなことだろうと思っていましたわ！　聡明そうめいなわたくしたちを騙すなど不可能ですわ！」

「いや……我は特に騙すとかは考えていないのだが……まあ、よい。いくらお前たちが拒んでも、冬眠の時間だ。なにゆえにもがき起きようとするのか。眠りこそ我が喜び。眠りゆく者こそ美しい。さあ我が腕の中でねんねんころりよ、おころりよ。ぼうやはよい子だ、ねんねしな！」

　マザーコタツの言葉が、眠気を誘ってくる。

　だが、ここでローラたちが寝てしまったら、もう誰も起こしに来てくれない。

　マザーコタツを止める者がいなくなってしまう。

「そんなことはさせません……」

　ローラは気力を振り絞ってコタツから這い出そうとする。

　それでもなお、体はビクとも動かない。

　まるで自分の体ではないかのようだ。

「このままだと本当に宿題ができません……ダメです……宿題を早く終わらせて……皆で遊ぶのです！」

　ローラの想いが頂点に達したとき。

　ある一つの考えが浮かび上がった。

　そうだ。コタツから出られないなら──。

「コタツごと移動すればいいのです！」

「な、そんな馬鹿ばかな！」

　マザーコタツが驚きの声を上げる中、ローラは飛行魔法でコタツごと浮かび上がる。

　更に。

「ローラちゃーん」

「あ、学長先生もコタツごと飛んでます！」

　入り口の方から、大賢者がコタツを背負ってビューンと飛んできた。

　まるで亀のような姿だった。

「コタツに取り込まれながらも飛行魔法を使う精神力だと……？　どうしてそこまで冬眠を拒否するのだ。冬はただひたすら寒いだけだろう。だからお前たち人間はコタツを作ったのだろう!?」

　マザーコタツはローラと大賢者を見て、恐怖の声を上げた。

　無理もない。

　向こうからすれば、自分の存在価値を否定されているのだ。

　しかし、ローラたちはコタツを作った古代文明人ではない。

　冬眠なんて望んでいない。

「あなたは間違っています……冬は寒いだけではありません。寒いからこそ温かいものが美味おいしいのです。そして雪合戦をしたり雪だるまを作ったり、冬ならではの遊びもあります。なにより……冬眠したら春までオムレツを食べられません！　それは人生の損失です！」

「よく言ったわローラちゃん！　私だって眠るのは大好きだけど……それは他人から押しつけられるものじゃないわ。お昼寝は自分の意思でするものよ。本当は働かなきゃいけないときに、あえて寝る！　その背徳感がたまらなく気持ちいいのよ！」

「おお、学長先生、格好いいです……あれ？　格好いい？」

　大賢者の力強い主張にローラは最初、感銘を受けたが、よく考えると大したことを言っていなかった。むしろ駄目人間の典型だった。

「オムレツやお昼寝はともかく……お二人の熱い気持ち、わたくしにも伝わりましたわ！　ここで寝ている場合ではありませんわ。そもそも、わたくしはローラさんを抱き枕にしないと眠れない女！」

「楽しみにしていた冬休みを寝て過ごすなんてありえない……皆で遊ぶ！」

　シャーロットとアンナもコタツごと飛ぶ。

「ぴー」

　ハクも気合いの入った鳴き声とともに飛ぼうとした。

　が、コタツが重すぎて、流石に飛び立てなかった。

「くっ……まさか四人もコタツにあらがえる者がいるとは……しかし、我は役目を果たすのみ！　人類に幸せな冬眠を与えるのだ！」

　マザーコタツの周りを飛んでいたコタツたちが一斉に向かってくる。

　先ほどまでは脅威だった。

　コタツに取り込まれたら動けなくなってしまうという恐怖があった。

　しかし、ローラたちはすでにコタツの中。

　コタツの魔力を乗り越え、克服したのだ。

　ゆえに、新たなコタツが向かってきても、それはたんなる体当たりにしかならない。

「皆、マザーコタツに集中攻撃です！」

「他のコタツは無視していいわよ！」

「分かっていますわ！」

「この一撃で決める……！」

　ローラたち四人はコタツごとコマのように回転する。

　そして飛来するコタツたちを弾き飛ばしながら、マザーコタツに突っ込んでいく。


「ぐわぁぁぁっ」



　衝撃でマザーコタツは洞窟の奥まで吹っ飛ぶ。

　そのダメージのせいか、他のコタツたちが一斉に地面に落ちていく。

　背負ったコタツから魔力を感じなくなった。

　ずっと包まれていたいという欲求が、綺麗きれいさっぱり消えたのだ。

「やった！　私たちの勝利です！」

　皆、一斉にコタツを脱ぎ捨てる。

「ぴー」

　ハクもコタツから這い出して、ローラの近くまで飛んできた。

　だが、まだ終わりではなかった。

　マザーコタツから苦悶くもんの声が聞こえてくる。

「ぐ……わ、我は……」

「まだ生きていますわ……早く破壊してしまいましょう！」

　シャーロットはマザーコタツを睨みつけて叫ぶ。

　しかし、ローラは複雑な思いだった。

　確かに、強制的な眠りを与えてくるコタツは迷惑だ。

　けれど、もともとは人間によって作られた存在。

　マザーコタツは役目を果たそうとしているだけなのだ。

「学長先生……このままマザーコタツを破壊したほうがいいのでしょうか？　私にはコタツがそんなに悪い存在には思えないんです……」

「ローラさん！　言いたいことは分かりますが、情けは無用ですわ。このコタツが再び動き出したら、また同じように止められるとは限りませんわ。今は冬休みなので、わたくしたちも気力を振り絞ることができましたが……これがもし三学期中だったら？　授業に出たいという思いでコタツの魔力をはね除のけることができますの!?」

「それは……！」

　できる、とはとても言えなかった。

　それほどコタツの中は甘美かんびだったのだ。

　冬休み初日という奇跡的なタイミングだったからこそ、あらがえた。

　逆に冬休み最後の日だったら……想像するだけで恐ろしい。

「……我を破壊しろ」

　そのとき、マザーコタツから予想外の言葉が漏れた。

「本当は分かっていたのだ……もう、我が作られた時代の冬ほど、今の冬は厳しくないと……人類は冬眠など必要としていないのだと。しかし我は自分の存在意義を捨てたくなかった……さあ、我の気が変わらぬうちにやれ。我の体は強固だが、お前たちの力なら完全破壊することも可能だろう。頼む。役目を失ったまま生き続けたくはない」

「か、観念しましたわね……ならばお望みどおり……破壊して……やります、わ……」

　シャーロットの言葉は歯切れが悪い。

　当然だろう。

　さっきまでマザーコタツは倒すべき敵だった。

　しかし今は、歴史の流れに取り残された、哀れな魔法道具でしかない。

「学長先生……マザーコタツがかわいそう……何とかしてあげて」

　アンナは大賢者の服をつまみ懇願する。

「うっ……うっ……不憫ふびんですわ。自分の役目を果たしているだけなのに、どうしてこのようなことになるんですの……」

　さっきまでマザーコタツを破壊すると主張していたシャーロットだが、すっかり同情してしまい、涙を流して泣いている。

「私だってマザーコタツがかわいそうだと思うけど……今の人類とは相容あいいれないのよ。破壊か……あるいは、もう一度ここに埋めて封印を……」

「封印？　やめてくれ。また何千年も地の底に眠るなどごめんだ！　頼むから破壊してくれ！」

　大賢者の『封印』という言葉をマザーコタツは本気で嫌がった。

　そこには絶望さえ感じ取れた。

　なら、本当に破壊するしかないのだろうか。

　それがマザーコタツにとっての救いなのだろうか。

　現代でも、コタツに役目を与えることはできないのだろうか。

「あ、そうだ。学長先生、こんなのはどうでしょう？　ごにょごにょ」

　それはコタツの価値観を根底から覆くつがえすものだったので、マザーコタツに動揺を与えないよう、ローラはまず大賢者にだけソッと耳打ちした。

「あら。ローラちゃん、大胆な意見ね。でも……このまま破壊するくらいなら、試してみる価値ありそうよ。とりあえず、マザーコタツを次元倉庫にしまっちゃいましょう」

「あ。マザーコタツさんは次元倉庫をキャンセルしちゃう力がありますよ」

「へえ、そうなの？　高性能ねぇ。じゃあ二人がかりでやってみましょうか」

「なるほど！　一人では無理でも、二人の力を合わせれば！」

　ローラと大賢者は、いちにのさんとタイミングを合わせ、マザーコタツの足下に次元倉庫の門を開いた。

　ローラが一人で同じことをやろうとしたときは無理だったのに、二人分の膨大な魔力で強引ごういんにマザーコタツを取り込んでいく。

「な、何だ!?　ぬおっ、飲み込まれる！」

　さしもの古代文明の遺物も、ローラと大賢者を合わせた魔力量は予想外だったらしく、酷く動揺した声を上げながら沈んでいった。

「ローラさん、学長先生。マザーコタツをどうするおつもりですの？」

「まさか、ずっと次元倉庫にしまっておくつもり？　それはそれでかわいそう」

「違いますよ。もっといいことです。きっとマザーコタツも喜びます！」

　そしてローラは、シャーロットとアンナにも自分のアイデアを説明した。

　すると二人は、それなら皆が幸せになれる、と太鼓判を押してくれた。





※






　坑道を出ると、丁度そこにシャーロットの父アーサーがやってきた。

「急にコタツから出られるようになったのです。私だけでなく、町の者たちも。大賢者殿たちが何かしたのですか？」

「ええ、そうよ。詳しい話は王宮に帰ってからするけど……とりあえず、もうコタツは無害。そこら辺にあるコタツは、普通のテーブルとして使えばいいわ」

「おお……やはり大賢者殿は頼りになります。何とお礼を言ってよいのか……」

「礼なんていいわよ。今回、一番頑張ったのは子供たちだし」

「ほう……シャーロット。そしてローラくん、アンナくん。ありがとう。どうやら私は、君たちに大変な恩ができたらしい」

　アーサーは真摯しんしな声で言う。

　これだけの事件の解決に子供が活躍したと言われたら、普通は冗談だと思うだろう。

　しかしアーサーは、ローラたちが子供だからといって軽んじる様子はない。

　シャーロットに関しては彼の娘だからその力を知っていて当然だが、ローラとアンナは今日会ったばかりだ。

　きっとアーサーが一流の魔法使いだからこそ、ローラたちの力を見抜けるのだろう。

「いやぁ、そんな恩だなんて……親友の実家のピンチです。お手伝いするのは当然ですよ」

　ローラは照れくさくなって、頭をかいた。

「そう。特に私は、ガザード家に孤児院の借金を肩代わりしてもらった恩がある。あの借金はまだ返せないけど……少しずつ恩返ししていきます」

「そうか。アンナくんが孤児院の子だったか。お金のことは気にしなくてもいい。余裕があるとき、返したくなったら返しなさい」

「……ありがとうございます」

　アンナは礼を言う。

「いや。今日ありがとうを言うべきなのは私のほうなのだ。本当にありがとう」

　アーサーも礼を言う。

「……どういたしまして」

　アンナも照れくさいらしく、ポリポリ頰をかく。

「ぴー」

「ハクくんもありがとう」

「ぴぃ」

　名前を呼ばれたハクは満足そうに鳴く。もっとも今回、ハクはコタツに取り込まれたままだったので、特に活躍はしていなかった。

「さあ。王宮に行って、陛下に報告よ。マザーコタツの運命は、ある意味、陛下が握っているんだから」

　大賢者がそう言うと、事情を知らないアーサーは「マザーコタツ？」と不思議そうに呟く。

　それを見てローラ、シャーロット、アンナは顔を見合わせ、くすりと笑い合う。
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　ローラのアイデアとは、コタツに新たな役目を与えるということだった。

　コタツは古代文明が冬眠のために作り上げたもの。

　だが現代は冬眠が必要なほど寒くはない。

　もっともそれは、あくまでファルレオン王国の冬の話。

　北の地方に行けば、コタツの力を必要としている国があるかもしれない。

　もちろん冬の間中、寝ているというのは大げさだ。

　死人が出るほどの強烈な寒波が来たときなどに活躍してもらう。

　それとコタツに包まれて眠ると、肩こりや腰痛が治るとマザーコタツが言っていた。

　ならば、そういった症状に苦しんでいる人を包み込み、治るまで温めてあげるのもよい。

　つまりマザーコタツに世界中を旅してもらい、活躍できる場所を自分で探してもらうのだ。

「この計画には二つ問題点があります。まずマザーコタツさんが嫌がったら成立しません。そしてもう一つ。いきなり空からマザーコタツさんが降りてきたら、大パニックになってしまうということです」

　ローラは執務室で、女王陛下とアーサーに説明する。

「ふむふむ。確かに、得体の知れない物体が飛んできたら、誰だれでも驚くじゃろうな。しかもマザーコタツは家ほどもあるのじゃろう？　役立つかとかそういう以前の問題じゃ。下手をすると戦闘になるかもしれん」

　女王陛下が冷静な意見を言う。

　それに対し、大賢者が対処法を述べた。

「だから陛下には紹介状を書いて欲しいのよ。この物体はマザーコタツという古代文明の遺物です。人間に危害は及ぼしません。それどころか優れた暖房器具になり、肩こりと腰痛も治せます……みたいな紹介状を、エメリーン・グレダ・ファルレオンの名で書いて持たせれば、現地の人も話くらいは聞いてくれるでしょ」

「ふーむ。それでマザーコタツが実際に有用なところを見せてやれば、信用を勝ち取れるというわけか。じゃが、実際にそのマザーコタツと話してからじゃ。人となりが分からぬ物体の紹介状など書けん。まして、ローラが言ったように、本人が嫌がるかもしれぬしのう」

「ええ。それは当然だわ。アーサーさんもそれでいいかしら？」

「無論です。そもそも私は、コタツから作業員たちを解放してもらっただけで満足ですから。コタツの処遇に関して、何か言える立場ではありません」

　というわけで方針が決まった。

　早速、王宮の庭に次元倉庫の門を開き、マザーコタツを呼び寄せる。

「おお！　巨大なテーブルと布団ふとん！　これがマザーコタツか……大迫力じゃな」

　女王陛下は目を丸くしてマザーコタツを見上げる。

「私たちが取り込まれていたコタツの親玉がこれか……こんなものが炭鉱の下に眠っていたとは……世の中、何が起きるか本当に分からないものだ」

　アーサーはしみじみと呟つぶやく。

「太陽の下で見ると、より大きく見えますわぁ」

「これが喋しやべってるとかシュール」

　シャーロットとアンナも、改めて感想を述べた。

「ここはどこだ……我は真っ暗な空間に閉じ込められていたはず……ん？　お前たちは先ほどの人間……そうか、ようやく我を破壊してくれるのだな」

「いや。どうしても、どうしても破壊して欲しいというならそうなるかもしれませんが……その前に私の提案を聞いてくれませんか？　きっとお互いのためになると思うんです」

　そしてローラはマザーコタツに、先ほど女王陛下たちに語ったのと同じ説明をした。

　説明している最中、もし断られたらどうしようと、ローラは気が気でなかった。

「……春まで冬眠させず、寒波のときだけ？　肩こりと腰痛の治療に専念……我にそんなことができるのか？」

　マザーコタツは自信がなさそうだ。

　だが、頭ごなしに否定はしてこない。

　少なくとも興味は持っているらしい。

「それをこれから練習するんです。私たちを実験台に……そうだ、まずは女王陛下で試してみましょう」

「わ、妾わらわでか!?　大丈夫なのか……？」

「だって陛下、コタツに興味津々しんしんじゃないですか。それに働き者ですから、肩こりしてそうですし」

「うむ。確かに慢性的な肩こりじゃ。しかし……本当に大丈夫なのか？」

　女王陛下はローラたちや大賢者、それからマザーコタツを見回す。

　決して気の小さい人ではないのだが、やはり古代文明の遺物の実験台になるのは気が引けるようだ。

「大丈夫、大丈夫。マザーコタツはもう人間を冬眠させようなんて思ってないでしょ。ね？」

「うむ。もはや人類は冬眠を必要としてないことは理解している。お前たちが望むのであれば、自分の意思で脱出可能なよう、調整する努力をしよう」

「ほら。マザーコタツもそう言ってるし」

「うーむ……分かった。実際、コタツには興味がある。妾を包み込むがよい！」

「心得た」

　女王陛下が意を決したように叫ぶと、マザーコタツの布団の中から、普通サイズのコタツが飛び出してきた。

　それは女王陛下の前にすぃーっと降り立つ。

「入ればよいのか？　入ってよいのか？」

「陛下。往生際おうじようぎわが悪いですわ」

「勇気を出してシュッと」

　シャーロットとアンナに急せかされた女王陛下は、恐る恐るといった様子で、つま先からコタツに入っていく。

　そして脚がすっぽり収まると、コタツの上に顎あごを載せ〝とろーん〟とした顔になる。


「これは……例えようのない心地よさなのじゃぁ……脱出不可能なのじゃぁ……」



「あれれ？　抜け出せないんですか？　マザーコタツさん。調整が甘いんじゃないですか？」

　ローラが尋ねると、

「そう言われても……我は今、精神操作の魔法をカットしている。そのコタツはただ温かいだけだ」

　マザーコタツは断言した。

　噓うそを言っているようには聞こえない。

　どういうことなのだろうかと、ローラも女王陛下と同じコタツに脚を入れてみた。

「ふぇぇ、相変わらず気持ちいいです。でも……確かに気持ちいいだけですね。絶対に抜け出せないような、あの心を支配される感じはしません」

「そうだろう。我は約束は守る」

「ならば、妾はどうしてここから出られないのじゃぁ？」

「うーん……単純に気持ちよくて出たくないだけですね。かく言う私も出たくないです」

　ローラも女王陛下と同じように、コタツに顎を載せてまったりする。


「むむ……ローラよ。たとえ魔法でなくとも、出られないのでは同じではないか……妾には仕事が沢山あるのじゃぁ……」



「そう思うでしょう？　しかし魔法でないなら気力の問題です。このままだと一生オムレツを食べられないとイメージすれば……えいや！」

　コタツかオムレツか。

　その二択を強烈に自分に突きつけることにより、ローラはコタツからスポンッと脱出してみせた。

「ローラさんがコタツから自力で生還しましたわ！」

「鉱山で襲ってきたコタツは気力を振り絞っても無理だった。あのときのコタツとは全然違うということ」

「ですです。さあ、女王陛下も頑張がんばって脱出しましょう」

「そう言われても……はあ、気持ちいいのじゃぁ」

　女王陛下はまったりした顔のまま、動こうとしない。

　ローラにとってのオムレツ。それに匹敵ひつてきするものが女王陛下にもあればいいのだが。

「陛下がこのままでは、この国の行政が止まってしまう……ああ、コタツを発掘してしまった私の責任だ！」

　アーサーは頭を抱えてうなだれてしまう。

　妙な形のヒゲの割に、肝っ玉が小さい。

　どうやらシャーロットは母親の血を色濃く引いているようだ。

「アーサーさん。落ち込むことはないわよ。魔法がかかってないなら、引っ張れば抜けるでしょ。よっこいしょっと」

「ぬおっ、コタツから出てしまったのじゃ。もうちょっと入っていたかったのじゃ……」

　大賢者に引っ張られた女王陛下は、驚くほどあっさりコタツから救出された。

　これでコタツが安全な物体になったと証明できたが、ちょっと拍子抜けだ。

「それで陛下。肩こりは治った感じ？」

「うーむ……治ったような、そうでないような。もともと、さほど酷ひどい肩こりではなかったからのぅ」

　女王陛下は腕を回しながら、要領を得ない回答をした。

　どうやら肩こり治療のサンプルとしては、不適切な人材のようだ。

「ならばお父様の番ですわ！」

「わ、私か!?」

「ええ。お父様は最近、肩こりが酷いのでしょう？　それが治ればコタツの有用性を証明できますわ」

「……分かった。コタツは私が管理する鉱山から出てきたもの。その将来に関わることなら、協力しないわけにはいかない。とうっ！」

　アーサーは気合いの声とともにコタツに潜り込んだ。

「ああ……相変わらず素晴らしい心地よさだ……」

「お父様。もっと肩まで入るのですわ」

「こうか……？」

「それでこそ、お父様ですわ！　しかし、お父様だけを実験台にはいたしません……わたくしもご一緒しますわ！」

　シャーロットもコタツに肩まで潜り込む。

　そして親子そろって「ああ～～」と幸せそうな声を上げる。

「これって、どのくらい待てば肩こりが治るんですか？」

　ローラはガザード家の親子を眺めながら、マザーコタツに質問した。

「そうだな。慢性的な肩こりや腰痛を完治させるなら、それこそ春まで入っていて欲しい。が、瞬間的に改善するだけなら、三時間程度でいいだろう」

「へえ。意外と早いですね。じゃあ三時間後に結果を見に来ましょう」

「三時間で済むなら妾もコタツに入るぞ。己おのれの身で体験してこそ、自信を持って紹介状を書けるというものじゃ」

　女王陛下もコタツにもぞもぞ潜り込んだ。

　すると。

「それなら私も入るわ。ファルレオン王国の女王に加えて、大賢者の紹介状まであれば、コタツの信用度はぐーんと上がるってものよ」

「学長先生はたんにお昼寝したいだけなんじゃ」

　というアンナのツッコミを無視して、大賢者もコタツに入る。

　そして目を閉じ、瞬時にお昼寝モードだ。

　何というスピード。

　すぴー、すぴー、と寝息が聞こえる。

　ローラもかなり寝付きはいいほうだが、大賢者には適かなわない。

「学長先生だけでなく、シャーロットさんもアーサーさんも女王陛下も寝ちゃいましたね」

「何だか仲間はずれにされた気分」

「ぴー」

　ローラ、アンナ、ハクは眠る四人を羨うらやましげに見下ろした。

　こうなったら、もう一つコタツを出してもらって自分たちも入ったほうがいいかもしれない。

　だが全員がコタツに入ってしまったら、三時間後に引っこ抜く人がいなくなってしまう。

　鉱山のときと違って、コタツに入った人を引っこ抜くことは簡単だ。

　とはいえ自力での脱出は、不可能とまでいかなくても、相変わらず困難。

　ローラは先ほど、オムレツを頭に思い浮かべることにより、自力脱出してみせた。

　しかし三時間も入ったあとだと、心も体もとろんとしてしまうはずだ。

　想像上のオムレツだけでは気力が奮い立たない可能性がある。

　誰かに実物のオムレツを持ってきてもらわないと。

　というわけで、ローラたちはコタツに入らず、三時間を潰つぶすことにした。

「王宮を探検しましょう！」

「そうしよう」

「ぴー」

　二人と一匹で王宮を当てもなく歩き回る。

　すると一人のメイドさんに見つかり呼び止められた。

　怒られるのだろうかとローラは身構えたが、「お久しぶりですね、ローラちゃん、アンナちゃん」と微笑ほほえみかけられた。

　誰だろうとメイドさんの顔をしげしげと見つめているうちに思い出す。

　かつて浮遊宝物庫を探検しに行ったとき、サバイバル道具を用意してくれたメイドさんだ。

　サバイバル道具は結局使わなかったが、一緒に渡された水筒に入っていたジュースはとても美味おいしかった。

「お久しぶりです！　前にもらったパインジュース、とても美味しかったです！」

「私の水筒に入っていたブドウジュースも美味しかった」

　そう。一人一人、違うジュースが入っていたのだ。

　おかげで皆で回し飲みをして楽しかった。

「どういたしまして。あのとき陛下が果物を集めるのにハマっていたから、それを搾しぼって作ったんです。ところで二人はここで何をしているのですか？」

「ぴー」

「……二人と一匹は何をしているのですか？」

　数に入れてもらえたハクは、ローラの頭の上で満足げに「ぴぃ」と鳴いた。

「実はですね。古代文明の遺物のコタツというものがありまして。それの効果を確かめるため、女王陛下たちが寝ているのです。だから私たちは、あと三時間ほど暇を潰さなきゃいけないわけです」

「いい機会だから、王宮を探検しようと思った」

「なるほど。コタツがどうこうというのはよく分かりませんが、おおかた大賢者様が関わっているのでしょう？　納得しました」

　と、納得されてしまった。

　大賢者の信用は凄すごい。

「しかし、いくらなんでも、子供だけで王宮を歩き回っていたら、事情を知らない人がビックリしてしまいます。こっちに来てください。お菓子と紅茶がありますよ」

「わーい、ありがとうございます」

「やはり私たちだけでウロウロするのはダメだった……」

「ぴー」

　メイドさんの私室に連れて行ってもらった。

　女王陛下おつきのメイドだけあり、綺麗きれいな部屋に住んでいた。

　そこでローラとアンナは、美味しいお菓子と紅茶をご馳走ちそうになりながら『冬休みの宿題をやりたいのに、ガザード家の鉱山からコタツが出てきて大変だ』ということを語る。

　メイドさんはニコニコと楽しそうに話を聞いてくれた。

「あ、そろそろ三時間です。皆を起こしに行かないと。ごちそうさまでした！」

「ジュースに引き続き、今日のお菓子と紅茶もとても美味しかった。ごちそうさまでした」

「ぴー」

「どういたしまして。また遊びに来てくださいね」

　メイドさんの部屋を出たローラたちは、庭へとパタパタ走って行く。

　空はすっかり夜だった。

「マザーコタツさん。皆の様子はどんな感じですか？」

「ぐっすりと眠っている。もちろん魔法で眠らせているわけでも、脱出を妨害しているわけでもない。たんに気持ちよくて眠っているだけだ。引っこ抜けば起きるだろう」

「分かりました！」

　ローラとアンナは手分けして四人をコタツから引っこ抜いた。

　その次の瞬間。

「「「「しゃっきーん！」」」」

　ローラとアンナが声をかけるまでもなく、四人は勢いよく立ち上がった。

　恐るべきことに大賢者までもが目を覚まし、活気に満ちた顔をしているのだ。

　尋常なことではない。

　コタツの圧倒的な効能に、ローラは恐怖さえ覚える。

　これは……劇薬だ。

「体が軽いですわぁ！　今なら魔法を使わずに飛べそうですわ！」

「あれほどずっしりと重かった肩が……まるで何もないかのようだ！　回る！　腕が回る！」

「うむ！　肩こりとはどういう概念だったか、まるで思い出せぬのう！」

「こ、この私がお昼寝をしたくない気分……!?　暴れたい！　暴れたい気分だわ！　何か……何かしてスッキリしないと！　ああああ！」

　荒ぶった大賢者は、全身から強烈な魔力を放ち、周辺の空間に干渉して夜を昼に変えたり夕焼けに変えたりとめまぐるしく変化させた。

　やがてスッキリしたのか、元の夜空に戻す。

「ふぅ……」

「ふぅ、じゃないですよ学長先生。昼にしたり夜にしたり……王都の人がビックリするじゃないですか！」

「大丈夫、大丈夫。王宮の敷地の中だけだから」

「あ、それなら大丈夫ですね」

「大丈夫なのかな……？」

　アンナが首を傾かしげた。

　ローラも実のところ、あんまり大丈夫じゃないかもしれないとは思ったのだが、まぁ大賢者のやることなので、皆も納得してくれるだろう。

「何にせよ、コタツが肩こりに効くというのは実証されたわけですね。さあ、陛下。マザーコタツさんに紹介状を書いてあげてください」

「任せるのじゃ！　どこの誰が読んでもコタツを信頼してしまうような、素晴らしい紹介状を書いてやるのじゃ！」

「よかったですね、マザーコタツさん。人を冬眠させる以外にも役に立てると分かりましたし、陛下の紹介状があればどこにでも行けます。第二の人生……いえ、第二のコタツ生ですよ！」

「……ありがとう、ローラよ。我は今まで人間を冬眠させることしか考えてこなかったが……やり方次第では、こういう役立ち方もできるのだな」

「コタツには無限の可能性がありますよ、きっと！　ただ……今の三時間で学長先生が元気になりすぎたように……もうちょっと手加減が必要かもしれません」

「あらぁ！　わたくしはもっと元気になってもよろしいですわ！　元気一杯にローラさんを抱きしめますわ！　最高にハイってやつですわぁ！」

　などと叫んでシャーロットがローラに抱きついてきた。

　興奮しているせいか顔が真まっ赤かになっている。

　普段の三倍ほど力強い。

　シャーロットだけでなく、アーサーも女王陛下も、無駄に大声を上げながら、跳とんだり跳はねたりしている。

　大人しいのは魔力を放出してスッキリした大賢者だけだ。

「なるほど。これは改善の余地がある。もうしばらくここにとどまって、練習をしたほうがよさそうだな」

「ふむ！　そなたが満足するまで王宮にとどまるがよい！　そして妾たちをいい気分にさせるのじゃ！　何なら、ずっといてもよいぞ！」

　女王陛下はまだ元気を持て余しているようで、大げさな身振り手振りをつけながら叫ぶ。

「ご厚意、感謝する。しかし我は世界を見て回りたい。思えば……かつての時代もこの地域から動くことなく、冬になれば人間を冬眠させ、春になれば起こすということを繰り返すばかりだった。自分がそれ以外の方法で人の役に立てることを知らなかった。外の世界がどうなっているのかも知らなかった。自分を試してみたいのだ。何ができるのか知りたいのだ」

　マザーコタツは遠い目をしながら語った。

　もちろんコタツに目はないので、実際にどこを見ているのかは分からない。

　あくまで比喩ひゆだが、しかし旅立とうとしているのだから、遠い目に違いない。

「そうか……そなたは古代文明の遺物。手放すのは惜しいが、人格を持った存在でもある。その意思は尊重しなければならない。第二の人生……いやコタツ生を存分に楽しむがよい」
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　次の日。

　冬休み二日目。

　マザーコタツは、自分の力をコントロールするための練習を王宮の庭で行っていた。

　ローラたちはそれと冬休みの宿題を組み合わせて、一石二鳥を図った。

　コタツに入った者は健康になるだけでなく、とてつもなくハイテンションになる。

　動きたくて動きたくてたまらなくなる。

　そこでローラたちは、コタツに潜り込み、エネルギーを充塡じゆうてんし、それを宿題にぶつけることによって、通常よりも早く終わらせることができるのではと考えたのだ。

「コタツに入ってから三十分ほど経たちましたね……」

「相変わらず、自力で抜け出すのは難しいですわぁ……」

「女王陛下。メイドさん。今だよ、引っこ抜いて」

「分かったのじゃ！」

「かしこまりました」

　女王陛下とメイドさんは素早い動きでローラ、シャーロット、アンナをコタツから引っこ抜く。


　抜かれたローラたちはコタツの隣に用意した普通の机に向かい、「うぉぉぉぉっ！」とハイテンションで宿題を進める。



　そのハイテンションは三十分程度しか保もたなかった。

　だから、また三十分コタツに潜り、女王陛下に引っこ抜いてもらい、三十分宿題をやるというルーチンワークだ。

「それにしても……どうしてそなたらの宿題を妾が手伝っているんじゃ？　こういうのは大賢者にやらせるものではないのか？」

「何を言っているんですか陛下。学長先生が一部の生徒の宿題だけ手伝ったら、不公平じゃないですか」

「なるほど。それは正しい理屈じゃな。しかし、妾がやらねばならぬ理屈には繫つながらぬぞ」

　そう文句を言いつつ、さっきからずっと女王陛下は付き合ってくれている。

　なにせ、これは冬休みの宿題であると同時に、古代文明の遺物の意思でもあるのだ。

　一国の女王が手伝うに値するイベントだ。

　そもそも、どうして女王陛下が手伝うことになったかといえば。

　きっかけは、三時間ほど前のこと。

　コタツを利用して宿題のスピードアップ作戦を実行しようとしたローラたち三人だが、自力でコタツから抜け出せず、「たすけてー」と叫ぶ羽目になっていた。

　ハクが引っ張って助けようとしてくれたが、力が弱すぎて無理だった。

　そこに散歩中の女王陛下とメイドさんがやってきて、引っ張り出してくれたのだ。

　朝の九時頃ごろから始めて、そろそろお昼。

　女王陛下もメイドさんも、ずっと手伝ってくれている。

　何て親切な人たちだろうか。

　と、ローラが感動していると。

「あ、いかんいかん。流石さすがにもう付き合っていられんぞ。妾とてやることがあるのじゃからな」

「えー。じゃあ午後はどうやって宿題をやったらいいんですかー？」

「午後はコタツに頼らず、普通にやればいいじゃろうが。本来、宿題とはそういうものじゃ」

　女王陛下は正論を残して去って行った。

「うーん……手伝ってくれる人がいなきゃダメですね。陛下が言うとおり、午後はシャーロットさんの家にでも行って、普通にやるしかないです」

「その前に、お昼ご飯を食べにラン亭に行きたいですわ」

「ラン亭、賛成。ところでマザーコタツは午後どうするの？」

　アンナが尋ねると、

「我はここでひなたぼっこだ。ずっと土の下に眠っていたから、空が見えるだけでも嬉うれしいものだ」

　マザーコタツはそんなことを言い出した。

　意外とのんびりした性格らしい。

　大賢者と気が合いそうだ。

「……色々大変だったんだね」

「トラブルもありましたが、地上に出ることができてよかったですわ～～」

「マザーコタツが発掘されたのはガザード家のおかげですからね。やはりガザード家は凄いです」

「おーっほっほっ。今にわたくしが、ガザード家を再び最強の魔法使いの家系にしてみせますわー！」

　高笑いするシャーロットを先頭にして、ラン亭に向かう。

　ラーメンを食べて、午後はシャーロットの家でのんびりと宿題だ。

　宿題をしていたらシャーロットの母クリスティーナが、昨日と同じくカフェオレを持ってきてくれた。

「お父様はまた鉱山ざます。コタツがいなくなったから、工事の遅れを取り戻すざます。シャロちゃまたちも宿題を頑張るざます」

「「「はーい」」」

「ぴー」

「何なら、わたくしが宿題頑張れ踊りを踊ってあげるざます」

「お母様。邪魔しないでくださいまし」

「……シャロちゃまが反抗期ざます！」

　クリスティーナはふてくされて部屋を出て行った。

　しかしクリスティーナがいようといまいと、宿題の進みが遅いのは変わらない。

　一問解いてはハクと遊び、一問解いてはだらっとし、一問解いてはお菓子を食べる。

　そうしているうちに、外が茜あかね色になってきた。

「凄い！　私たち、朝から夕方まで宿題していましたよ！　いやぁ、真面目まじめですねぇ」

「午前はともかく、午後は半分以上遊んでたと思うんだけど……」

　アンナの指摘どおり、半分以上遊んでいた。

　だが勉強しようという気持ちだけはあった。

　気持ちだけでも宿題に向かっていたことを褒めて欲しい。

　ローラは褒められて伸びる子なのだ。きっと。
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　冬休み三日目も、朝からコタツを利用したハイスピード宿題だ。

　やはり午前中だけ女王陛下とメイドさんが手伝ってくれた。

　午後はまたどこかでダラダラしよう──。

　と、ローラたちが立ち去ろうとしたら、マザーコタツに呼び止められた。

「さっき、少しヒントを摑つかめたような気がする。誰か一人でいい。コタツに入ったまま宿題をやってみてくれ」

「コタツに入ったまま宿題を？　そんな、コタツに入ったらまったりしちゃって、それどころじゃありませんよ」

「さっきまでは、そうだろう。ゆえに我は、コタツの力を調節する。まったり度を落とし、体力回復と集中力アップの効果だけを与えるのだ。それでコタツに入りながらでも作業することができるはずだ」

　そんな都合のいい話があるだろうか。

　そう疑問に思いつつ、ローラが代表してコタツに入って宿題に取りかかってみた。

　すると。

「おお!?　まったりはしますが……寝ちゃうほどではありません。ちゃんと集中できます。さっきまでのように、鬼気迫るほどの元気は沸わいてきませんが、これならずっと続けられそうです」

「であろう。全体的なバランスをマイルドにしたのだ。爆発力はないが、いちいちコタツを出たり入ったりしなくても済む」

「素晴らしいです。シャーロットさんとアンナさんも入って宿題をやりましょう！」

「本当にその性能なら、数日中に宿題を終わらせることが可能ですわ！」

「うん。理想の勉強ゴタツ。だけど……まずはお昼ご飯を食べに行こう」

「ぴー」

「なるほど！　では、昨日のお昼がラーメンだったので、今日は学食でオムレツにしましょう。オムレツ食べねば宿題できぬ、という格言もあります」

「誰の格言だろう？」

　そして学食に行き、それぞれ好きなものを食べてから、再び王宮の庭で宿題タイム。

　マイルドになったコタツの力で、一気に終わらせるのだ。

「……ちょっと効果がマイルド過ぎませんこと？」

「確かに。温かいのは確か。何となく集中力も沸いている気がする。でも何となくのレベル」

　シャーロットとアンナがそう評価すると、「そうか……ならば、もう少し効果を強めるか」

　マザーコタツが対応してくれた。

　その途端。

「ふにゅ……眠いです」

「これは……強すぎですわぁ……」

「何もできない。寝るしかない。すぴー」

　そんな感じでコタツのパワーを調節していく。

　やはりパワーを上げると眠くなるし、下げると眠くならないがリフレッシュ効果も弱いことが判明した。

　つまり『コタツに入って無限に宿題に集中する』のは無理のようだ。

「無限には集中できないけど、マイルドにしておけば適度に集中できる。この状態で地道に頑張るしかない」

「結局、宿題は自分の力でやれってことなんですねぇ」

「やはり地道な努力が一番ですわ。コツコツ進めれば、ゴールに辿たどり着けますわ」





※






　冬休みの四日目。

　ローラたちがコタツの力を借りて宿題を始めてから三日目。

　変なことをしないで、コツコツやるのが一番効率がいいと知ったローラたちは、マイルド状態のコタツに入って、コツコツと頑張った。

「あら。本当に頑張ってるのね。偉い偉い」

　様子を見に来た大賢者が褒めてくれた。

　褒めたあと、自分もコタツに潜り込んで、すぴーと眠ってしまった。

「む？　おかしいぞ。我は今、そのコタツをマイルド状態にしている。眠気を誘うはずはないのだが……」

　マザーコタツが動揺した声を出す。

「大丈夫ですよ。学長先生は理由がなくても寝ちゃうんです。コタツとは関係ありません」

「おお、そうだったのか。世界は広い」

　大賢者のお昼寝で世界の広さを知ってしまうマザーコタツであった。

　すぴーすぴーという大賢者の寝息を聞きながら、宿題。

　そのリズムが妙に心地よく、進捗しんちよくは順調だった。

　お昼にメイドさんがサンドイッチと牛乳を持ってきてくれた。

　それをコタツに入ったまま食べてから、午後も宿題だ。

　そして何と、夕方になる頃に、全て終わってしまったではないか。

「え、え？　まだ冬休み四日目ですよ!?　本当にっ？」

「もう一度確認ですわ！　あとからやっていないページが出てきたら大変ですわ！」

「問題集は全て終わっている……あとは日記だけ？」

「日記は先に書くわけにいかないので……今できる宿題は片付けたということになります！」

「つまり……遊びたい放題ですわ！」

　シャーロットは立ち上がり、空に向かって拳こぶしを突き上げた。

　ローラとアンナも一緒に拳を突き上げる。

「夏休みとは真逆ですね！　これも全てコタツのおかげです！」

「コタツさまさま。ありがとう」

「これなら世界中、どこに行っても人の役に立つことができますわ！」

　ローラたちはマザーコタツに賛辞を贈る。

「役立てて嬉しいぞ。しかし作業が進んだのはお前たちの力。我はきっかけを与えたに過ぎない」

「そのきっかけが大切なんですよ！　宿題ほど憂鬱ゆううつな作業はありませんからね……それに集中するきっかけになるなんて、流石は古代文明の遺物です！」

「そうか。では素直に喜んでおこう。お前たちのおかげで自信が付いた。ありがとう。明日、早速旅立つことにする」


「そうですかー……って、明日!?　ちょっと急すぎませんか？」



「もうしばらくゆっくりしてもよろしいと思いますわ」

「何なら、私たちと一緒にローラの実家に遊びに行ってもいいのに」

「ぴー」

　そうやって引き留めても、マザーコタツの意思は変わらない。

「そう言ってくれるのはありがたい。だが、お前たちも言っていたではないか。この地域は冬眠が必要なほど寒くならない。しかしもっと北に行けば、命に関わるような寒波もあると。そういった場所でこそ我は役に立つはずだ」

「マザーコタツさんの決意は分かりました……そこまで言うなら引き留めちゃダメですね」

「学長先生。マザーコタツが明日、旅立つって。起きて起きて」

「朝から夕方までずっと寝ているなんて、学長先生のお昼寝はレベルが違いますわ……」

「むにゃむにゃ……なーに？」

　目覚めた大賢者に事情を説明する。

「え。明日？　それは大変。じゃあ今のうちに構造を調べなきゃ。ちょっと失礼するわね」

「む？　あ、こら。我の中に潜り込むつもりか!?　やめろ、恥ずかしいではないか！」

　向こうが嫌がっているのを無視して、大賢者は布団をめくってマザーコタツの中に入っていった。

　普通のコタツと違ってマザーコタツは家ほどもある。

　中で走り回れるくらい広いはずだ。

「私たちも入ってみましょうか」

「よせ！　恥ずかしい！」

　かなり必死な声で止められてしまった。

　そこまで恥ずかしがるということは、ローラたちの感覚に直すと、スカートの中に頭を突っ込まれるようなものだろうか。

　確かにそれは恥ずかしい。

　マザーコタツの中に入るのはやめておこう。

「ねぇねぇ、マザーコタツ。小さいコタツはどうやって出すの？　ちょっとやってみてよ」

「何!?　お前、我の中に入ったばかりでなく……コタツを産む瞬間を見たいというのか!?」

「見たいわ。いいでしょ、減るものじゃないし。ほらほら」

「ああ、変なところを触るな！　分かった、今コタツを産むから……！」

　マザーコタツがヤケクソ気味に叫んだ次の瞬間。

　その布団がめくれ上がって、新しいコタツが飛び出してきた。

「なるほど。ここでコタツを作ってるんじゃなくて、どこからか召喚しているのね。コタツを収納する専用の次元がある感じね……流石は古代文明だわ」

「もうよいだろう？　内部を見られるのは恥ずかしいのだ！」

「えー、ダメよ。あなたはとても貴重なんだから、隅々まで調べさせてもらうわ」

「なっ、あ、ダメだ、そこは……えっち！」

　マザーコタツは悲鳴を上げる。

　声だけを聞いていると、大変いかがわしい。

　しかし、コタツだ。

　マザーコタツ本人がどんなに恥ずかしがっていても、これは健全な調査なのである。

　調査は大賢者にお任せして、ローラたちは女王陛下にマザーコタツが明日旅立つことを報告してから、大人しく学校の寮に帰った。





※






　そして冬休み、五日目。

　マザーコタツの旅立ちの日だ。

　宿題でお世話になったローラ、シャーロット、アンナ。そしてハクはもちろん。

　女王陛下にメイドさん。大賢者。

　そしてガザード家の当主アーサーと、その妻クリスティーナも、マザーコタツの旅立ちを見送りに王宮に集まった。

「本当に行っちゃうんですね……春休みにまた帰ってきて欲しいです！」

「夏休みも帰ってきて」

「わたくしはずっとコタツにいて欲しいですわ……倒れる直前まで修行して、コタツで体力を回復して修行するということをやってみたかったですわ……」

　シャーロットがぶっそうなことを言い出した。

　コタツがあるからと、取り返しの付かない状態になるまで修行するシャーロットの姿が目に浮かぶ。

　今後、マザーコタツが帰ってきても、シャーロットの修行には使わせないよう注意しないと。

「治ったはずの肩こりが、ぶりかえしてきたのじゃ。もう一度コタツに入って治したいのじゃ」

「陛下と同じく、私もです。あのとき一日だけは快適だったのですが、次の日にはもう……」

　肩こりや腰痛を完治させるには、春までずっとコタツに入っている必要があるという。

　しかしマザーコタツは今旅立ちたいのだ。

　北に行けば、肩こりどころではなく、コタツの力で命を救えるかもしれない。

　女王陛下とアーサーには悪いが、自力で肩こりを治してもらうしかない。

「アーサーの肩は、わたくしが揉もむざます。コタツがなくても大丈夫ざます」

「では、わたくしも揉み揉みしますわ～～」

「おお、それは助かる……私は家族に恵まれて幸せだ」

　アーサーは妻と娘を抱きしめる。

「じゃあ、私とアンナさんで陛下の肩を揉みましょう」

「あとで肩揉み券を作って持ってくる」

「助かるのじゃ。そなたら、いい子に育っておるのぅ。その調子で頼むぞ。冒険者としての実力はともかく、人間としては大賢者を見習ってはいかんぞ」

　と語る女王陛下の肩を、大賢者が背後からガシッと摑んだ。

「うふふ。陛下ったら、そんなに肩こってるなら、私が揉んであげるわよ」

「いだだだだだ！　力を入れすぎじゃ馬鹿ばか者！」

　涙目の女王陛下は大賢者を振り払おうとするが、体格差があり過ぎて無理だった。

　そのとき、マザーコタツから「ふふっ」と小さな笑い声が漏もれる。

「お前たちは面白おもしろいな。人間がこれほど面白いものだと知らなかった。この時代に復活して最初に出会った人間がお前たちでよかった。そうでなければ、我は何も知らぬまま、人間全てを強引ごういんに冬眠させていただろう……」

「マザーコタツさん。世界は広いです。でも私はどのくらい広いのかまだ知りません。一足先に旅立つマザーコタツさんが羨ましいです。私も学校を卒業したら旅に出るので、いつか世界のどこかで会いましょう。そして世界がどのくらい広いか語り合いましょう」

「分かった。本当に世話になったな……では、また会おう」

　マザーコタツは飛行魔法を使って、ふわりと浮かび上がった。

　そしてローラたちが手を振る中、北に向かって飛んでいく。

　彼の旅がどんなものになるのか、誰も知らない。

　しかし旅立ちとはそういうものだ。

　ローラも冒険者学園に入学したばかりのときは、期待と不安が半々だった。

　今は毎日が楽しくて仕方がない。

　マザーコタツの旅も楽しいものになりますように──。
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　マザーコタツは北へ北へと飛び続けた。

　ファルレオン王国の王都を旅立ってから丸一日。

　世界地図を知らないマザーコタツは、自分がどこの国の上空を飛んでいるのかすら分からない。

　しかし眼下の全てが真っ白に染まっているのを見れば、ファルレオン王国から遙か北までやって来たことだけは分かる。

　気温も低い。

　古代文明時代の冬に匹敵ひつてきする。

　これほど寒いのでは、春まで寝ていたほうがマシと思っている人もいるのではないか。

　そこまで極端でなくても、寒さが和らぐまで温かいところに隠れていたいと考える者は沢山いるはずだ。

　マザーコタツは町や村を探して旋回する。

　すると、雪の中に倒れている人間が一人いるではないか。

　高度を下げて近づくと、それは少女だった。

　シャーロットよりも少し年上だろうか。

「こんなところに倒れていては凍えて死んでしまう。我の出番だ！」

　マザーコタツは小さなコタツを召喚し、少女の体にかぶせた。

　そしてフルパワー。

　少女の体を温め、一気にリフレッシュ！

　肩こり、腰痛、冷え性、神経痛、筋肉痛、関節痛、食欲不振などを解消する効果を一気にかける。

　少女がそれらに悩まされているかは不明だが……とにかく元気になるのだ。

「あれ!?　ここはどこ？　この物体は一体……？」

　目を覚ました少女はコタツから頭を出す。

　と同時に、自分の目の前にいるマザーコタツを見て腰を抜かした。

「な、なななな！　何よ、この巨大な布団ふとんのお化けは！」

「巨大な布団のお化けとは失敬な。我はマザーコタツ。古代文明が作った至高の暖房器具である。ファルレオン王国の女王と大賢者にも認められているのだぞ」

　女王からもらった紹介状は、マザーコタツの内側のポケットにしっかりと入っている。

　それを浮遊魔法で少女の前まで飛ばした。

「ファルレオン王国って南にある大きな国……？」

「うむ。それは女王と大賢者が連名で書いた紹介状だ。これで我を信じたか？」

「こ、これが本物なら凄すごいわ……いえ、そもそも。こんな大きなテーブルだか布団だか分からない物体が喋しやべっている時点で凄い！」

「テーブルだか布団だか分からない物体ではない。我はコタツを統すべる者。マザーコタツである」

「マザーコタツ。あなた、暖房器具って言ったわね？　なら、私の村の人たちを温めてあげて！」

　少女は必死な声で懇願してきた。

　人を温めるのはコタツの本分。

　断る理由はない。

「よし、分かった」

「わっ、飛んだ！」

　マザーコタツは自分と、少女を包んでいたコタツを浮遊させた。

　この寒さで外に出たら少女が凍こごえてしまうので、コタツに少女を入れたままである。

　ローラたちは空を飛ぶことに慣れていたが、この少女は違うらしい。

　自分の体が浮かんでいることに、目を白黒させている。

「それで、どちらに行けばよいのだ？」

「こ、この道をまっすぐよ……！」

「そうか……ん、待て」

「どうしたの？」

「誰だれかに監視されているような気がしたのだが……我の勘違いか」

　周囲を探っても、動くものはなかった。

　警戒しつつ少女の村に向かう。

　進んでいるうちに、雪が降ってきて、吹雪ふぶきになった。

　前が見えない。

　マザーコタツは全方向に微弱な魔力を放ち、周辺を探りながら進んでいく。

　人間だったら遭難していただろう。

　そして体温を奪われ、あっという間に死んでしまう。

「我が通りかかって幸運だったな、少女よ。この寒さでは、室内でも辛つらいだろう」

「そうなのよ。前はここまで寒くなかったんだけど……この近くにアイス・ワイバーンが住み着いちゃって。そいつはいるだけで周囲の気温を下げるの。だから私が退治しなきゃ！」

「お前が？」

「そうよ。私はこれでも冒険者なんだから」

　言われてみれば、腰に剣をぶら下げていた。

　だが、さほど強そうには見えない。

　一人でアイス・ワイバーンと戦うというのは、無謀というしかない。

「あれが私の村よ」

　少女が指さす方角。吹雪の奥に、村らしきものがうっすらと見える。

　当然、人の姿はなかった。

「小さな村だが、それでも三十軒は家があるな。まあ、この程度なら問題ない」

「え──」

　マザーコタツは百を超えるコタツを召喚する。

　そして家という家の玄関に体当たりさせ、突き破って中にいる人々を包み込んだ。

「わー！」

「ぎゃー！」

「変な物体が襲ってきたー！」

　あちこちから悲鳴が上がった。

　しかし、それは程なくして静かになる。

「よし。これで全員をコタツの中に入れた。どんな寒波が来ても問題ない」

「いやいや！　玄関壊したらダメでしょ！」

「ダメなのか？　ならばどうやって人々をコタツで包むのだ？」

「それは……一軒一軒回って、玄関を開けてもらってから」

「そんなことをしているうちに誰かが凍え死んだらどうする」

「う。だったら、せめてノックしなさいよ。体当たりできるならノックもできるでしょ！」

「ふむ。その手があったか。参考になるぞ」

「……調子狂うわ」

　マザーコタツと少女は、その辺の家の中を確認する。

　誰もがコタツに包まれ、幸せそうにまったりしている。

「よかった。お父さんもお母さんも温かそう」

「役に立てて嬉うれしいぞ」

　念のためにいくつかコタツを空中に待機させ、人間が現われたら自動的に覆い被かぶさるように設定しておく。

　これで見逃した者がいても凍えさせる心配はない。
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「……ねえ、マザーコタツ。あなた強いの？」

「うむ。強いぞ」

「だったら……アイス・ワイバーンを倒すのを手伝って！　私一人じゃどうにもならないの！」

　そして少女は事情を説明する。

　少女はこの村の出身だが、冒険者になるため、もっと大きな町に引っ越していた。

　冒険者としてそれなりに活躍し、Ｃランクまで上り詰めた。

　冒険することが楽しすぎて、村に何年も帰っていなかった。

　ところが、故郷の村の近くにアイス・ワイバーンが住み着いたという噂うわさが流れてくる。

　アイス・ワイバーンはＢランクの強力なモンスターだ。同じくＢランクの冒険者でなければ、一対一で勝つのはほぼ不可能。

　冒険者を雇ってアイス・ワイバーンを倒すには、とても金がかかる。

　この村にそんな余裕はない。

　少女は慌あわてて村に帰ってきた。

　そして噂が本当だったと知る。

　アイス・ワイバーンが放つ寒波は、家の中にいても凍えるほど冷たい。

　故郷の人たちが死んでしまう前に、何とかアイス・ワイバーンを倒さねば。

　そう思い詰めた少女は、一人でアイス・ワイバーンに挑もうと出発し、寒波に負けて気絶。

　そこをマザーコタツに発見されたというわけだ。

「なるほど。アイス・ワイバーンと戦うことすらできなかったのか」

「……そうよ。だけど、こうしてコタツに入ったままなら、寒波に負けないし、空を飛べるわ！」

「よし、分かった。我は人々の役に立つために旅をしている。そのアイス・ワイバーンとやら。倒してやろうではないか」

「本当に!?　ありがとう！」

　少女はコタツから両手を出し、拝むようにして礼を言ってきた。

　そのときマザーコタツは、また誰かに監視されているような気配を感じた。

　しかし魔力を放って探知しても、何も引っかからない。

　やはり気のせいなのだろうか。

　そんな不安を覚えつつ、アイス・ワイバーンがいる場所へと向かう。

　アイス・ワイバーンは森の中にいた。

　ヒグマを頭から丸かじりにしている最中だった。

　それくらい巨体だった。

　マザーコタツも家のような大きさだが、向こうも負けず劣らずだ。

「奴やつの全体から凄すさまじい冷気が放たれている。この地域一帯が寒くなるのも当然だ。これでは春が来ないぞ」

「どうやって倒すの？」

「まず我がのしかかって動けなくする。アイス・ワイバーンは冷気を好むモンスターのようだから、我の温かさにまったりすることはないだろうが……逆に熱で弱らせてやる。我が合図したら、そなたは剣でトドメを刺せ」

「分かったわ！」

　作戦実行だ。

　マザーコタツは空からアイス・ワイバーンに襲いかかる。

「ぎゃおおおおおん！」

　不意打ちを避けることができず、アイス・ワイバーンはマザーコタツの落下に悲鳴を上げる。

　そして追い打ち。

　マザーコタツは膨大な熱を放って、アイス・ワイバーンの皮膚を焼いた。

　その熱さから逃れようと暴れるが、マザーコタツは飛行魔法を逆向きにかけて、自分の体を地面側に押しつける。

　そうしているうちにアイス・ワイバーンはぐったりしてきた。

「少女。今だ！」

「分かったわ！」

　少女はコタツから飛び出し、剣を構えて走ってきた。

　そして横たわるアイス・ワイバーンの脳天に向かって振り下ろす。

　瞬間──。

「ぐおおおおおんっ！」

　アイス・ワイバーンが最後の力を振り絞るように、渾身こんしんの力で起き上がった。

　マザーコタツは吹き飛ばされひっくり返る。

　少女も転がっていった。

「いかん！　少女よ、コタツに潜り込め！　凍えるぞ！」

　マザーコタツは叫ぶが、少女は気絶していた。

　こうなったらコタツのほうから少女に覆い被さるしかない。

　だが、間に合わない。

　アイス・ワイバーンは少女を丸呑のみにしようと、大きく口を開く。

　と、そのとき。

「「「パジャレンジャー、参上！」」」

　謎なぞの三人組が現われ、アイス・ワイバーンの横腹を蹴け飛ばした。

「ぎゃいーん！」

　アイス・ワイバーンはごろごろと転がって、大岩にぶつかって止まる。

「お、お前たちは……」

　そこに立っていたのは、三人の少女だった。

　犬、猫、兎うさぎの姿を模した着ぐるみを着ている。

「ふふふ。どうしても心配だったので、ついてきちゃいました」

「私たちがアイス・ワイバーンを蹴飛ばしたことは内緒だよ」

「私たちはアイス・ワイバーンと戦ったのではありませんわ。進行方向にいたので、たまたまぶつかっただけですわ。校則違反ではありませんわ」

　少女たちはそのようなことを語る。

　それにしても。

「ありがとう。見知らぬ少女たち。助かった」

「……あれ？」

「もしかして、パジャレンジャーの変装。マザーコタツには効果ある？」

「これは僥倖ぎようこうですわ！　いい機会なので、体当たりをもう一度ですわ！」

　少女三人は再度アイス・ワイバーンにぶつかっていく。

「さあ！　アイス・ワイバーンはすっかり弱りました。マザーコタツさん。いまこそトドメを！」

「うむ。心得た！」
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　マザーコタツはアイス・ワイバーンを包み込み、熱をフルパワー。

　その表面をこんがりと焼き上げ、今度こそ倒した。

「やった！　マザーコタツさん、強いですね！」

「お前たちの協力のおかげだ……それにしても、我の名前を知っているとは何者だ？」

「それは秘密ですわ！」

「マザーコタツが一人で倒したことにしといてね。私たちはここには来なかった」

「そういうことです。では、さらばです！」

　少女三人は、ばひゅんと突風を起こしながら走り去っていく。

　まさに嵐あらしのような三人組だった。

「やはり世界は広いのだな……」

　マザーコタツはしみじみと呟つぶやいた。

　やがて目を覚ました冒険者の少女とともに、村に帰る。

　アイス・ワイバーンが死んだことで、冷気が薄まっていた。

　まだ寒いが、これならコタツなしでも死にはしないだろう。

　マザーコタツはコタツたちを回収する。

　すると家の中から村人が外に出てきた。

　少女は彼らに、マザーコタツがアイス・ワイバーンを倒したと説明してくれた。

「なんと！　古代文明の遺物なのですか！」

「ファルレオン王国の女王と大賢者のお墨付きなら本物だ」

「あなたを小さくしたようなのが、冷気から私たちを守ってくれたのを覚えている。あなたは村の救世主だ」

「何だか肩こりと腰痛が軽くなった気がするなぁ」

　と、村人たちはマザーコタツを褒め称たたえる。

　その熱烈な歓迎に戸惑いつつ、人の役に立つのは素晴らしいことだと改めて実感した。

　それにしても。

　あの謎の三人組は何者だったのだろうか。

　もしかしたら──。

「ふふ。まさかな」

　ファルレオン王国で世話になった少女たちを思い浮かべつつ、マザーコタツは次の困っている人々を探すため、旅立っていった。











あとがき









　お久しぶりです、年中麦茶太郎です。

　魔法適性９９９９はいよいよ七巻ですって！　七はなんだか縁起がいい数字なので嬉しいです。




　さて。この七巻、古代文明のコタツというよく分からないものが出てきて活躍しますが、原稿を書いているときは春でした。

　本になるのがいつなのま全く分からないまま執筆していたのですが、丁度、こうして寒い時期に発売となりました。

　凄いですね。これも古代文明の技術力の技術力なのでしょうか!?




　そうそう。寒いと言えば風邪です。皆さん風邪にはお気をつけください。

　ちなみに私、風邪を引いておりまして、鼻をグズグズさせながらこのあとがきを書いています。

　そもそも、どうして風邪を引いたかというとですね。先日、大阪に旅行に行っていたのです。

　高校の修学旅行以来の飛行機に軽く興奮し、通天閣に登って夜景を眺めたり、串カツやたこ焼きを食べながらビールを飲んだり、有馬温泉に浸かったりと、大変に楽しい旅行でした。

　そして青森県に帰ってきて……寒暖の差にやられてしまったのです。

　いやぁ、大阪は暑かったですね。十月だというのに三十度近くありました。一方、青森県は二十度です。

　人間って環境の変化に弱いんですねぇ……。

（ちなみに青森県民は寒くなるとストーブで部屋全体を温めるので、コタツはあんまり使いません。私も持ってないです）




　ところで話が変わりますが、この七巻が出た一ヶ月後に、コミカライズ版の二巻も発売されるようです。

　原作一巻のクライマックスである校内トーナメントが、ｉｉｍＡｎ先生と惟丞先生のコンビによって大迫力で描かれています。

　原作とコミカライズ版、どちらも違った良さがあるので、読み比べて頂けると嬉しいです。




　では皆さん。八巻で再会しましょう！







著者

年中麦茶太郎

　ダイエット中なのにラーメンを食べてしまう毎日です。




イラストレーター

りいちゅ

　最近やっと温泉に行くことができました。これで頑張れる…！[image: ]




「えてるな」というサークルで同人活動も行っております。

　Twitter：rityuiate / Pixiv：159905








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「年中麦茶太郎先生」係

「りいちゅ先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡノベル

剣士を目指して入学したのに魔法適性９９９９なんですけど！？７


年中麦茶太郎
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